
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
号

昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
二
年
度
及
び
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
　
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
受
給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
。
以
下
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
又
は
同
法
第

七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
年
金
の
う
ち
、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下
「
施
行
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
旧
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
四
十
年
度
に
お
け
る
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら

の
年
金
受
給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
等
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
た
同
法
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
年
度
に
お
け
る
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
受
給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
等
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

一
年
法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
二
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
の
基
礎
と
な
る
俸
給
と
み
な
す
仮
定

俸
給
は
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
仮
定
俸
給
（
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
年
金

額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
別
表
第
一
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
一
年
仮
定
俸
給
」
と
い
う
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
（
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と

し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧

法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
の
額
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
か
ら
昭
和
四
十
三
年
九

月
分
ま
で
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
を
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
に
、
そ
の
額
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
を
」
と
し
、
同
年
十
月
分
か
ら
昭
和
四
十
四
年
九
月
分
ま
で
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
「
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
に
、
そ
の
額
に
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
別
表
第
二
の
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
年
金
の
支
給
を
受
け
る
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
の
年
長
者
の
年
齢
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
又
は
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

６
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
改
定
後
の
年
金
額
が
従
前
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
す
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
二
　
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額

を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
三
の
仮

定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
た
だ
し
、
旧
法

の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最

短
年
金
年
限
に
満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
九
万
六
千
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
四
万
八
千
円

３
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
も
の
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
妻
、
子
又
は
孫
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
で
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
分
（
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
分
）
ま

で
は
、
改
定
年
金
額
と
従
前
の
年
金
額
と
の
差
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
を
停
止
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
三
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
三
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
の
規
定
又
は
同
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
う
ち
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満

た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
及
び
前
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
十
二
万
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
六
万
円

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、

同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
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４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
四
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
又
は

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の

と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
五
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て

算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

３
　
第
一
項
の
年
金
で
、
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
俸
給
（
以
下
「
旧
基
礎
俸
給
」
と
い
う
。
）
が
九
十
五
円
以
下
の
も
の

に
あ
つ
て
は
「
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
の
二
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
」
と
、
旧
基
礎
俸
給
が
九
十
五
円
を
こ
え
百
三
十
五
円
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
「
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
」
と
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
五
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
（
第
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
若
し
く
は
前
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
若
し
く
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
又
は
前
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
た
だ
し
、
旧
法

の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最

短
年
金
年
限
に
満
た
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
十
一
万
四
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
五
万
五
千
二
百
円

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
者
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
を
受
け
る
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ

れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
及
び
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
十
三
万
四
千
四
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
六
万
七
千
二
百
円

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
分
以
後
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
六
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
及
び
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と

し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、

旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限

る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
別

表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
の
四
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
（
同
表
の
仮
定
俸
給
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
俸
給
額
」
と
い
う
。
）
が
十
九
万
二
千
八
百
八
十
円
未
満
で
同
表

に
掲
げ
る
額
に
合
致
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
同
表
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
の
額
の
う
ち
、
基
準
俸
給
額
の
直
近
下
位
の
額
の
四
段
階
上
位
の
額
を
こ
え
、
基
準
俸
給
額
の
直
近
上
位
の
額
の
四
段
階
上
位
の
額
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
大
蔵
省
令
で
定
め
る
額
と
し
、
基
準
俸
給
額
が
十
九
万
二
千
八
百
八
十
円
を
こ
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
基
準
俸
給
額
に
二
十
一
万
四
千
二
百
五
十
円
を
十
九
万
二
千
八
百
八
十
円
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。
）
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
以
後
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
七
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
（
第
一
条
の
五
第
四
項
の
規
定
若
し
く
は
前
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
条
の
五
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
若
し
く
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

条
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
又
は
同
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条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な

し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
を
い
う
。

以
下
第
一
条
の
十
七
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若

し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
そ
の
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
一
年
に
つ
き

同
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
一
）
に
相
当
す
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
以
後
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
第
二
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
三
十
二
万
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
二
十
四
万
千
二
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
十
六
万
八
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
三
十
二
万
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
二
十
四
万
千
二
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
六
万
八
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
十
六
万
八
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
十
二
万
六
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
八
万
四
百
円

５
　
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
八
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
又
は
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と

し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
け
る
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る

別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

３
　
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受

け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
額
に
、
そ
の
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
一
年
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族

年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
一
）
に
相
当
す
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金

に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
一
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
一
）
（
そ
の
控
除
し
た
年
数
の
う
ち
十
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
（
旧
法

の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
）
」
と
す
る
。

５
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
四
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
四
十
二
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
三
十
一
万
五
千
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
一
万
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
四
十
二
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
三
十
一
万
五
千
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
一
万
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
一
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
十
五
万
七
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
万
五
千
円

８
　
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く

。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
九
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
又

は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も

の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七

十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
に
掲
げ
る

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の

二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
年
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
五
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
一
万
二
千
五
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
七
万
五
千
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
五
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
一
万
二
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
七
万
五
千
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
七
万
五
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
万
六
千
三
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
三
万
七
千
五
百
円
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５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に

掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
当
該
遺
族
年
金
に
係
る
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
に
つ
い
て
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
よ
る
扶
助
料
若
し
く

は
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
年
金
た
る
給
付
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
類
す
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
場
合
で
あ

つ
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

６
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
前
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
二
項
、
第
四
項
、
第
六
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
又

は
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も

の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額

に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七

十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の

二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
年
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
九
万
四
千
五

百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
二
万
九
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
四
万
七
千
三
百
円
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５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に

掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

６
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
前
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
二
項
、
第
四
項
、
第
六
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
条
の
十
の
二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
な
い
年
金
に
限
る
。
）
の
う
ち
六
十
歳
以
上
の
者
が

受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
が
五
万
三
千
二
百
九
十
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、

当
該
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る

そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
（
七
十
歳
以
上
の
者
が
受
け
る
年
金
又
は
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、

第
一
条
の
六
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
同
日
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
と
な
る
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
仮
定
俸
給
」

と
い
う
。
）
が
三
十
万
百
三
十
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用

し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
そ
の
退
職
（
在
職
中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
第
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
年
を
経
過
す
る
日
が
昭
和
五
十
二
年
七
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
者
に
係
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

イ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
八
万
三
千
百
五
十
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
三
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ロ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
九
万
四
千
八
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
二
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ハ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
三
十
万
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

二
　
前
号
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

イ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
八
万
三
千
百
五
十
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
二
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ロ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
九
万
四
千
八
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

３
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準

用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の

二
）
に
相
当
す
る
金
額

４
　
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
年
」
と
す
る
。

５
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
、
同
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
又
は
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に

満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円
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ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
二
万
円

ロ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）

　
二
十
四
万
円

ハ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
十
六
万
円

ニ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も

の
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

ホ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
ニ
に
掲
げ
る

年
金
を
除
く
。
）
並
び
に
六
十
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
二

万
九
百
円

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
四
万
七
千
三
百
円

６
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に

掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

７
　
前
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
な
い
年
金
に
限
る
。
）
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
二
年

八
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
前
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
（
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
が
昭
和
五
十
二
年

八
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
五
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
第
六
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
第
五
項
第
三
号
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

11
　
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
前
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
五
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の

額
を
改
定
す
る
。

12
　
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

13
　
第
三
項
、
第
五
項
、
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
四
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す

る
。

14
　
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
金
に
係
る
組
合
員
の
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
年
を
経
過
す
る
日
が
昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
以
後
に
到
来
す
る
と
き
は
、
そ
の
経
過
す
る

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

15
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
一
　
第
一
条
の
十
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸

給
（
第
一
条
の
十
第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
若
し
く
は
前
条
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
の
規
定
又
は
第
一
条
の
十
第
十
項
若
し
く
は
前
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
第
一
条
の
十
第
四
項
各
号
若
し
く
は
前
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
の
十
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七

十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の

二
）
に
相
当
す
る
金
額

7



３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
十
年
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
六
十
二
万
二
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
四
十
六
万
六
千
五
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
二
万
二
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
六
万
六
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
一
万
千
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
　
三
十
三
万
七
千
九
百
円

ロ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
　
三
十
一
万
千
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
三
万
三
千
三
百
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に

掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

６
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ

の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
第
五
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項

の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

11
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
条
の
十
一
の
二
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る

者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、

六
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

２
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
で
六
十
歳
以
上
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
も
の
の
額
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て

そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
六
十
二
万
二
千
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
　
三
十
六
万
円

ロ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
　
三
十
一
万
千
円

３
　
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
四
万
八
千
円
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二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
七
万
二
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
三
万
六
千
円

４
　
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
又
は
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し

た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
前
条
第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族

年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
二
　
第
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
、
第
六
項
若
し

く
は
第
八
項
の
規
定
若
し
く
は
前
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
又
は
第
一
条
の
十
一
第
十
一
項
若
し
く
は
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
条
の
十
一
第
四
項
各
号
若
し
く
は
前
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮

定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上

の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
六
十
四
万
七
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
四
十
八
万
五
千
三
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
四
万
七
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
八
万
五
千
三
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
二
万
三
千
五
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
　
三
十
七
万
四
千
五
百
円

ロ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
　
三
十
二
万
三
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
四
万
二
千
七
百
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
四
万
八
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
七
万
二
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
三
万
六
千
円

５
　
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
同
日
以

後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和
五
十
四
年

四
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
四
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
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８
　
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
同
日
以
後
に
七
十

歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
一
条
の
十
二
の
二
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る

者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に

相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
次
号
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」
と
い

う
。
）
一
年
に
つ
き
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額

２
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額

に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
六
十
四
万
七
千
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
　
四
十
二
万
円

３
　
前
条
又
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
分
以
後
、
同
条

第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
八
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準

用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
八
万
四
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
四
万
八
千
円

４
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
同
日
以
後
に
六
十
歳
に

達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
後

に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
前
条
の
規
定
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
一
項
の
規
定
に
準
じ

て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
（
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
を
除
く
。
）
の
額
が
四

十
二
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
四
十
二
万
円
に
改
定
す
る
。

８
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ

て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
三
　
第
一
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
七

項
の
規
定
若
し
く
は
前
条
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
又
は
第
一
条
の
十
二
第
九
項
若
し
く
は
前
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
条
の
十
二
第
三
項
各
号
若
し
く
は
前
条
第
二
項

各
号
若
し
く
は
第
七
項
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
、
第
十
八
項
及
び
第
十
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算

定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
分
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
六
百

分
の
二
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

10



一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
六
十
七
万
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
五
十
万
三
千
七
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
七
万
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
五
十
万
三
千
七
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
三
万
五
千
八
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
四
十
三
万
六
千
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
か
ら
同
年
七
月
分
ま
で

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
八
万
四
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
四
万
八
千
円

６
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規
定

に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
七
十
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
五
十
二
万
五
千
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
七
十
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
五
十
二
万
五
千
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
五
万
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
四
十
五
万
五
千
円

７
　
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
五
年

八
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
十
二
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
二
十
一
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
十
二
万
円

９
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
、
前
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
が
、
通
算
年
金
通
則
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
公
的

年
金
各
法
に
基
づ
く
年
金
た
る
給
付
そ
の
他
の
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
、
老
齢
、
退
職
又
は
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
そ
の
全
額
の
支
給
を
停
止
さ
れ
て
い
る
給
付
を
除
く
。
）
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
加
算
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る

年
金
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
に
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
は
、
当
該
年
金
の
額
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
加

算
さ
れ
る
べ
き
額
を
加
え
た
額
が
前
項
の
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
に
お
い
て
は
、
第
八
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
政
令
で
定
め
る
額
か
ら
当
該
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
を
控
除
し
た

額
と
す
る
。

11
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ

た
額
が
四
十
二
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
四
十
二
万
円
に
改
定
す
る
。

12
　
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和

五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
五
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

13
　
第
六
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
七
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

14
　
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和

五
十
五
年
八
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
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15
　
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

16
　
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

17
　
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
（
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
九
年
未
満
の
者
に
係
る
年
金
に
限
る
。
）
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
十

二
月
一
日
以
後
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
十
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

18
　
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
同
日
以
後
に

七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
六
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
同
日

以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

19
　
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
六
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に

達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

20
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
四
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
六
項
、
第
十
一
項
、
第
十
六
項

若
し
く
は
第
十
七
項
の
規
定
又
は
同
条
第
二
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
六
項
各
号
若
し
く
は
第
十
一
項
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定

し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の

者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
年
数
」

と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
分
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
六
百

分
の
二
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
七
十
三
万
三
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
五
十
五
万
二
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
七
十
三
万
三
千
六
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
五
十
五
万
二
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
四
十
四
万
二
百
円

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
六
万
六
千
八
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
四
十
七
万
六
千
八
百
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
十
二
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
二
十
一
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
十
二
万
円

６
　
前
条
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
四
第
五
項
各
号
の
一
」

と
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
四
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
四
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

12



７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
、
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規

定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲

げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
七
十
四
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
五
十
六
万
千
八
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
七
十
四
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
五
十
六
万
千
八
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
四
十
四
万
九
千
四
百
円

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
七
万
四
千
五
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
四
十
八
万
七
千
円

８
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
に
関
し
一
定
の
年
齢
以
上
の
者
に
つ
い
て
特
別
の
定
め
を
し
て
い
る
も
の
（
以
下

「
年
齢
特
例
規
定
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
が
、
当
該
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
た
と
き
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
当
該
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
一
定
の
年
齢
以
上
の
者
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
、
当
該
年
齢
特
例
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
年
齢
特
例
規
定
に
よ
り
そ
の
年
金
の
額
を
改
定
す
べ
き
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
年
金
の
額

を
改
定
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
五
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
九
項
の
規
定

又
は
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た

も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以

上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の

年
数
」
と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
分
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
六
百

分
の
二
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
七
十
九
万
二
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
五
十
九
万
二
千
七
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
七
十
九
万
二
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
五
十
九
万
二
千
七
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
四
十
七
万
四
千
百
円

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
九
万
五
千
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
五
十
一
万
三
千
八
百
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
以
後
、
前
各
項
の
規
定

に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
十
二
万
円

13



二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
二
十
一
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
十
二
万
円

６
　
第
一
条
の
十
三
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
五
第
五
項
各

号
の
一
」
と
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
五
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
五
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
き
、
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ

り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
五
十
二
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
五
十
二
万
円
に
改
定
す
る
。

８
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
前
条
第
九
項
の
規
定
は
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

11
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
さ
れ
た
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
で
、
そ
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
十
四
万
六

千
八
百
七
十
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
分
ま
で
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
と
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
年
金
額
と

の
差
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
を
停
止
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
六
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
九

項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
四
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を

適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以

上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の

年
数
」
と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
分
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
六
百

分
の
二
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
八
十
万
六
千
八
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
六
十
万
五
千
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
八
十
万
六
千
八
百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
六
十
万
五
千
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
四
十
八
万
四
千
百
円

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
四
十
万
三
千
四
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
五
十
三
万
九
百
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
以
後
、
前
各
項
の
規
定

に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
十
二
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
二
十
一
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
十
二
万
円

６
　
第
一
条
の
十
三
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
六
第
五
項
各

号
の
一
」
と
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
六
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
六
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
き
、
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ

り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
五
十
三
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
五
十
三
万
三
千
五
百
円
に
改
定
す
る
。
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８
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
一
条
の
十
七
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
、
第
七
項
若
し
く
は
第
九
項

の
規
定
又
は
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
四
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
二
十
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適

用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以

上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
年
数
か
ら
最
短
年
金
年
限
の
年
数
を
控
除
し
た
年
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の

年
数
」
と
い
う
。
）
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
控
除
後
の
年
数
一
年
に
つ
き
前
項
の
規
定
に
よ
り
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
額
の
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
三
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す

る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
三
百
分
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
六
百
分
の
一
（
控
除
後
の
年
数
の
う
ち
十
三
年
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
に
つ
い
て
は
、
六
百
分
の
二
）
」
と
あ
る
の
は
「
六
百

分
の
二
」
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
に
係
る
年
金
　
八
十
三
万
五
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
年
金
　
六
十
二
万
六
千
三
百
円

二
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
八
十
三
万
五
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
六
十
二
万
六
千
三
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
六
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
五
十
万
千
円

ニ
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
四
十
一
万
七
千
五
百
円

三
　
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
　
五
十
五
万
二
千
二
百
円

５
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
前
各
項
の
規
定
に

よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
九
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
十
二
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
二
十
一
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
十
二
万
円

６
　
第
一
条
の
十
三
第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
七
第
五
項
各

号
の
一
」
と
、
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
七
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条
の
十
七
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
き
、
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ

り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
五
十
六
万
五
千
九
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
五
十
六
万
五
千
九
百
円
に
改
定
す
る
。

８
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
二
年
度
及
び
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
　
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
、
公
務
に
よ
る
傷
病
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
（
以
下
「
公
務
傷
病
年
金
」
と
い
う
。
）
、
公
務
に
よ
る
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
（
以
下

「
殉
職
年
金
」
と
い
う
。
）
又
は
公
務
に
よ
る
傷
病
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
公
務
に
よ
ら
な
い
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
（
以
下
「
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十

二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
同
法
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
又
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
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法
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
陸
軍
共
済
組
合
、
特
別
措
置
法
第
一
条
に
規
定
す
る
共
済
協
会
又
は
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
外

地
関
係
共
済
組
合
が
支
給
し
た
年
金
の
算
定
の
例
（
そ
の
算
定
の
際
俸
給
月
額
に
乗
ず
べ
き
月
数
は
、
公
務
傷
病
年
金
及
び
公
務
傷
病
遺
族
年
金
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
月
数
に
よ
る
も
の

と
し
、
殉
職
年
金
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
仮
定
俸
給
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
二
箇
月
に
乗
じ
た
月
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
（
次
項
又
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
次
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
又
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の

は
、
「
別
表
第
三
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
又
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和

四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
四
万
三
千
円
を
、
三
級
か
ら
六
級
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
七
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
加
算
し
た
額
と
す
る
。
）

二
　
殉
職
年
金
　
十
万
二
千
円
（
七
十
歳
以
上
の
場
合
に
は
十
一
万
九
千
円
と
し
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
場
合
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
の
場
合
に
は
十
一
万
千
円
と
す
る
。
）

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
六
に
相
当
す
る
金
額

４
　
第
二
項
又
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
し
た
前
項
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
額
が
、
同
項
第
一
号
中
「
別
表
第
四
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
四
の
二
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「
十
万
二
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
万
千
円
」
と
、
「
十
一
万
九
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
二
万
五
千
五
百
円
」
と
、
「
十
一
万
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
万
九
千
円
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満

た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
そ
の
読
み
替
え
ら
れ
た
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

５
　
殉
職
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
遺
族
（
夫
、
子
、
父
、
母
、
孫
、
祖
父
、
祖
母
又
は
同
条
に
規
定
す

る
入
夫
婚
姻
に
よ
る
妻
の
父
若
し
く
は
母
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
の
条
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
第
二
条
の
十
七
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
第
三
項
第
二
号
又
は
前
項

に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
に
次
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
が
一
人
で
あ
る
場
合
　
五
千
円

二
　
扶
養
遺
族
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
　
七
千
円

６
　
第
一
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
二
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
四
項
又
は
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を

改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
三
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
三
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
万
六
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
十
三
万
五
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
六
に
相
当
す
る
金
額

３
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
夫
、
子
、
父
、
母
、
孫
、
祖
父
又
は
祖
母
に
あ
つ
て
は
、
同
項
各
号
の
条
件
に
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
第
二
条
の
十
七
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
万
二
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き

四
千
八
百
円
（
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
、
七
千
二
百
円
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
殉
職
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
次
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
が
一
人
で
あ
る
場
合
　
七
千
円

二
　
扶
養
遺
族
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
　
一
万
千
円

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
三
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
三
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
の
規
定
又
は
同
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別

表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
四
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
四
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
万
六
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
十
五
万
七
千
円
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三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
四
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
の
規
定
又
は
同
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
五
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
年
金
で
、
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て

い
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
五
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
万
六
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
十
六
万
三
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

５
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
し
た
前
項
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
額
が
、
同
項
第
一
号
中
「
別
表
第
四
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
四
の
六
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
十
六
万
三
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
十
七
万
三
千
七
百
円
」
と

読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
そ
の
読
み
替
え
ら
れ
た
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

６
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
五
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
五
項
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
若
し
く
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替

え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い

て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に

改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
七
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
万
六
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
二
十
一
万
七
千
六
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

３
　
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
年
金
の
額
が
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
一
万
七
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
十
四
万
円
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
そ
の
読
み
替
え
ら
れ
た
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
一
万
二
千
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
万
四
百
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
六
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
の

金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の

八
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年

金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
八
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
二
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
二
十
九
万
六
千
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
額
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４
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
二
万
八
千
八
百
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
四
千

八
百
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
は
、
一
人
に
つ
き
九
千
六
百
円
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
殉
職
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
次
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
が
一
人
で
あ
る
場
合
　
九
千
六
百
円

二
　
扶
養
遺
族
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
　
一
万
四
千
四
百
円

６
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
場
合
（
殉

職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
七
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定
若
し
く
は
同
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
若
し
く
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
一
条
の
六
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸

給
又
は
同
項
の
規
定
及
び
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
六
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表

第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
九
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年

金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
九
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
二
千
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
三
十
六
万
六
千
六
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

４
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
四
万
二
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
四
千
八
百

円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
は
、
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
殉
職
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
次
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
が
一
人
で
あ
る
場
合
　
一
万
二
千
円

二
　
扶
養
遺
族
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
　
一
万
八
千
円

６
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
一
条
の
七
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉

職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
八
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定
又
は
同
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の

改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
け
る
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る

別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
一
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

３
　
第
一
条
の
八
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受

け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で

あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第

四
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
又
は
前
項
（
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ

の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
四
十
七
万
四
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

５
　
第
二
項
又
は
第
三
項
（
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
年
金
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
を
含
む
。
）
の
額
が
、
同
項
第
一
号
中
「
別
表
第
四
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
別

表
第
四
の
十
一
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
四
十
七
万
四
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
十
万
六
千
円
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
そ
の
読
み

替
え
ら
れ
た
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
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６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
四
項
第
一
号
又
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
に
、
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
六
万
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶

養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
四
千
八
百
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
一
万
八
千
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
四
万
二
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
第

四
項
第
一
号
又
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
四
項
第
二
号
又
は
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
に
次
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
第
四
項
第
二
号
又
は
第
五
項
に
お
い
て
読

み
替
え
ら
れ
た
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
が
一
人
で
あ
る
場
合
　
一
万
八
千
円

二
　
扶
養
遺
族
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
　
二
万
七
千
円

８
　
第
一
条
の
八
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く

。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替

え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
の
八
第
六
項
の
規
定
は
、
第
三
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

六
項
中
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
九
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た

同
条
第
四
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
九
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年

金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に

つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年

金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
二
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
五
十
六
万
四
千
二
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
四
十
二
万
三
千
二
百
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算

定
額
」
と
い
う
。
）
に
二
万
四
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
万
六
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年
金

の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
そ
の
者
の
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
六
十
万
二
百
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
四
十
五
万
九
千
二
百
円

５
　
前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
こ
れ
ら
の
年
金
に
係
る
当
該
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
に
つ
い
て
恩
給
法
に
よ
る
扶
助
料
若
し
く
は
こ

れ
に
類
す
る
年
金
た
る
給
付
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
に
類
す
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
場
合
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
間
は
、
適
用
し
な
い
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
七
万
二
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
四
千
八

百
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
四
千
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
四
万
八
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
四
千
八
百
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
四
千
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
第
一
条
の
九
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
の
九
第
九
項
の
規
定
は
、
第
二
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

19



（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に

そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年

金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に

つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年

金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
三
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
六
十
万
三
千
七
百
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
四
十
五
万
二
千
八
百
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算

定
額
」
と
い
う
。
）
に
二
万
四
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
万
六
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年
金

の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
六
十
三
万
九
千
七
百
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
四
十
八
万
八
千
八
百
円

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
八
万
四
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万
二

千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
六
千
四
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
五
万
四
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
六
千
四
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
第
一
条
の
十
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
の
十
第
九
項
の
規
定
は
、
第
二
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
条
の
十
の
二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日
に
お
け
る
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
（
七
十
歳
以
上
の
者
が
受
け
る
年
金
又
は
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
に
つ

い
て
は
、
第
二
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
六
第
二
項
の
規
定
又
は
第
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
同
日
に
お
い

て
受
け
る
こ
と
と
な
る
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
仮
定
俸
給
」
と
い
う
。
）
が
三
十
万
百
三
十
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第

三
の
十
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一
　
そ
の
退
職
（
在
職
中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
年
を
経
過
す
る
日
が
昭
和
五
十
二
年
七
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
者
に
係
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

イ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
八
万
三
千
百
五
十
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
三
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ロ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
九
万
四
千
八
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
二
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ハ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
三
十
万
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

二
　
前
号
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

イ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
八
万
三
千
百
五
十
円
以
下
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
二
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給

ロ
　
当
該
年
金
に
係
る
旧
仮
定
俸
給
が
二
十
九
万
四
千
八
百
三
十
円
で
あ
る
場
合
　
当
該
年
金
に
係
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
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２
　
第
一
条
の
十
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に

相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た

額
）
又
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
四
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
六
十
九
万
六
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
五
十
二
万
二
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
二
万
四
千
円
（
扶
養
遺
族
一

人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
万
六
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。

５
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
八
万
四
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万
二

千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
六
千
四
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
五
万
四
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
六
千
四
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
第
一
条
の
十
の
二
第
十
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え

て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
の
十
の
二
第
十
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
金
に
係
る
組
合
員
の
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
五
年
を
経
過
す
る
日
が
昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
以
後
に
到
来
す
る
と
き
は
、
そ
の
経
過
す
る

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

11
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
一
　
第
二
条
の
十
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項

の
規
定
又
は
第
二
条
の
十
第
十
項
若
し
く
は
前
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
二
条

の
十
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
四
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短

年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合

に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族

年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
五
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
七
十
四
万
六
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
五
十
五
万
九
千
五
百
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
二
万
四
千
円
（
扶
養
遺
族
一

人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
万
六
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。

５
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
九
万
六
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万
二

千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
七
千
六
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
六
万
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。
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７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
万
七
千
六
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
第
一
条
の
十
一
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み

替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
の
十
一
第
十
項
の
規
定
は
、
第
二
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
若
し
く
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
条
の
十
一
の
二
　
第
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す

る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
条
の
十
一
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
六
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
八
十
万
四
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
六
十
万
三
千
円

３
　
前
条
又
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
同
条
第
一
項
又
は
前
二
項

の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算
定
額
」
と
い
う
。
）
に
三
万
六
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
四
万
八
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
万
二
千
円
）
を
加

え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年
金
の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額

か
ら
そ
の
者
に
係
る
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
八
十
五
万
二
千
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
六
十
五
万
千
円

４
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
中
「
第

三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
条
の
十
一
の
二
第
二
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
　
前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
一
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
、
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
」
と
、
「
第
三
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」

と
、
「
第
三
項
第
二
号
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
第
一
条
の
十
一
の
二
第
六
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受

け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
十
一
の
二
第
六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年

金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
を
「
第
二
条
の
十
一
第
一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
二
　
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
二
項
の
規
定
又
は
第

二
条
の
十
一
第
十
項
若
し
く
は
前
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
十
一
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た

額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
五
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短

年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
七
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
八
十
三
万
六
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
六
十
二
万
七
千
円
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４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算

定
額
」
と
い
う
。
）
に
三
万
六
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
四
万
八
千
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
万
二
千
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

年
金
の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
八
十
八
万
四
千
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
六
十
七
万
五
千
円

５
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
万
八
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万
二

千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
三
万
二
千
四
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
六
万
六
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
三
万
二
千
四
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
第
一
条
の
十
二
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は

孫
が
同
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉

職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
条
の
十
二
の
二
　
第
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す

る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
八
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
九
十
一
万
八
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
七
十
万
九
千
円

３
　
前
条
又
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
四
年
六
月
分
以
後
、
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算
定
額
」
と
い
う
。
）
に
四
万
八
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
八
万
四

千
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年
金
の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
九
十
九
万
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
七
十
八
万
千
円

４
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
中
「
第

三
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
条
の
十
二
の
二
第
二
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
　
前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
二
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」
と
、
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三
項
」
と
、
「
第
三
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」

と
、
「
第
三
項
第
二
号
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
二
号
又
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
第
一
条
の
十
二
の
二
第
六
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
条
の
十
二
の
二
第
六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
を
「
第
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務

傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
三
　
第
二
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
二
項
の
規
定
又
は
第

二
条
の
十
二
第
九
項
若
し
く
は
前
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
十
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た

額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別
表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
第
一
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短

年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は

孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規

定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
十
九
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
九
十
五
万
三
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
七
十
三
万
六
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算

定
額
」
と
い
う
。
）
に
四
万
八
千
円
（
扶
養
遺
族
一
人
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
六
万
円
、
扶
養
遺
族
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
八
万
四
千
円
）
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
年

金
の
額
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
算
定
額
に
加
え
る
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
算
定
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一
　
殉
職
年
金
　
百
二
万
五
千
円

二
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
八
十
万
八
千
円

５
　
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
二
万
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万
二
千

円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
三
万
六
千
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
七
万
八
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適

用
す
る
。

７
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
三
万
六
千
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

８
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
三
万
八
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
八
十
万
四
千
円

９
　
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
額
に
九
万
六
千
円
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

10
　
第
六
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
八
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
中
「
第
三
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
八
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11
　
第
七
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
八
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

七
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
第
二
号
」
と
、
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
項
」
と
、
「
第
三
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

12
　
第
一
条
の
十
三
第
十
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、

子
又
は
孫
が
同
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
又
は
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
六
月
一
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又

は
孫
が
同
日
以
後
に
七
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の

を
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

13
　
第
一
条
の
十
三
第
十
九
項
の
規
定
は
、
第
二
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
又
は
第

八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
六
月
一
日
以
後
に
八
十
歳
に
達
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
を

「
第
二
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

14
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
四
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
八
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場

合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別

表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
第
一
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年

金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
同

条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る

年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
一
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
及
び
同
年
五
月
分
に
つ
い
て
は
、

十
八
万
円
）
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
八
万
八
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
八
十
四
万
三
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
九
万
六
千
円
を
加
え
た
額
を

も
つ
て
、
当
該
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
三
万
二
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一
万

二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
二
千
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
九
万
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適

用
す
る
。

６
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
一

号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
額
）
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
項
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
二
千
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
六
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
二
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
十
四
万
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
八
十
八
万
五
千
円

８
　
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
五
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
第
三
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
六
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

六
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
第
二
号
」
と
、
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
項
」
と
、
「
第
三
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
五
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
七
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場

合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別

表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
八
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最

短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相

当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
三
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
二
十
万
三
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
九
十
三
万
四
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
九
万
六
千
円
を
加
え
た
額
を

も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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５
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
、
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
四
万
四
千
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
一

万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
二
千
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
九
万
六
千
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

６
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加

え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
二
千
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
四
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
二
十
二
万
四
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
九
十
五
万
千
円

８
　
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
五
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
第
三
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
六
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
六
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
七
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場

合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別

表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
十
九
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最

短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相

当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
五
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
二
十
五
万
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
九
十
七
万
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
九
万
六
千
円
を
加
え
た
額
を

も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
、
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
四
万
七
千
六
百
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ

き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
五
千
六
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
九
万
九
千
六
百
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し

て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加

え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
四
万
五
千
六
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
六
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
二
十
七
万
四
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
九
十
九
万
円

８
　
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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９
　
第
五
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
第
三
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
六
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
公
務
傷
病
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
二
条
の
十
七
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
七
項
の
規
定
又
は
同
条
第
十
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合

に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
二
十
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
別

表
第
三
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
三
の
二
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最

短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
る
者
が
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
殉
職
年
金
若
し
く
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
八
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相

当
す
る
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
七
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
三
十
一
万
九
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
百
二
万
五
千
円

４
　
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
う
ち
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
九
万
六
千
円
を
加
え
た
額
を

も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
条
の
九
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５
　
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
、
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
十
五
万
八
千
四
百
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ

き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
五
万
四
百
円
（
配
偶
者
で
あ
る
扶
養
親
族
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
限
り
十
万
六
千
八
百
円
）
）
を
加
え
た
額
を
同
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、

同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６
　
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
扶
養
遺
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
加

え
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
扶
養
遺
族
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
五
万
四
百
円
）

二
　
前
号
に
掲
げ
る
金
額
の
十
分
の
七
・
五
に
相
当
す
る
金
額

７
　
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
そ
の
額
が
改
定
さ
れ
た
年
金
の
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該

年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
年
金
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。

一
　
公
務
傷
病
年
金
　
別
表
第
四
の
二
十
八
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
対
応
す
る
年
金
額
（
障
害
の
等
級
が
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
円
を
加
え
た
額
）

二
　
殉
職
年
金
　
百
三
十
四
万
四
千
円

三
　
公
務
傷
病
遺
族
年
金
　
百
四
万
五
千
円

８
　
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９
　
第
五
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
親
族
を
有
す
る
も
の
の
当
該
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
第
三
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
六
項
の
規
定
は
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
扶
養
遺
族
を
有
す
る
も
の
の
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
に
つ
き
第
七
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
項
中
「
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

11
　
第
一
条
の
十
四
第
九
項
の
規
定
は
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
、
前
各
項
の
規
定
の
う
ち
年
齢
特
例
規
定
に
規
定
す
る
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
二
年
度
及
び
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
　
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
公
共
企
業
体
等
の
組
合
（
新
法
第
百
十
六
条
第
五

項
に
規
定
す
る
公
共
企
業
体
等
の
組
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
組
合
（
以
下
「
国
の
組
合
」
と
い
う
。
）
が
支
給
す
る
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
旧
法
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

こ
れ
ら
の
年
金
と
み
な
さ
れ
た
年
金
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
同
法
別
表
第

一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
又
は
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額

に
改
定
す
る
。
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２
　
国
の
組
合
が
支
給
す
る
旧
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
う
ち
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
同
法
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
一
条
第
三
項
又
は
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
年
金
額
又
は
同
項
各
号
に
掲

げ
る
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
し
た
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
仮
定
俸
給
）
に
対
応
す
る
別

表
第
一
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
第
九
十
条
に
規
定
す
る
従
前
の
法
令
の
規
定
の
例
（
そ
の
算
定
の
際
俸
給
月
額
に
乗
ず
べ
き
月
数
は
、
殉
職
年
金
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
仮
定
俸
給
に
応
じ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
二
箇
月
に
乗
じ
た
月
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

３
　
第
一
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
二
　
第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
二
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
三
　
第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
三
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
四
　
第
一
条
の
四
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
四
第
一
項
、
第
四
項

及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

２
　
第
一
条
の
四
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
四
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の

年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

３
　
第
一
条
の
四
第
三
項
（
第
二
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
第
一
項
の
年
金
の
う
ち
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
年
金
で
、
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ

た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
旧
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
（
同
法
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年

金
と
み
な
さ
れ
た
年
金
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共
済
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
そ
の
旧
基
礎
俸
給
が
、
当
該
年
金
の
給
付
事
由
が
昭
和
二
十
二
年
六
月
三
十
日
に
生
じ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
基
礎
俸
給
に
相
当

す
る
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
の
生
じ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
旧
基
礎
俸
給
の

一
段
階
（
公
務
に
よ
る
傷
病
又
は
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
二
段
階
）
上
位
の
同
表
の
旧
基
礎
俸
給
を
こ
え
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
段
階
上
位
の
旧
基
礎
俸

給
（
公
務
に
よ
る
傷
病
又
は
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
二
段
階
上
位
の
旧
基
礎
俸
給
）
を
当
該
年
金
の
旧
基
礎
俸
給
と
み
な
す
。

５
　
前
項
に
規
定
す
る
共
済
年
金
に
対
す
る
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
四
第
二
項
又
は
第
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定

俸
給
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
上
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
済
年
金
の
旧
基
礎
俸
給
と
み
な
さ
れ
た
上
位
の
旧
基
礎
俸
給
に
基
づ
き
そ
の
額
を
算
定
し
た
共
済
年
金
に
つ

い
て
共
済
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
令
の
規
定
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
の
生
じ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
九

号
）
第
一
条
第
四
項
の
規
定
を
除
く
。
）
を
適
用
し
た
と
し
た
場
合
に
受
け
る
べ
き
共
済
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
俸
給
」
と
す
る
。

６
　
前
三
項
の
規
定
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
共
済
年
金
の
う
ち
、
前
三
項
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
が
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
と
な
る
べ
き
額
に
達
し
な
い
共
済
年
金
に
つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
五
　
第
一
条
の
五
の
規
定
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
五
の
規
定
は
、
前
条
第
二
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
六
　
第
一
条
の
六
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
六
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
七
　
第
一
条
の
七
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
七
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
八
　
第
一
条
の
八
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
八
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
九
　
第
一
条
の
九
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
九
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
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（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
　
第
一
条
の
十
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
三
条
の
十
の
二
　
第
一
条
の
十
の
二
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
の
二
の
規
定
は
、
前
条
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
十
の
二
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

「
年
金
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
年
金
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
年
金
」
と
、
「
三
十
万
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
八
万
三
千
百

五
十
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
旧
法
の
規
定
を
適
用

し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
も
の
と
し
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
旧
仮
定
俸
給
が
三
十
万
百
三

十
円
」
と
、
第
二
条
の
十
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
年
金
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
年
金
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
年

金
」
と
、
「
三
十
万
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
八
万
三
千
百
五
十
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
一

段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
を
俸
給
と
み
な
し
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
も
の
と
し
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る

そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
旧
仮
定
俸
給
が
三
十
万
百
三
十
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
一
　
第
一
条
の
十
一
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
一
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
三
条
の
十
一
の
二
　
第
一
条
の
十
一
の
二
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
一
の
二
の
規
定
は
、
前

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
二
　
第
一
条
の
十
二
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
二
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
三
条
の
十
二
の
二
　
第
一
条
の
十
二
の
二
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
二
の
二
の
規
定
は
、
前

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
三
　
第
一
条
の
十
三
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
三
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
四
　
第
一
条
の
十
四
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
四
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
五
　
第
一
条
の
十
五
の
規
定
は
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
及
び
当
該
改
定
に
係
る
年
金
の
支
給
の
停
止
に
つ
い
て
、
第
二

条
の
十
五
の
規
定
は
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
六
　
第
一
条
の
十
六
の
規
定
は
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
六
の
規
定
は
前
条
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
六
の
規
定
は
公
共
企
業
体
等
の
組
合
が
支
給
す
る
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
旧
法
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
年
金
と
み
な
さ
れ
た
年
金
を
含
む
。
次
条
第
二
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
六
の
規
定
は
公
共
企
業
体
等
の
組
合
が
支
給
す
る
旧
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
う
ち
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
（
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
十
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
係
る
部
分
並
び
に
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十
六
第
一
項
及
び
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
国
鉄
共
済
組
合
（
新

法
附
則
第
十
三
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
国
鉄
共
済
組
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
旧
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
三
条
の
十
七
　
第
一
条
の
十
七
の
規
定
は
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
七
の
規
定
は
前
条
第
一
項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

２
　
第
一
条
の
十
七
の
規
定
は
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
十
七
の
規
定
は
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
年
金
（
旧
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
う
ち
、
公
務
傷
病
年
金
、
殉
職
年
金
又
は
公
務
傷
病
遺
族
年
金
に
限
る
。
）
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
（
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
十
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
係
る
部
分
並
び
に
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
国
鉄
共
済
組
合
が
支

給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

29



（
昭
和
四
十
二
年
度
及
び
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
　
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
（
在
職
中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
組
合
員
（
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に

係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
施
行
法
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
年
金
と
み
な
さ
れ
る
年
金
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
（
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一

日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二

条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額

に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
で
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八

十
三
号
」
と
い
う
。
）
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
を
い
う
。

三
　
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
で
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
の
額

の
十
二
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
い
う
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
一
・
一
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
二
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
仮
定
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
額
で
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
「
額
で
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
年
金
を
受
け
る
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
の
額
の
う
ち
、
施
行
法
第
十
一

条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
期
間
と
し
て
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
係
る
額
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
か
ら
昭
和
四
十
三
年
九
月
分
ま
で
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
仮
定
恩
給
法

の
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
に
、
そ
の
額
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
別
表
第
四
か
ら
附
則
別
表
第
六
ま
で
の
第
一
欄
に
掲

げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
」
と
、
「
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
、
そ
の
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
す
る
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
）
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
」
と
し
、
同
年
十
月
分
か
ら
昭
和
四
十
四
年
九
月
分
ま
で

に
つ
い
て
は
、
前
項
に
お
い
て
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
で
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
に
、
そ
の
額
に
そ

れ
ぞ
れ
対
応
す
る
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
別
表
第
四
か
ら
附
則
別
表
第
六
ま
で
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
表
の
第
二
欄
に
掲

げ
る
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
」
と
、
「
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
で
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
に
、
そ
の
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
別
表
第
二
の

二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
）
の
十
二
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

５
　
衛
視
等
（
新
法
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
衛
視
等
を
い
い
、
施
行
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
衛
視
等
で
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法

の
退
職
（
衛
視
等
で
な
く
な
る
こ
と
を
含
む
。
第
五
条
第
三
項
、
第
五
条
の
五
第
三
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
条
の
二
第
十
一
項
、
第
十
条
の
三
第
二
項
、

第
十
条
の
四
第
二
項
、
第
十
条
の
五
第
二
項
、
第
十
条
の
六
第
四
項
、
第
十
条
の
七
第
三
項
及
び
第
十
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
も
の
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六

又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
施
行
法
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
年
金
と
み
な
さ
れ
る
年
金
を
含
む
。
第
五
条
第
三
項
、
第
五
条
の
五
第
三
項
、
第
六
条
第
二
項
、

第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
条
の
二
第
十
一
項
、
第
十
条
の
三
第
二
項
、
第
十
条
の
四
第
二
項
、
第
十
条
の
五
第
二
項
、
第
十
条
の
六
第
四
項
、
第
十
条
の
七
第
三
項
及
び
第
十
条

の
九
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
衛
視
等
の
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二

第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
又
は
同
項
第
十
七
号
の
二
に
規
定
す
る
衛
視
等
の
俸
給
年
額
又
は
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
衛
視
等
の
新
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
四
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。

二
　
仮
定
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
四
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
で
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
附
則
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
を
い
う
。

６
　
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
二
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
一
・
一
」

と
あ
る
の
は
「
一
・
四
四
八
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
仮
定
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
額
で
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ

る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
で
、
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
「
額
で
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
で
、
別
表
第
一
の
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す

る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
第
六
項
及
び
第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
さ
れ
た
年
金
の
う
ち
、
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
妻
、
子
又
は
孫
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
で
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
分
（
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
者
が
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
分
）
ま
で
は
、
改
定
年
金
額
の
う
ち
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
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恩
給
公
務
員
期
間
又
は
旧
長
期
組
合
員
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
従
前
の
年
金
額
の
う
ち
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
公
務
員
期
間
又
は
旧
長
期
組
合
員
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
の
差
額
の
三
分
の
一
に
相
当

す
る
金
額
の
支
給
を
停
止
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
三
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
一
・
一
」

と
あ
る
の
は
「
一
・
五
七
四
七
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
仮
定
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
年
額
で
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
九
十
九
号
）
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
で
第
四
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
別
表
第
一
の
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
一
条
第
六
項
並
び
に
第
一
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
四
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
一
・
一
」

と
あ
る
の
は
「
一
・
六
〇
七
三
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
仮
定
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
年
額
で
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

六
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
一
号
」
と
い
う
。
）
附
則
別
表
第
一
、
附
則
別
表
第
三
又
は
附
則
別
表
第
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
」
と
、

同
項
第
三
号
中
「
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
で
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
別
表
第
一
の
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
一
号
中
「
一
・
一
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
七
四
二
三
」
と
、

同
項
第
二
号
中
「
仮
定
俸
給
年
額
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
年
額
で
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
一
号
附
則
別
表
第
二
、
附
則
別
表
第
四
又
は
附
則
別
表
第
六

の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
仮
定
俸
給
」
と
あ
る
の
は
「
仮
定
俸
給
で
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
も
の
の
額
で
別
表
第

一
の
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
五
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給

法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
一
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の

規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
中
「
最
短
年
金
年
限
」
と
あ
る
の
は
、
「
最
短
年
金
年
限
（
組
合
員
で
あ
る
間
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
給
付
事
由
が
生
じ
た
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
十
年
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
六
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若

し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
二
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
二
百
六
十
四
万
円
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
二
百
六
十
四

万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
当
該
退
職
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
（
組
合
員
で
あ
る
間
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
給
付
事
由
が

生
じ
た
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
十
年
）
に
達
し
て
い
る
年
金
に
限
る
。
）
で
七
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
年
金
を
受
け
る
七
十
歳
未
満
の
妻
、
子
若
し
く
は
孫
に
係
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
み
な
さ
れ
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
み
な
さ
れ
た
額
に
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
を
参
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
を
加
え
た
額
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
及
び
第
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
七
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若

し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
（
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
が
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
（
以
下
「
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
」
と
い
う
。
）
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と

し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
俸
給
年
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
年
額
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
及
び
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
仮
定
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新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
）
に
一
・
二
三
八
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
二
百
九
十
四
万
円
を
超
え

る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
二
百
九
十
四
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定

に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
八
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し

く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
三
百
七
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
三
百
七
十
二
万

円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
中
「
一
・
二
九
三
」
と
あ
る
の
を
「
一
・
三
八
一
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

３
　
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
九
　
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
第
四
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、

同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
（
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
新
法
第
八
十
八
条
の
五
（
施
行
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
条
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲

げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
退
職
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
（
退
職
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
五
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
一
万
二
千
五
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
七
万
五
千
円

二
　
障
害
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
五
万
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
一
万
二
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
七
万
五
千
円

三
　
遺
族
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
七
万
五
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
万
六
千
三
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
三
万
七
千
五
百
円

３
　
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺
族
年
金

の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
当
該
遺
族
年
金
に
係
る
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
に
つ
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
扶
助
料
、
旧
法
に
よ
る
遺
族
年
金
そ
の
他
の
年
金
た
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
場
合
で
あ
つ
て
政

令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

４
　
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
前
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
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５
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、

同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
前
各
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
四
条
の
十
　
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
第
四
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
（
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
新
法
第
八
十
八
条
の
五
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
条
の
規
定
に

よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条

第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
退
職
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

二
　
障
害
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
五
十
八
万
九
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
四
万
千
八
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
二
十
九
万
四
千
五
百
円

三
　
遺
族
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
九
万
四
千
五

百
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
妻
、
子
又
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
並
び
に

六
十
五
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
二
万
九
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
四
万
七
千
三
百
円

３
　
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺
族
年
金

の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

４
　
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
前
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
又
は
孫
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、

同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
、
新
法
第
八
十
八
条
の
五
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か

ら
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
第
一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
二
万
円

二
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）

　
二
十
四
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
十
六
万
円

７
　
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
前
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
項
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

六
項
」
と
、
「
前
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
（
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
が
昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き

は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。
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９
　
前
各
項
の
規
定
は
、
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
二
年
度
及
び
昭
和
四
十
三
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
五
条
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
項
、
次
条
第
一

項
、
第
五
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年

十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は

同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
（
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
前
に
退
職
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
の
規
定
と
し
、
同
日
以
後
昭
和
四
十
一
年
十
月

一
日
前
に
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
二
号
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
の
規
定
と
す
る
。
第
三
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
で
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
附
則
別
表
第
一
か
ら
附
則
別
表
第
三
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す

る
こ
れ
ら
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
を
い
う
。

三
　
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
で
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
の
額

の
十
二
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
い
う
。

２
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
で
昭
和
四
十
三
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は

遺
族
年
金
（
次
項
、
次
条
第
二
項
、
第
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
「
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
衛
視
等
の
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一

項
第
三
号
又
は
同
項
第
十
七
号
の
二
に
規
定
す
る
衛
視
等
の
俸
給
年
額
又
は
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
衛
視
等
の
新
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。

二
　
仮
定
衛
視
等
の
恩
給
法
の
俸
給
年
額
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
五
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
で
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
附
則
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
対
応
す
る
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
を
い
う
。

４
　
第
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
四
十
三
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
第
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
年
十
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
額
を
前
各
項
の
規

定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
二
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
で
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
三
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
で
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
三
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
昭
和
三
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
四
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
で
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し

た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
四
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
年
金
で
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
四
第
二
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以
後
の
衛
視
等
の
年

金
で
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
五
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、

障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
五
条
の
十
ま
で
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
額
に
改
定
す
る
。

一
　
前
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
四
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に

一
・
一
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

二
　
そ
の
新
法
の
退
職
を
し
た
日
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が

あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年

額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
別
表
第
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
法
の
退
職
を
し
た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
第
五
条

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額

２
　
第
四
条
の
五
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七

の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
か
ら
第
五
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い

て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
四
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
国
の
組
合
が
支
給
す
る
施
行
法
第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
沖
縄
の
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
以
下
「
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
」

と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
六
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
年
金
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
た
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
二
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給

年
額
に
係
る
も
の
が
二
百
六
十
四
万
円
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
二
百
六
十
四
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の

俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
四
条
の
六
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の

例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
七
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
（
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第

四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
年
金
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
年
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
年
額
を
基
礎
と
し
て
現

に
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
の
改
定
の
例
に
従
い
、
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
及
び
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該

仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
）
に
別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
法
の
退
職
を
し
た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
二
百
九

十
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
二
百
九
十
四
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な

し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定

の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
八
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
（
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四

十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
年
金
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
年
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
年
額
を
基
礎
と
し
て
昭
和

四
十
年
法
律
第
百
一
号
の
規
定
及
び
第
五
条
か
ら
第
五
条
の
六
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
を
算
定
し
、

そ
の
額
に
別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
法
の
退
職
を
し
た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
）
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
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定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
三
百
七
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
三
百
七
十
二
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く

は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
項
中
「
一
・
二
九
三
」
と
あ
る
の
を
「
別

表
第
七
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
法
の
退
職
を
し
た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

３
　
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以

前
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
同
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い

て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
九
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る

場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲

げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
六
十
五
万

二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮

定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
正
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の

例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
三
月
以
前
の
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
五
条
の
十
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定

す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た

額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
六
条
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年

金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号

又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
が
二
百
六
十
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
六
十
四
万
円
）
を
い
う
。

イ
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
　
そ
の
者
に
係
る
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の

法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
ロ
に
お
い
て
「
最
低
保
障
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
次
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の

俸
給
年
額
に
一
・
二
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
　
そ
の
者
に
係
る
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
最
低
保
障
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
一
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。

イ
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
　
そ
の
者
に
係
る
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
二
三
四

を
乗
じ
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
　
そ
の
者
に
係
る
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
一
〇
五

を
乗
じ
て
得
た
額
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２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の

規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て

現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
四
条
の
六
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
（
次
条
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
復
帰
前
の
沖
縄
の
年

金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
六
条
の
二
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給

年
額
（
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
年
金
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き

俸
給
年
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
年
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
条
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
）
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く

は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
一
五
三
（
政
令
で
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
率
を
加
え
た
率
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
二
百
九
十
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
二
百
九
十
四
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年

額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第

六
十
二
号
。
以
下
「
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
二
号
」
と
い
う
。
）
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
以
下
「
昭
和
四
十
八

年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
六
条
の
三
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
三
百
七
十
二
万
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
三
百
七
十
二
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若

し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
六
条
の
四
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
十
二
条
第

二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額

が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額

と
み
な
さ
れ
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
俸
給
年
額
若
し

く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
五
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
六
条
の
五
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
十
二

条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・

〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施

行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
七
条
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年

金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
か
ら
第
七
条
の
四
ま
で
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第

一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行

法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
の
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
（
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職
の
日

に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
年
金
た
る
給
付
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
年
額
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
俸
給
年
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
俸
給
年
額
）
に
一
・
一
五
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
額
が
二
百
九
十
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
九
十
四
万
円
）

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
一
五
三
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の

規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
か
ら
第
七
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て

現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
復
帰
前
の
沖
縄
の
年
金
及
び
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
同
月
十
五
日
か
ら
昭
和
四

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て

現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
七
条
の
二
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給

年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
が
三
百
七
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
俸
給
年
額
に
つ
い

て
は
、
三
百
七
十
二
万
円
）
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給

年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
七
条
の
三
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
十
二
条

第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の

額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年

額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
俸
給
年
額
若

し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
改
定
す
る
。
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（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
七
条
の
四
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
四
十
二

条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・

〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
昭
和
四
十
八
年
改
正
前
の
共
済
法
又
は
共
済
施

行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
八
条
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年

金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
、
第
八
条
の
三
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十

九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す

る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
の
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
三
百
七
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
三
百
七
十
二
万
円
）
を
い
う
。

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の

規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
及
び
第
八
条
の
三
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支

給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
一
条
の
八
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職

年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に

準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
八
条
の
二
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給

年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の

俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金

額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
八
条
の
三
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
八
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。
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（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
九
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
九
条
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
三
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年

金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分

以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第

十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
の
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

（
当
該
新
法
の
俸
給
年
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
い
う
。

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す

る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
い
う
。

２
　
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の

規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
第
四
条
の
九
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年

金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準

じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
九
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
九
条
の
二
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給

年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し

く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
衛
視
等
の
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
五
十
年
四
月
以
後
の
新
法
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
条
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
三
項
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年

金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の

額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
を
そ
れ
ぞ
れ
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し

く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
た
場
合
の
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
い
う
。

二
　
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
　
当
該
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
加
え
た
額
を
い
う
。

２
　
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
及
び
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま

で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
新
法
第
九
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
除
く
。
）

で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
十
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
で
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
も
の
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年

金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
前
各
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

改
定
す
る
。
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（
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
二
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
十
一
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺

族
年
金
（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し

く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
年
金
の
改
定
年
金
額
は
、
改
定
前
の

年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
組
合
員
期
間
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
も
の
と
し
、
当
該
年
金
の
給
付
事
由
が
生
じ
た
日
（
障
害
年
金
に
あ
つ
て
は
こ
れ
を
受
け
る
者
が
退
職
を
し
た
日
と
し
、
遺
族
年
金
に
あ
つ
て
は
こ
れ
を

受
け
る
者
に
係
る
組
合
員
が
退
職
を
し
た
日
と
す
る
。
）
以
後
に
そ
の
額
の
算
定
に
関
す
る
規
定
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
の
改
正
後
の
規
定
が
当
該
年
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
て
い
る
と
き
は
、
当
該

規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
給
付
事
由
が
生
じ
た
日
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
規
定
を
適
用
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
又
は
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
第
四
条
の
十
第
一
項
又
は
第
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
た
第
四
条
第
一
項
各
号
又
は
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
千
三
百

円
を
加
え
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
十
九
万
八
千
五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円

を
加
え
た
額
と
し
、
そ
の
加
え
た
額
の
う
ち
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
四
百
五
十
六
万
円
を
限
度
と
す
る
。
）

二
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
又
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
第
六
条
の
五
第
一
項
又
は
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法

の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
千
三
百
円
を
加
え
た
額
（
当
該
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
十
九
万

八
千
五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を
加
え
た
額
）

三
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
又
は
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
第
八
条
の
三
第
一
項
又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
つ
た
第
八
条
第
一
項
各
号
又
は
第
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
一
・
〇
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
千
三
百
円

を
加
え
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
十
九
万
八
千
五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を

加
え
た
額
）

四
　
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
同
項
各
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の

俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
〇
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
千
三
百
円
を
加
え
た
額
（
当
該
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
仮
定
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
仮
定
旧
法
の
俸
給
年
額
が
四
百
十
九
万
八
千
五
百

七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を
加
え
た
額
）

五
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律

の
規
定
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
一
・
〇
七
を
乗

じ
て
得
た
額
に
千
三
百
円
を
加
え
た
額
（
当
該
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
が
四
百
十
九
万
八
千
五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を
加
え
た
額
）

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
（
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
新
法
第
八
十
八
条
の
五
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
額
か
ら
同
条
の
規
定
に

よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条

第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
退
職
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
二
万
二
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
六
万
六
千
五
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
三
十
一
万
千
円

二
　
障
害
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
二
万
二
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
し
た
組
合
員
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年

金
　
四
十
六
万
六
千
五
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
一
万
千
円

三
　
遺
族
年
金
（
新
法
第
九
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
除
く
。
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
三
万

七
千
九
百
円

ロ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）

　
二
十
五
万
三
千
四
百
円

ハ
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
十
六
万
九
千
円
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ニ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も

の
　
三
十
一
万
千
円

ホ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
ニ
に
掲
げ
る

年
金
を
除
く
。
）
並
び
に
六
十
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
三

万
三
千
三
百
円

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
五
万
五
千
五
百
円

３
　
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺
族
年
金

の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
九
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
三
万
六
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
六
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
二
万
四
千
円

４
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以

後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

６
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

７
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
改
定
さ
れ
た
額
（
新
法
第
八
十
八
条
の
五
又
は
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
第
四
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
六
万
円

二
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）

　
二
十
七
万
円

三
　
六
十
歳
以
上
の
者
及
び
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
そ
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
十
八
万
円

８
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺
族

年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
の
九
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
一
人
を
有
す
る
場
合
　
四
万
八
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
二
人
以
上
を
有
す
る
場
合
　
七
万
二
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
三
万
六
千
円

９
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
う
ち
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
七
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
昭
和
五
十
三
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た

と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
者
を
第
八
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
て
、
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

11
　
前
各
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退

職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

12
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
新
法
第
九
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
除
く
。
）

で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

13
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

14
　
第
五
条
の
十
第
五
項
、
第
六
条
の
五
第
五
項
、
第
七
条
の
四
第
五
項
、
第
八
条
の
三
第
五
項
、
第
九
条
の
二
第
五
項
又
は
前
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
か
ら
第
十
項
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
三
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金

（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当

該
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十

九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
九
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
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の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
た
額
（
当
該
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧

法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
七
十
五
万
四
千
二
百
八
十
五
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
）

二
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
、
施
行
法
そ
の
他
の
法
律

の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に

規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
九
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
た
額
（
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
が
四
百
七
十
五
万
四
千
二
百
八
十
五
円
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
）

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職

年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
前
条
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
四
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金

（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当

該
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十

九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額

の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
退
職
を
し
た
日
に
お
け
る
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条

第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
掛
金
の
標
準
と
な
つ
た
俸
給
に
つ
い
て
新
法
第
百
条
第
三
項
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
金
額
に
政
令
で
定
め
る
金
額
を
加
え
た
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
の
う
ち
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第

十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
四
百
六
十
八
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
百
六
十
八
万
円
）

二
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
及
び
施
行
法
の
規
定
の
適

用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸

給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た

額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
の
う
ち
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
四
百
六
十
八
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
百
六
十
八
万
円
）

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職

年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
五
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金

（
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当

該
年
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十

九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年

額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
及
び
施
行
法
の
規
定
の
適

用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸

給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職

年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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４
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
六
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職

を
し
た
組
合
員
（
当
該
期
間
内
に
お
い
て
、
給
与
に
関
す
る
法
令
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
以
下
「
給
与
法
令
」
と
い
う
。
）
の
新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
係
る
昭
和
五
十

六
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
新
俸
給
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
な
い
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
俸
給
調
整
期
間
」
と
い

う
。
）
の
あ
る
管
理
職
員
等
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
管
理
職
員
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
を
い

う
。
）
に
該
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
俸
給
調
整
適
用
者
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
次
条
に
お
い
て

「
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額

又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十

九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年

額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
の
う
ち
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行

法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
万
円
）

二
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
年
金
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
新
法
及
び
施
行
法
の
規
定
の
適

用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す

る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ

て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
の
う
ち
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額

に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
万
円
）

三
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
新
俸
給
規

定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若

し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額

２
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
さ
れ
た
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
減
額
退
職
年
金
で
、
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す

る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
十
六
万
二
千
四
百
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
分
ま
で
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
と
前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も

の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
年
金
額
と
の
差
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
（
そ
の
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
年
金
額
と
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
）

の
支
給
を
停
止
す
る
。

一
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額

二
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新

法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
が
四
百
十
六
万
二
千
三
百
九
十
九
円
で
あ
る
と
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
改
定
後
の

年
金
額

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退

職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
七
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
更
新
組
合
員
（
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
更
新
組
合
員
を
い
い
、
施
行
法
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
及
び
施
行
法
第
四
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
恩
給
更
新
組
合
員
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退

職
を
し
た
更
新
組
合
員
（
昭
和
五
十
七
年
度
の
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
及
び
昭
和
五
十
六
年
度
の
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
に
引
き
続
く
期
間
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
、
新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規

定
す
る
俸
給
に
係
る
給
与
法
令
の
規
定
で
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
改
正
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
の
適
用
を
受
け
た
期
間
又
は
当
該
俸
給
に
係
る
給
与
法
令
の
規
定
で
同
年
度
に
お
け
る
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
の
当
該
改
正
前

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
同
年
度
内
の
期
間
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
昭
和
五
十
六
年
度
内
の
期
間
で
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
条
の
九
、
第
十
五
条
の
七
及
び
第
十
五
条
の
九
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
七
年
度

国
の
俸
給
調
整
期
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
条
の
九
、
第
十
五
条
の
七
及
び
第
十
五
条
の
九
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
」
と
い
う
。
）
に
限
る
も
の
と
し
、
第
三
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
分
以
後
、
そ

の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み

な
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九

号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
を
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
同
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算

定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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一
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る

恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保

障
に
関
す
る
新
法
及
び
施
行
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八

号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

三
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第
一
項

第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八

号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額

２
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合

員
（
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
も
の
と
し
、
次
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三

十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項

又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
更
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と

み
な
さ
れ
た
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
同
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
又
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
第
十
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九

号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に

応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
新
法
第

四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

三
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第
一
項

第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条

第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
又
は
新
法
の
俸
給
年
額

３
　
第
一
項
の
規
定
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
施
行
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
恩
給
更
新
組
合
員
（
施
行
法
第
四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
る
衛
視
等
に
係
る
新
法
附

則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
こ
れ
ら
の
年
金
で
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
は
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
項
の
規
定
は
当
該
年
金
で
同
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
は
公
共
企
業
体
等
の
組
合
が
支
給
す
る
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日

に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
二
項
の
規
定
は
こ
れ
ら
の
年
金
で
同
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

６
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
移
行
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
八
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
（
施
行
法
第
五
十
一
条
の
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
（
同
条
第
二
号
に
規
定

す
る
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
（
昭
和
五
十
七
年
度
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員

で
あ
つ
た
期
間
及
び
昭
和
五
十
六
年
度
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
（
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
に
引
き
続
く
期
間
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
、
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
係
る
給
与
準
則
（
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
日
本
専
売
公
社
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
五
号
）
第
四
十
三
条
の
二
十
二
、
日
本
国
有
鉄
道
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
百
五
十
六
号
）
第
四
十
四
条
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
附
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
日
本
電
信
電
話
公
社
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
五
十
号
）
第
七
十
二
条

に
規
定
す
る
給
与
準
則
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
で
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
改
正
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
の
適
用
を
受
け
た
期
間
又
は
当
該
俸
給
に
係
る
給
与
準
則
の
規
定
で
同
年
度
に
お
け
る
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の

の
当
該
改
正
前
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
同
年
度
内
の
期
間
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
昭
和
五
十
六
年
度
内
の
期
間
で
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
条
の
十
、
第
十
五
条
の
八
及
び
第
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「
昭

和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
条
の
十
、
第
十
五
条
の
八
及
び
第
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
国

家
公
務
員
及
び
公
共
企
業
体
職
員
に
係
る
共
済
組
合
制
度
の
統
合
等
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
統
合
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
八
条
第
二

項
、
第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
行
退
職
年
金
、
移
行
減
額
退
職
年
金
、
移
行
障
害
年
金
又
は
移
行
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
と
み
な
し
、
統
合
法
附
則
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
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一
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
又
は
従
前
額
保
障
に
関
す
る
統
合
法
附
則
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二

条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
旧

公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定

す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額

２
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
国
鉄
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
新
法
に
よ
る
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
九
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
次
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を

し
た
組
合
員
（
昭
和
五
十
八
年
度
の
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
及
び
昭
和
五
十
七
年
度
の
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
に
引
き
続
く
期
間
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
、
新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸

給
に
係
る
給
与
法
令
の
規
定
の
う
ち
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
昭
和
五
十
八
年
度
内
の
期
間
又
は
当
該
俸
給
に
係
る
給
与
法
令
の
規
定
の
う
ち
同
法
以

外
の
も
の
の
規
定
で
同
年
度
に
お
け
る
改
正
が
同
法
の
改
正
に
準
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
の
適
用
を
受
け
た
同
年
度
内
の
期
間
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
昭
和
五
十
七
年
度
内
の
期
間
で
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

十
五
条
の
九
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
の
九
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
」
と
い
う
。
）
に
限
る
も
の
と
し
、
次
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以

後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第

十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
新
法
又
は
施
行
法
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十

条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
第
十
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項

若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が

別
表
第
十
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
の
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
、
又
は
当
該
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
以
外
の
期
間
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五

十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号

若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
（
当
該
俸
給
年
額
又
は
当
該
新
法
の
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
十
万
円
を
超
え

る
場
合
に
は
、
五
百
四
十
万
円
）

三
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第
一
項

第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
施
行
法
第

二
条
第
一
項
第
十
九
号
又
は
同
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
若
し
く
は
新
法
の
俸
給
年
額
又
は
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
（
当
該
俸
給
年
額
又
は
当
該
新
法
の
俸
給
年
額
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
十
万
円
）

２
　
前
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
衛
視
等
に
係
る
新
法
附
則
第
十
三
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
十
三
条
の
六
又
は
第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職

年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
第
十
条
の
七
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
は
、
第
十
条
の
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
各
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
移
行
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
）

第
十
条
の
十
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長

期
組
合
員
（
昭
和
五
十
八
年
度
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
及
び
昭
和
五
十
七
年
度
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
に
引
き
続
く
期
間
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
、
旧
公
企
体
共
済

法
に
規
定
す
る
俸
給
に
係
る
給
与
準
則
の
規
定
で
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
が
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
準
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
の
適
用
を
受
け
た
同
年
度
内
の
期
間
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
昭
和
五

十
七
年
度
内
の
期
間
で
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
の
十
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八

年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
に
係
る
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
行
退
職
年
金
、
移
行
減
額
退
職
年
金
、
移
行

障
害
年
金
又
は
移
行
遺
族
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額

を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
金
に
係
る
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る

恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
と
み
な
し
、
統
合
法
附
則
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
を
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
す
る
場
合
の
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
統
合
法
附
則

第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
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給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え

て
得
た
額

二
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
の
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
に
係

る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
、
又
は
当
該
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
以
外
の
期
間
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る

俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額

又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
（
当
該
公
企
体
基
礎
俸
給
年

額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
十
万
円
）

三
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
年
金
　
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
旧

公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定

す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
又
は
統
合
法
附
則
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
規
定
す
る
恩
給
法
の
俸
給
年
額
若
し
く
は
旧
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額

（
当
該
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
五
百
四
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
十
万
円
）

２
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
国
鉄
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
三
月
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
一
条
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
次
条
か
ら
第
十
一
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」

と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に

係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
新
法
の
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
通
算
退
職
年
金
を
退
職
年
金
と
み
な
し
て
こ
の
法
律
及
び
昭
和
四
十
年
法
律

第
百
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
年
金
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
そ
の
改
定
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
の
俸
給
年
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
年
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す

る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
こ
え
る
と
き
は
、
同
項
の
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
分
以
後
、
そ
の
額

を
、
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
で
除
し
て
得
た
割
合
を
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
、
組
合
員
期
間
に
応
じ
新
法
別
表
第
二
に
定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二
　
前
項
に
定
め
る
通
算
退
職
年
金
の
額
に
、
退
職
の
日
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一

年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
以
下
「
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
二
の
二
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額

３
　
新
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
合
算
額
の
う
ち
の
一
の
額
に
係
る
年
金
ご
と
に
前
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
通
算
退
職
年
金
の
額
と
す
る
。

４
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
国
の
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
で
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

５
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
で
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
以
後
給
付
事
由
が
生

じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
三
月
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
一
条
の
二
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の

退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
の
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
の
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
し

た
場
合
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
の
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
）
に
一
・
一
五
三
（
政
令
で
定
め
る
者
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
率
を
加
え
た
率
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う

。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、

第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
で
除
し
て
得
た
割
合
（
そ
の
割
合
が
百
分
の
八
十
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
百
分
の
八
十
）
を
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
、
組
合
員
期
間
に
応
じ
新
法
別
表
第
二
に
定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二
　
前
項
に
定
め
る
通
算
退
職
年
金
の
額
に
、
退
職
の
日
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
新
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
合
算
額
の
う
ち
の
一
の
額
に
係
る
年
金
ご
と
に
前
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
通
算
退
職
年
金
の
額
と
す
る
。

47



４
　
前
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
（
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
そ
の
給
付
事
由
が
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
三
月
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
一
条
の
三
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
通
算
退
職
年
金

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
退
職
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
通
算
退
職
年
金
の

額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
の
額
を
求
め
、
そ
の
俸
給
の
額
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
通
算
退
職
年
金
を
退
職
年
金
と
み
な
し
て
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
の
規
定
及
び
第
五
条
か
ら
第
五
条
の

六
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
仮
定
新
法
の
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
を
算
定
し
、
そ
の
額
に
別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
法
の
退
職
を
し

た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
三
百
七
十
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
三
百
七
十
二
万
円
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、

そ
の
除
し
て
得
た
額
）
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
係
る
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、

第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
で
除
し
て
得
た
割
合
（
そ
の
割
合
が
百
分
の
八
十
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
百
分
の
八
十
）
を
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
、
組
合
員
期
間
に
応
じ
新
法
別
表
第
二
に
定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二
　
前
項
に
定
め
る
通
算
退
職
年
金
の
額
に
、
退
職
の
日
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
二
号
中
「
一
・
二
九
三
」
と
あ
る
の
を
「
別
表
第
七
の
上
欄
に
掲
げ
る
退
職
を
し
た
時
期
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
」
と
読
み
替
え
て
、

前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

４
　
新
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
合
算
額
の
う
ち
の
一
の
額
に
係
る
年
金
ご
と
に
前
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
通
算
退
職
年
金
の
額
と
す
る
。

５
　
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、

第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

６
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
一
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
三
月
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
一
条
の
四
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日

に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改

定
す
る
。

一
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ

の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
一
年
七
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算

退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
二
号
中
「
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
前
条
第
一
項
」
と
、
前
項
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て

現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
九
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
九
万
六
千
円
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和

五
十
一
年
八
月
分
」
と
、
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和

五
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
九
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
九
万
六
千
円
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
一
項
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
」
と
、
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

一
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。
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６
　
前
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
七
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、

そ
の
額
を
、
第
一
項
及
び
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

７
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
四

項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
三
月
以
前
の
通
算
退
職
年
金
又
は
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
一
条
の
五
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
九
万
六
千
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
通
算
退
職
年
金
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
）
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
二
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
当
該
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
を
含
む
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項

の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
二
条
　
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
次
条
か
ら
第
十
二
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
八
年
三
月

三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除

し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
（
そ
の
額
が
、
昭
和
四
十
九
年
改
正
後
の
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
が
そ
の
者
の
退
職

の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
べ
き
俸
給
の
額
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
俸
給
の
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
俸
給
）
に
一
・
一
五
三
を
乗
じ
て
得
た
額

を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
第
一
項

第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
国
の
組
合
か
ら
支
給
さ
れ
る
通
算
退
職
年
金
で
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
も
の
及
び
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規

定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
同
月
十
五
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
年
金
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
年
九
月
分
以
後
、
同
年
九
月
一
日
以
後
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
前
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
二
条
の
二
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
年
八
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び

同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、

前
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
二
条
の
三
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円
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二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
中
欄
に
掲
げ
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
一
年
七
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
九
千
六
百
円
」

と
あ
る
の
は
「
三
十
九
万
六
千
円
」
と
、
前
項
中
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
」
と
、
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第

一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
七
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

５
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
三

項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
七
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
二
条
の
四
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
九
万
六
千
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金

額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
二
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
当
該
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
を
含
む
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項

の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
三
条
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
次
条
及
び
第
十
三
条
の
三
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ

に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
二
十
四
万
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
年
八
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
政

令
で
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
金
の
う
ち
、
昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
年
八
月
分
以
後
、
同
年
八
月
一
日
以
後
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
そ
の
事

由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
三
条
の
二
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
中
欄
に
掲
げ
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
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２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
一
年
七
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
九
千
六
百
円
」

と
あ
る
の
は
「
三
十
九
万
六
千
円
」
と
、
前
項
中
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
」
と
、
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第

一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
七
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

５
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
三

項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
八
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
三
条
の
三
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
九
万
六
千
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金

額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
二
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
当
該
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
を
含
む
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項

の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
一
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
九
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
四
条
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の

通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算

退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
三
万
九
千
六
百
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
八
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
六
十
五
万
二
千
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
属
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
当
該
中
欄
に
掲
げ
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
に
加
え
た
額
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
一
年
七
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
三
十
三
万
九
千
六
百
円
」

と
あ
る
の
は
「
三
十
九
万
六
千
円
」
と
、
前
項
中
「
昭
和
五
十
一
年
七
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
」
と
、
「
第
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と

読
み
替
え
て
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

４
　
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
に
係
る
通
算
退
職
年
金
の
う
ち
政
令

で
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
金
の
う
ち
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
年
七
月
分
以
後
、
同
年
七
月
一
日
以
後
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
そ
の
事
由

が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

５
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
分
（
そ
の
給
付
事
由
が
同
年
八
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
）
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
三

項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
四
十
九
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
四
条
の
二
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
九
万
六
千
円
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二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金

額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
二
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及

び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金
を

通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
（
当
該
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
を
含
む
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項

の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
昭
和
五
十
年
四
月
以
後
の
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
に
お
い
て

「
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
三
十
九
万
六
千
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に

二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
二
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
一
項
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
十
四
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
で
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
組
合
員
で
あ
つ
た
も
の
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
当
該
通

算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
を
含
む
。
）
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
で
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準

じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
二
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ

れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
四
十
三
万
三
千
二
百
二
十
四
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
第
十
一
条
の
五
第
一
項
第
二
号
、
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
、

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
又
は
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
・
〇
七
を
乗
じ
こ
れ
に
千
三
百
円
を
加
え
た
額
（
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
が
四
百
十
九
万
八
千

五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を
加
え
た
額
と
し
、
四
百
五
十
六
万
円
を
限
度
と
す
る
。
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
・
〇

七
を
乗
じ
こ
れ
に
千
三
百
円
を
加
え
た
額
（
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
が
四
百
十
九
万
八
千
五
百
七
十
二
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
乗
じ
て
得
た
額
に
二
十
九
万
五
千
二
百
円
を
加
え
た
額
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
三
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
」
と
、
「
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
昭

和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

別
表
第
二
の
二
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
同

条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
第
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
十
二
条
の
四
第
四
項
、
第
十
三
条
の
三
第
四
項
、
第
十
四
条
の
二
第
四
項
又
は
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
定
す
る
。
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（
昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
三
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ

れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
四
十
六
万
二
千
百
三
十
二
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が

別
表
第
九
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額

が
別
表
第
九
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
四
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
に
」
と
、
「
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
昭

和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

別
表
第
二
の
二
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
及
び
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
前
三
項
の
規
定
の
例
に
準
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
改
定
す
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
四
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除

し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
四
十
七
万
七
千
九
百
七
十
二
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が

別
表
第
十
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
（
退
職
を
し
た
日
に
お
け
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の

額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
俸
給
に
係
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
掛
金
の
標
準
と
な
つ
た
俸
給
に
つ
い
て
新
法
第
百
条
第
三
項
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
当
該
金
額
に
政
令
で
定
め
る
金
額
を
加
え
た
金
額
）
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
が
四
百
六
十
八
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
百
六
十
八
万
円
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額

が
別
表
第
十
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
が
四
百

六
十
八
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
百
六
十
八
万
円
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

２
　
第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
昭
和
四
十
九
年
九
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
五
年
四
月
分
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
と
、
「
前
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
」
と
、
「
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
昭

和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

別
表
第
二
の
二
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共
済
法
別
表
第
二
の
二
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
第
一
項
第
一
号
中
「
四
十
七
万
七
千
九
百
七

十
二
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
九
万
二
千
円
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
五
十
五
年
四
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
五
年
六
月
分
」
と
、
「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

６
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
は
、
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
五
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
四
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十

一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ

れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
四
十
九
万
二
千
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が

別
表
第
十
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
準
と
な
つ
た
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額

が
別
表
第
十
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
べ
き
通
算
退
職
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
き
計
算
し
た
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
が
第

一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
の
額
は
、
同
項
中
「
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
次
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
同
項
第
二
号
に
掲
げ

る
金
額
で
除
し
て
得
た
割
合
（
そ
の
割
合
が
百
分
の
八
十
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
百
分
の
八
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
、
組
合
員
期
間
に
応
じ
新
法
別
表
第
二
に
定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
通
算
退
職
年
金
の
額
に
、
退
職
の
日
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
別
表
第
二
の
二
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
改
正
前
の
共

済
法
別
表
第
二
の
二
）
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
新
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
合
算
額
の
う
ち
の
一
の
額
に
係
る
年
金
ご
と
に
前
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
も
つ
て
、
当
該
通
算
退
職
年
金

の
額
と
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

５
　
前
各
項
の
規
定
は
、
前
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
六
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組

合
員
（
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十

日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に

改
定
す
る
。

一
　
五
十
三
万
三
百
七
十
六
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が

別
表
第
十
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額
が
五
百

四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
万
円
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ

の
額
が
別
表
第
十
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
加
え
て
得
た
額

が
五
百
四
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
百
四
万
円
）
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ハ
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い

て
新
俸
給
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
の
額

２
　
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
」
と
、
「
次
項
第
一

号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
前
条
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
条
第

二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
さ
れ
た
通
算
退
職
年
金
で
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
が
四
百
十
六
万
二
千
四
百

円
以
上
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
分
ま
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
の
う
ち
同
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
係
る
部
分
の
額
と
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し

た
場
合
に
お
け
る
年
金
額
の
う
ち
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
第
一
項
第
二
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
通
算
退
職
年
金
に
あ
つ
て
は
、
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
俸

給
）
に
係
る
部
分
の
額
と
の
差
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
（
そ
の
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
年
金
額
と
第
二
号
に
掲
げ
る
年
金
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
）
の
支
給
を

停
止
す
る
。
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一
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額

二
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
に
係
る
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
十
四
万
六
千
八
百
六
十
六
円
で
あ
る
と
し
て
同
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改

定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
改
定
後
の
年
金
額

５
　
前
各
項
の
規
定
は
、
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
七
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組

合
員
（
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月

三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得

た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
五
十
五
万
二
千
二
十
四
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ

る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
通
算
退
職
年
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ハ
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第

二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
俸
給
の
額

２
　
第
十
五
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項

の
」
と
、
「
次
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年

金
を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
公
共
企
業
体
等
の
組
合
が
支
給
す
る
施
行
法
第
五
十
一
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
沖
縄
の
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
又
は
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一

日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
移
行
通
算
退
職
年
金
及
び
移
行
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
八
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体

長
期
組
合
員
（
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
（
統
合
法
附
則
第
二
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
行
通
算
退
職
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
四

月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
に
係
る
旧
公
企
体
組
合
員
期
間
（
施
行
法
第
五
十
一
条
の
十
一
第
五
号
に
規
定
す
る
旧
公
企
体
組
合
員
期
間
を

い
い
、
統
合
法
附
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
期
間
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
五
十
五
万
二
千
二
十
四
円

二
　
移
行
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
　
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企

体
基
礎
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額

を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調

整
期
間
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十

八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
べ
き
移
行
通
算
退
職
年
金
を
受
け
る
者
が
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
き
計
算
し
た
第
二
号
に

掲
げ
る
金
額
が
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
の
額
は
、
同
項
中
「
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
次
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額

を
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
で
除
し
て
得
た
割
合
（
そ
の
割
合
が
百
分
の
八
十
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
百
分
の
八
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
移
行
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
、
旧
公
企
体
組
合
員
期
間
に
応
じ
旧
公
企
体
共
済
法
別
表
第
三
に
定
め
る
日
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
移
行
通
算
退
職
年
金
の
額
に
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
の
日
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
旧
公
企
体
共
済
法
別
表
第
三
の
二
（
当
該
退
職
の
日
が
昭
和
五
十
一
年
九
月
三
十
日
以
前
の
日
で
あ
る

と
き
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法
に
規
定
す
る
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
及
び
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五

十
一
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
別
表
第
三
の
二
）
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
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３
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
統
合
法
附
則
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
新
法
第
七
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す
る
移
行
通
算
退
職
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
合
算
額
の
う
ち
の
一
の
額
に
係
る
年
金
ご
と
に
前

三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
も
つ
て
、
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
の
額
と
す
る
。

５
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員

（
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
移
行
通
算
遺
族
年
金
（
統
合
法
附
則
第
二
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
移
行
通
算
遺
族
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
分
以
後
、

そ
の
額
を
、
当
該
移
行
通
算
遺
族
年
金
を
移
行
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
各
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

６
　
前
各
項
の
規
定
は
、
国
鉄
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
通
算
退
職
年
金
及
び
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
九
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組
合
員
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
組

合
員
（
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
新
法
の
規
定
に
よ
る
通
算
退
職
年
金
（
第
三
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三

十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た

額
に
改
定
す
る
。

一
　
五
十
六
万
二
千
八
百
四
十
八
円

二
　
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
当
該
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
当
該
通
算
退
職
年
金
に
係
る
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に

そ
の
額
が
別
表
第
十
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得

た
額

ロ
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
の
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
、
又
は
当
該
昭
和
五
十
七
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
以
外
の
期
間
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
俸
給
に

つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
俸
給
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
五
万

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
十
五
万
円
）

ハ
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
八
年
度
国
の
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
新
法
第

二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
法
令
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
新
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
俸
給
の
額
（
そ
の
額
が
四
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
十
五
万
円
）

２
　
第
十
五
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
九
第
一
項

の
」
と
、
「
次
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
九
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
五
条
の
九
第
一
項
の
規
定
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
通
算
退
職
年
金
に
係
る
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
通
算
遺
族
年
金

を
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
第
十
五
条
の
七
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
十
五
条
の
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
昭
和
六
十
年
度
に
お
け
る
移
行
通
算
退
職
年
金
及
び
移
行
通
算
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
）

第
十
五
条
の
十
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
旧
公
企
体

長
期
組
合
員
（
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
（
第
四
項
に
お
い
て
「
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
移
行
通
算
退
職
年
金
」
と
い
う
。
）
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三

十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
二
百
四
十
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
に
係
る
旧
公
企
体
組
合
員
期
間
の
月
数

を
乗
じ
て
得
た
額
に
改
定
す
る
。

一
　
五
十
六
万
二
千
八
百
四
十
八
円

二
　
移
行
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給
（
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。
）
の
千
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に
二
百
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
　
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
　
当
該
移
行
通
算
退
職
年
金
に
係
る
第
十
五
条
の
八
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
移
行
通
算
退
職
年
金
の
仮
定
俸
給

に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
額
に
そ
の
額
が
別
表
第
十
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て

得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

ロ
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
の
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸

給
調
整
期
間
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
、
又
は
当
該
昭
和
五
十
七
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
期
間
以
外
の
期
間
に
係
る
旧
公
企
体

共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る

公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
十
五
万
円
）
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ハ
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調
整
適
用
者
に
係
る
移
行
通
算
退
職
年
金
　
昭
和
五
十
八
年
度
公
企
体
俸
給
調

整
期
間
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
統
合
法
附
則
第
十

八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
企
体
基
礎
俸
給
年
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
四
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
四
十
五
万
円
）

２
　
第
十
五
条
の
八
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
を
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項

の
」
と
、
「
次
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
五
条
の
八
第
二
項
第
一
号
」
と
、
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
項
の
規
定
及
び
同
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
等
の
移
行
通
算
退
職
年
金
に
係
る
移
行
通
算
遺
族
年
金
で
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
分
以
後
、
そ
の
額
を
、
当
該
移
行

通
算
遺
族
年
金
を
移
行
通
算
退
職
年
金
と
み
な
し
て
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
額
を
改
定
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
改
定
年
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
に
改
定
す
る
。

５
　
前
各
項
の
規
定
は
、
国
鉄
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
端
数
計
算
）

第
十
六
条
　
第
一
条
の
八
か
ら
第
一
条
の
十
七
ま
で
、
第
二
条
の
八
か
ら
第
二
条
の
十
七
ま
で
、
第
三
条
の
八
か
ら
第
三
条
の
十
七
ま
で
、
第
四
条
の
八
か
ら
第
四
条
の
十
ま
で
、
第
五
条
の
八
か
ら
第
五
条
の
十
ま
で
、
第
六
条
の
三

か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
、
第
七
条
の
二
か
ら
第
十
条
の
十
ま
で
、
第
十
一
条
の
三
か
ら
第
十
一
条
の
五
ま
で
及
び
第
十
二
条
の
二
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
年
金
額
を
改
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出

し
て
得
た
年
金
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
を
も
つ
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
改
定
年
金
額

と
す
る
。

（
費
用
の
負
担
）

第
十
七
条
　
第
一
条
か
ら
第
十
五
条
の
十
ま
で
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
の
負
担
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
一
条
か
ら
第
三
条
の
十
六
第
一
項
ま
で
及
び
第
三
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
は
、
国
が
負
担
し
、
第
三
条
の
十
六
第
二
項
及
び
第
三
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
年
金
額

の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
は
、
公
共
企
業
体
等
（
新
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
公
共
企
業
体
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
負
担
す
る
。

二
　
第
四
条
か
ら
第
十
五
条
の
七
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
（
次
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
施
行
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
（
施
行
法
第
四
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
施
行
日
以
後
の
組
合
員
期
間
以
外
の
期
間
と
し
て
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
対
応
す
る
年
金
額
の
増
加
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
が
負
担
し
、
同
号
の
施
行
日
以
後

の
組
合
員
期
間
と
し
て
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
対
応
す
る
年
金
額
の
増
加
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
九
十
九
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
百
二
十
五
条
並
び
に
第
百
二
十
六
条
第
二

項
の
規
定
（
第
四
号
に
お
い
て
「
費
用
負
担
規
定
」
と
い
う
。
）
の
例
に
よ
る
。

三
　
第
四
条
か
ら
第
十
条
の
七
ま
で
及
び
第
十
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
の
う
ち
公
務
に
よ
る
障
害
年
金
又
は
公
務
に
係
る
遺
族
年
金
に
つ
い
て
の
費
用
は
、
国
が
負
担
す
る
。

四
　
第
十
条
の
七
第
五
項
、
第
十
条
の
八
、
第
十
条
の
九
第
四
項
、
第
十
条
の
十
、
第
十
五
条
の
七
第
五
項
、
第
十
五
条
の
八
、
第
十
五
条
の
九
第
五
項
及
び
第
十
五
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用

の
う
ち
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
施
行
の
日
以
後
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
以
外
の
期
間
と
し
て
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
対
応
す
る
年
金
額
の
増
加
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
公
共
企
業
体
等
が

負
担
し
、
同
日
以
後
の
旧
公
企
体
長
期
組
合
員
で
あ
つ
た
期
間
と
し
て
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
も
の
に
対
応
す
る
年
金
額
の
増
加
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
八
条
　
前
各
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
条
か
ら
第
十
五
条
の
十
ま
で
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
額
の
改
定
そ
の
他
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
条
中
施
行
法
第
二
十
条
、
第
二
十
七
条
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
附
則
第
九
条
か
ら
附
則
第
十
三
条

ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
と
の
調
整
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
う
ち
公
務
に
よ
る
傷
病
又
は
死
亡
を
給
付
事
由
と
す
る
も
の
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
で
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
規
定

に
よ
る
年
金
を
受
け
る
権
利
を
あ
わ
せ
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
は
、
適
用
し
な
い
。

（
新
た
に
旧
軍
人
の
恩
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
更
新
組
合
員
（
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
及
び
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
恩
給
更
新
組
合
員
を
含
む
。
次
条
、
附
則
第
九
条
及
び
附
則
第
十
条
に

お
い
て
「
更
新
組
合
員
等
」
と
い
う
。
）
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
恩
給
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
。
以
下
「
法
律
第
百
五
十
五
号
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
四
条
の
九
及
び
施
行
法
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
を
支
給
す
べ
き
こ
と

と
な
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
分
か
ら
、
そ
の
者
若
し
く
は
そ
の
遺
族
に
退
職
年
金
若
し
く
は
遺
族
年
金
を
新
た
に
支
給
し
、
又
は
同
月
分
か
ら
そ
の
者
若
し
く
は
そ
の
遺
族
の
退
職
年
金
、

減
額
退
職
年
金
若
し
く
は
遺
族
年
金
の
額
を
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
を
適
用
し
て
算
定
し
た
額
に
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
律
第
百
五
十
五
号
附
則
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
者
が
、
同
一
の
給
付
事
由
に
つ
き
一
時
恩
給
の
支
給
を
受
け
、
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
旧
法
等
、
新
法
若

し
く
は
施
行
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
一
時
金
、
障
害
一
時
金
又
は
遺
族
一
時
金
（
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
給
付
を
含
む
。
）
の
支
給
を
受
け
た
者
（
新
法
第
八
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
又
は
そ
の

遺
族
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
当
該
一
時
恩
給
又
は
こ
れ
ら
の
一
時
金
の
額
（
新
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
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受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
退
職
一
時
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
と
し
、
こ
れ
ら
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
給
額
等
」
と
い
う
。
）
の
一
部
が
組
合
に
返
還
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の
十
五
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
支
給
額
等
の
全
部
が
組
合
に
返
還
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
琉
球
諸
島
民
政
府
職
員
期
間
の
あ
る
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
前
条
の
規
定
は
、
更
新
組
合
員
等
が
施
行
日
前
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
元
南
西
諸
島
官
公
署
職
員
等
の
身
分
、
恩
給
等
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
条
の
二
及
び
施
行
法
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
を
支
給
す
べ
き
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
そ
の
者
若
し
く
は
そ
の
遺
族
の
退
職

年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
若
し
く
は
遺
族
年
金
の
額
を
改
定
す
べ
き
こ
と
と
な
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
三
一
日
法
律
第
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
二
月
一
六
日
法
律
第
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
五
月
二
六
日
法
律
第
一
〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
五
月
二
九
日
法
律
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
六
月
二
二
日
法
律
第
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
七
月
二
四
日
法
律
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
五
日
法
律
第
九
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
七
日
法
律
第
一
〇
〇
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
〇
日
法
律
第
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
六
月
三
日
法
律
第
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
六
月
七
日
法
律
第
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
五
月
三
一
日
法
律
第
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
二
月
二
八
日
法
律
第
七
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
（
同
条
中
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
一
条
の
三
第
四
項
の
改
正
規
定
を
除
く

。
）
、
第
二
条
中
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
九
十
八
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
条
第
三
項
、
第
百
二
条
第
三
項
、
第
百
十
一
条
第

四
項
及
び
第
九
項
並
び
に
附
則
第
三
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
条
を
附
則
第
三
条
の
三
と
し
、
附
則
第
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
四
条
の
二
を
削
り
、
附
則
第
十
四
条
の
三
を
附
則
第
十
四
条
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の
二
と
す
る
改
正
規
定
、
第
三
条
中
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
第
十
一
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
か
ら
第

五
項
ま
で
、
第
三
十
三
条
並
び
に
第
四
十
五
条
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
別
表
の
改
正
規
定
（
同
表
の
備
考
四
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
四
条
の
規
定
並
び
に
次
項
、
附
則
第
八
条
、
第
九
条
、

第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
　
公
布
の
日

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
適
用
す
る
。

一
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
七
第
二

項
、
第
一
条
の
十
二
、
第
二
条
第
五
項
、
第
二
条
の
二
第
三
項
、
第
二
条
の
十
二
、
第
三
条
の
十
二
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
条
の
二
第
一
項
、
第
十
条
の
三
、
第
十
五
条
の
三
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
別
表
第
一
の

十
五
、
別
表
第
三
の
十
五
、
別
表
第
四
の
十
七
並
び
に
別
表
第
九
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
以
下
「
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。
）
第
百
条
第
三
項
の
規
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
以
下
「
改
正
後
の
施
行
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
及
び
別
表
第
一
の
規
定
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
受
給

者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
並
び
に
附
則
第
九
条
、
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

二
　
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
九
項
、
第
二
条
の
十
二
の
二
、
第
三
条
の
十
二
の
二
並
び
に
別
表
第
四
の
十
八
の
規
定
、
改
正
後
の
法
第
八
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
、
改

正
後
の
施
行
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
六
項
の
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
　

昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日

三
　
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
一
条
の
十
二
の
二
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
、
改
正
後
の
施
行
法
第
十
一
条
第
四
項
及
び
第
七
項
、
第
二
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
四
十
五
条
第
七
項
の
規

定
並
び
に
附
則
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

（
退
職
年
金
等
の
最
低
保
障
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
八
条
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
（
国

家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
施
行
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
年
金
と
み
な
さ
れ
る
年
金
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
（
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
に
つ
き
法
第
八
十
八
条
の
五
（
施
行
法
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
額
か
ら
同
条
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
同
年
四
月
分
か
ら
同
年
十
二
月
分
ま
で
の
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
の
う
ち
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
在
職
の
期
間
」
と
い
う
。
）
が
当
該
退
職
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金

年
限
（
以
下
「
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
」
と
い
う
。
）
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
四
万
七
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
の
期
間
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
四

十
八
万
五
千
三
百
円

ハ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
に
係
る
年
金
　
三
十
二
万
三
千
五
百
円

二
　
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
在
職
の
期
間
」
と
い
う
。
）
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し

て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
六
十
四
万
七
千
円

ロ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
に
係
る
年
金
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
実
在
職
の
期
間
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
に
係
る
年
金
　
四

十
八
万
五
千
三
百
円

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
三
十
二
万
三
千
五
百
円

三
　
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
（
法
第
九
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
除
く
。
第
三
項
、
第
六
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ

れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
実
在

職
の
期
間
」
と
い
う
。
）
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
七
万
四
千
五
百
円

ロ
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
二
十
八
万
九
百
円

ハ
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
十
八
万
七
千
三
百
円

ニ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
三
十
二
万
三
千
五
百
円

ホ
　
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
六
十
歳
未
満
の
妻
又
は
六
十
歳
未
満
の
子
若
し
く
は
孫
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
ニ
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
及
び
六
十
歳
未
満
の
者
（
妻
、
子
及
び
孫
を
除

く
。
）
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
二
十
四
万
二
千
七
百
円

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
以
外
の
年
金
　
十
六
万
千
八
百
円

２
　
前
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺

族
年
金
の
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
当
該
遺
族
年
金
に
係
る
組
合
員
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
の
死
亡
に
つ
い
て
、
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
よ
る
扶
助
料
、
法
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
共
済
組

合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
に
よ
る
遺
族
年
金
そ
の
他
の
年
金
で
あ
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
場
合
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
が
一
人
い
る
場
合
　
四
万
八
千
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
が
二
人
以
上
い
る
場
合
　
七
万
二
千
円
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三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
三
万
六
千
円

３
　
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
で
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
を
受
け
る
者
が
同
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
同
日

以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

４
　
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

５
　
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
又
は
障
害
年
金
で
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
を
受
け
る
者
が
同
年
四
月
一
日
以
後
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
年
金
の
額
が
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
を
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
額
に
改
定
す
る
。

６
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
き
法
第
八
十
八
条
の
五
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
加
算
さ
れ
る
べ
き
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年

六
月
分
か
ら
同
年
十
二
月
分
ま
で
の
遺
族
年
金
の
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
実

在
職
の
期
間
」
と
い
う
。
）
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
四
十
二
万
円

二
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
三
十
一
万
五
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
六
十
歳
未
満
の
妻
が
受
け
る
年
金
で
実
在
職
の
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
二
十
一
万
円

７
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
え
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
遺
族

年
金
の
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
遺
族
で
あ
る
子
が
一
人
い
る
場
合
　
六
万
円

二
　
遺
族
で
あ
る
子
が
二
人
以
上
い
る
場
合
　
八
万
四
千
円

三
　
六
十
歳
以
上
で
あ
る
場
合
（
前
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
四
万
八
千
円

８
　
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
で
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
も
の
を
受
け
る
者
が
同
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
（
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
妻
が
同
日

以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
六
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

９
　
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
未
満
の
妻
で
あ
り
、
か
つ
、
遺
族
で
あ
る
子
を
有
し
な
い
も
の
が
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
七
項
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

10
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
（
第
一
項
第
三
号
ニ
か
ら
へ
ま
で
に
掲
げ
る
年
金
に
限
る
。
）
の
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
月
分
か
ら
同
年
十
二
月
分
ま
で
の
遺
族
年
金
の
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
実
在
職
の
期
間
」
と
い
う
。
）
が
退
職
年
金
の
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
る
も
の
　
四
十

二
万
円

二
　
実
在
職
の
期
間
が
九
年
以
上
の
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
を
除
く
。
）
　
三
十
一
万
五
千
円

三
　
実
在
職
の
期
間
が
九
年
未
満
の
も
の
　
二
十
一
万
円

11
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
以
後
に
六
十
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
以
後
、
第
七
項
の
規
定
に

準
じ
て
そ
の
額
を
改
定
す
る
。

12
　
第
一
項
、
第
三
項
、
第
六
項
又
は
第
八
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
年
金
を
受
け
る
者
又
は
第
三
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
金
を
受
け
る
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ

の
う
ち
の
年
長
者
の
年
齢
に
応
じ
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

13
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
、
前
各
項
の
規
定
に
準
ず
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

14
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
年
金
額
の
改
定
に
よ
り
増
加
す
る
費
用
の
負
担
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
二
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
五
月
三
一
日
法
律
第
七
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
第
一
条
中
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
十
二
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法
第
一
条
の
十
三
第
九
項
及
び
第
十
項
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
　
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
一
条
中
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
六
十
五
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
施
行

の
日

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
七
第
二
項
、
第
一
条
の
十
三
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
十
二
項
、
第
十
五

項
及
び
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
、
第
二
条
第
五
項
、
第
二
条
の
二
第
三
項
、
第
二
条
の
十
三
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、
第
三
条
の
十
三
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
条
の
三

第
一
項
、
第
十
条
の
四
、
第
十
五
条
の
四
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
別
表
第
一
の
十
六
、
別
表
第
三
の
十
六
、
別
表
第
四
の
十
九
並
び
に
別
表
第
十
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
以
下
「
改
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正
後
の
法
」
と
い
う
。
）
第
百
条
第
三
項
の
規
定
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
以
下
「
改
正
後
の
施
行
法
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
二
、
第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
五
条
の
三
の
二
及
び
別
表
第
一
の
規
定
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
受
給
者
の
た
め
の
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
並
び
に
次
条
、
附
則
第
四
条

及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
三
一
日
法
律
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
六
日
法
律
第
八
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
以
下
「
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
以
下
「
改
正
後
の
施
行

法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
の
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定
は
、
昭
和
五
十

五
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
三
〇
日
法
律
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
法
律
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条
　
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
七
月
一
六
日
法
律
第
六
六
号
）

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
二
月
三
日
法
律
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
二
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
及
び
附
則
第
六
十
四
条
中
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
号
）

第
十
七
条
第
二
号
の
改
正
規
定
　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
五
月
二
二
日
法
律
第
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
の
旧
公
企
体
共
済
法
に
よ
る
退
職
年
金
等
の
額
の
改
定
の
特
例
）

第
四
条
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
（
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
第
五
十
一
条
の
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
退
職
（
在
職

中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
以
下
次
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
旧
公
企
体
更
新
組
合
員
（
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
更
新
組
合
員
を
い
い
、
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
七
条
の
二
に
規
定
す

る
者
を
含
む
。
）
に
係
る
国
家
公
務
員
及
び
公
共
企
業
体
職
員
に
係
る
共
済
組
合
制
度
の
統
合
等
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
統
合
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
昭
和
五
十
九
年
三
月
分
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
金
の
額
を
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
年
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
と
し
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
百

円
に
切
り
上
げ
て
得
た
額
と
す
る
。
）
に
改
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
改
定
後
の
年
金
額
が
従
前
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
従
前
の
年
金
額
を
も
つ
て
改
定
年
金
額
と
す
る
。

一
　
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
及
び
同
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
（
統
合
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

廃
止
前
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
法
に
規
定
す
る
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
「
旧
公
企
体
年
金
額
改
定
法
」
と

い
う
。
）
第
三
条
の
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
年
金
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
又
は
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
六
条
の

三
（
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
七
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
、
当
該
年
金
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
次
の
イ
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額
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イ
　
旧
公
企
体
年
金
額
改
定
法
第
三
条
の
十
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
た
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
旧
公
企
体
共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
と
み
な
さ
れ
た
額
に

そ
の
額
が
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
十
三
の
上
欄
に

掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
を
同
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
（
附
則
第
六
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
）
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
か
ら
、
そ
の
金
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四

条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
（
減
額
退
職
年
金
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
減
額
退
職
年
金
の
額
の
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
退
職
年
金
の
額
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
し
、
遺
族
年
金

に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
金
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
控
除
し
た
金
額

ロ
　
当
該
年
金
の
額
か
ら
そ
の
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

二
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
年
金
（
前
号
に
掲
げ
る
年
金
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金

額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
又
は
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
年
金
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
次
の
イ
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額

イ
　
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
旧
公
企
体
共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
別
表
第
十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応

じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
を
同
項
に
規
定
す
る
俸
給
年

額
と
み
な
し
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
（
附
則
第
六
条
の
三
の
規
定
を
除
く
。
）
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
か
ら
、
そ
の
金
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た

金
額

ロ
　
当
該
年
金
の
額
か
ら
そ
の
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

三
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
（
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
調
整
適
用
者
に
限
る
。
）
に
係
る
年
金
　
当

該
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
又
は
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
。
ロ
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
年
金
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
次
の
イ
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額

イ
　
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
調
整
期
間
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
に
規
定
す
る
俸
給
に
つ
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
改
正
後
の
同
項
に
規
定
す
る
給
与
準
則
の
規
定
の
適
用
を
受

け
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
当
該
年
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
旧
公
企
体
共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
を
同
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
（
附
則
第
六
条
の
三

の
規
定
を
除
く
。
）
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
か
ら
、
そ
の
金
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

ロ
　
当
該
年
金
の
額
か
ら
そ
の
額
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

２
　
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
条
の
八
第
一
項
第
一
号
中
「
統
合
法
附
則
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
統
合
法
附
則
の
規
定
及
び
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お

け
る
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
統
合
法
附
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
公
企
体
共
済
法
附
則
第
六
条
の
八
の
規
定
は
、
改
正
後
の
施
行
法
第
十
三
条
の
二
及
び
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
と
同
様
に
改
正
さ
れ
た
も

の
と
し
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日
以
前
に
給
付
事
由
が
生
じ
た
給
付
の
同
年
三
月
分
の
額
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
附
則
第
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
国
鉄
共
済
組
合
が
支
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
昭
和
五
十
七
年
度
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
移
行
年
金
の
額
の
特
例
）

第
五
条
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
（
統
合
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

二
号
）
第
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に
係
る
統
合
法
附
則
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
行

退
職
年
金
、
移
行
減
額
退
職
年
金
、
移
行
障
害
年
金
又
は
移
行
遺
族
年
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
移
行
年
金
」
と
い
う
。
）
の
額
（
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
条
の
八
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
条
に
よ
る
改

定
後
の
年
金
額
）
が
、
当
該
移
行
年
金
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
又
は

前
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
た
旧
公
企
体
共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
別
表
第

十
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
を
同
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
と
し
、
五
十
円

以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
て
得
た
額
と
す
る
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
統
合
法
附
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
分
以
後
、
当
該
算
定
し
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
移
行
年
金

の
額
と
す
る
。

（
費
用
の
負
担
）

第
六
条
　
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
七
条
第
四
号
の
規
定
は
、
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
増
加
す
る
長
期
給
付
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
八
月
一
〇
日
法
律
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
七
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
六
月
七
日
法
律
第
四
九
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
昭
和
五
十
八
年
度
に
旧
公
企
体
共
済
法
の
退
職
を
し
た
者
に
係
る
移
行
年
金
の
額
の
特
例
）

第
四
条
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
旧
公
企
体
共
済
法
（
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
第
五
十
一
条
の
十
一
第
一
号
に
規
定
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
退
職
（
在
職
中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
）
を
し
た
者
（
国
家
公
務
員
及
び
公
共
企
業
体
職
員
に
係
る
共
済
組
合
制
度
の
統
合
等
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
「
統
合
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
五
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に

係
る
統
合
法
附
則
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
統
合
法
附
則
第
十
八
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
又
は
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
移
行
退
職
年
金
、
移
行
減
額
退
職
年
金
、
移
行
障
害
年
金
又
は
移
行

遺
族
年
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
移
行
年
金
」
と
い
う
。
）
の
額
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
四
十
二
年
度
以
後
に
お
け
る
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
等
か
ら
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
後

の
年
金
額
改
定
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
十
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
条
に
よ
る
改
定
後
の
年
金
額
）
が
、
当
該
移
行
年
金
に
係
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
障
害
年
金
又
は

遺
族
年
金
の
額
（
そ
の
額
に
つ
い
て
年
金
額
の
最
低
保
障
に
関
す
る
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
の
適
用
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
額
）
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
た
旧
公
企
体
共
済
法
第
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
に
そ
の
額
が
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
別
表
第
十
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
俸
給
年
額
の
い
ず
れ
の
区
分
に
属
す
る
か
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
、
こ
れ
に
当
該
区
分
に
応
じ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
金
額
を
加
え
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
を
同
項
に
規
定
す
る
俸
給
年
額
と
み
な
し
、
旧
公
企
体
共
済
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
に

五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
と
し
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
て
得
た
額
と
す
る
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
統
合
法
附
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
六
十
年
四
月
分
以
後
、
当
該
算
定
し
た
額
を
も
つ
て
、
当
該
移
行
年
金
の
額
と
す
る
。

２
　
改
正
後
の
年
金
額
改
定
法
第
十
七
条
第
四
号
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
増
加
す
る
長
期
給
付
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条
　
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
期
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
関
係
）

昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
又
は
昭
和
四
十
一
年
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

八
、
六
〇
〇

九
、
四
六
〇

八
、
八
三
〇

九
、
七
二
〇

九
、
〇
四
〇

九
、
九
五
〇

九
、
三
三
〇

一
〇
、
二
七
〇

九
、
五
一
〇

一
〇
、
四
六
〇

九
、
八
四
〇

一
〇
、
八
三
〇

一
〇
、
三
二
〇

一
一
、
三
五
〇

一
〇
、
八
二
〇

一
一
、
九
〇
〇

一
一
、
三
一
〇

一
二
、
四
四
〇

一
一
、
八
二
〇

一
三
、
〇
〇
〇

一
二
、
三
一
〇

一
三
、
五
四
〇

一
二
、
八
一
〇

一
四
、
〇
九
〇

一
三
、
一
三
〇

一
四
、
四
五
〇

一
三
、
四
五
〇

一
四
、
七
九
〇

一
三
、
八
二
〇

一
五
、
二
〇
〇

一
四
、
三
四
〇

一
五
、
七
八
〇

一
四
、
七
八
〇

一
六
、
二
六
〇

一
五
、
二
一
〇

一
六
、
七
三
〇

一
五
、
七
二
〇

一
七
、
二
九
〇

一
六
、
二
三
〇

一
七
、
八
六
〇

一
六
、
七
九
〇

一
八
、
四
八
〇

一
七
、
三
六
〇

一
九
、
〇
九
〇

一
八
、
〇
七
〇

一
九
、
八
八
〇

一
八
、
五
〇
〇

二
〇
、
三
五
〇

一
九
、
〇
八
〇

二
〇
、
九
九
〇
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一
九
、
六
四
〇

二
一
、
六
一
〇

二
〇
、
七
七
〇

二
二
、
八
四
〇

二
一
、
〇
六
〇

二
三
、
一
七
〇

二
一
、
九
一
〇

二
四
、
一
〇
〇

二
三
、
〇
五
〇

二
五
、
三
六
〇

二
四
、
三
一
〇

二
六
、
七
四
〇

二
四
、
九
五
〇

二
七
、
四
四
〇

二
五
、
五
六
〇

二
八
、
一
二
〇

二
六
、
四
四
〇

二
九
、
〇
八
〇

二
六
、
九
五
〇

二
九
、
六
四
〇

二
八
、
四
五
〇

三
一
、
二
九
〇

二
九
、
一
九
〇

三
二
、
一
一
〇

二
九
、
九
六
〇

三
二
、
九
六
〇

三
一
、
四
六
〇

三
四
、
六
一
〇

三
二
、
九
七
〇

三
六
、
二
七
〇

三
三
、
三
六
〇

三
六
、
六
九
〇

三
四
、
六
〇
〇

三
八
、
〇
六
〇

三
六
、
三
七
〇

四
〇
、
〇
〇
〇

三
八
、
一
二
〇

四
一
、
九
三
〇

三
九
、
二
〇
〇

四
三
、
一
二
〇

四
〇
、
二
六
〇

四
四
、
二
八
〇

四
二
、
三
九
〇

四
六
、
六
三
〇

四
四
、
五
三
〇

四
八
、
九
八
〇

四
四
、
九
六
〇

四
九
、
四
六
〇

四
六
、
六
六
〇

五
一
、
三
三
〇

四
八
、
八
〇
〇

五
三
、
六
八
〇

五
〇
、
九
四
〇

五
六
、
〇
三
〇

五
三
、
〇
七
〇

五
八
、
三
八
〇

五
四
、
四
一
〇

五
九
、
八
五
〇

五
五
、
八
四
〇

六
一
、
四
三
〇

五
八
、
六
〇
〇

六
四
、
四
六
〇

六
一
、
三
八
〇

六
七
、
五
三
〇

六
二
、
七
八
〇

六
九
、
〇
六
〇

六
四
、
一
四
〇

七
〇
、
五
六
〇

六
六
、
九
〇
〇

七
三
、
五
九
〇

六
八
、
一
七
〇

七
四
、
九
八
〇

六
九
、
六
七
〇

七
六
、
六
三
〇

七
二
、
四
三
〇

七
九
、
六
八
〇

七
五
、
四
四
〇

八
二
、
九
八
〇

七
六
、
九
九
〇

八
四
、
六
九
〇

七
八
、
四
六
〇

八
六
、
三
一
〇

八
〇
、
〇
〇
〇

八
八
、
〇
〇
〇

八
一
、
四
八
〇

八
九
、
六
三
〇

八
四
、
四
九
〇

九
二
、
九
四
〇
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八
七
、
五
〇
〇

九
六
、
二
五
〇

八
八
、
九
八
〇

九
七
、
八
八
〇

九
〇
、
五
二
〇

九
九
、
五
七
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
一
号
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
又
は
昭
和
四
十
一
年
仮
定
俸
給
（
以
下
「
仮
定
俸
給
等
」
と
い
う
。
）
の
額
が
八
、
六
〇
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
等
の
額

に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
二
（
第
一
条
、
第
二
条
、
第
四
条
、
第
四
条
の
二
関
係
）

別
表
第
一
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

九
、
四
六
〇

一
〇
、
三
二
〇

九
、
七
二
〇

一
〇
、
六
〇
〇

九
、
九
五
〇

一
〇
、
八
五
〇

一
〇
、
二
七
〇

一
一
、
二
〇
〇

一
〇
、
四
六
〇

一
一
、
四
一
〇

一
〇
、
八
三
〇

一
一
、
八
一
〇

一
一
、
三
五
〇

一
二
、
三
八
〇

一
一
、
九
〇
〇

一
二
、
九
八
〇

一
二
、
四
四
〇

一
三
、
五
七
〇

一
三
、
〇
〇
〇

一
四
、
一
八
〇

一
三
、
五
四
〇

一
四
、
七
七
〇

一
四
、
〇
九
〇

一
五
、
三
七
〇

一
四
、
四
五
〇

一
五
、
七
六
〇

一
四
、
七
九
〇

一
六
、
一
四
〇

一
五
、
二
〇
〇

一
六
、
五
八
〇

一
五
、
七
八
〇

一
七
、
二
一
〇

一
六
、
二
六
〇

一
七
、
七
四
〇

一
六
、
七
三
〇

一
八
、
二
五
〇

一
七
、
二
九
〇

一
八
、
八
六
〇

一
七
、
八
六
〇

一
九
、
四
八
〇

一
八
、
四
八
〇

二
〇
、
一
五
〇

一
九
、
〇
九
〇

二
〇
、
八
三
〇

一
九
、
八
八
〇

二
一
、
六
八
〇

二
〇
、
三
五
〇

二
二
、
二
〇
〇

二
〇
、
九
九
〇

二
二
、
九
〇
〇

二
一
、
六
一
〇

二
三
、
五
七
〇

二
二
、
八
四
〇

二
四
、
九
二
〇

二
三
、
一
七
〇

二
五
、
二
七
〇

二
四
、
一
〇
〇

二
六
、
二
九
〇

二
五
、
三
六
〇

二
七
、
六
六
〇

二
六
、
七
四
〇

二
九
、
一
七
〇

二
七
、
四
四
〇

二
九
、
九
四
〇

二
八
、
一
二
〇

三
〇
、
六
七
〇

二
九
、
〇
八
〇

三
一
、
七
三
〇

二
九
、
六
四
〇

三
二
、
三
四
〇
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三
一
、
二
九
〇

三
四
、
一
四
〇

三
二
、
一
一
〇

三
五
、
〇
三
〇

三
二
、
九
六
〇

三
五
、
九
五
〇

三
四
、
六
一
〇

三
七
、
七
五
〇

三
六
、
二
七
〇

三
九
、
五
六
〇

三
六
、
六
九
〇

四
〇
、
〇
三
〇

三
八
、
〇
六
〇

四
一
、
五
二
〇

四
〇
、
〇
〇
〇

四
三
、
六
四
〇

四
一
、
九
三
〇

四
五
、
七
四
〇

四
三
、
一
二
〇

四
七
、
〇
四
〇

四
四
、
二
八
〇

四
八
、
三
一
〇

四
六
、
六
三
〇

五
〇
、
八
七
〇

四
八
、
九
八
〇

五
三
、
四
四
〇

四
九
、
四
六
〇

五
三
、
九
五
〇

五
一
、
三
三
〇

五
五
、
九
九
〇

五
三
、
六
八
〇

五
八
、
五
六
〇

五
六
、
〇
三
〇

六
一
、
一
三
〇

五
八
、
三
八
〇

六
三
、
六
八
〇

五
九
、
八
五
〇

六
五
、
二
九
〇

六
一
、
四
三
〇

六
七
、
〇
一
〇

六
四
、
四
六
〇

七
〇
、
三
二
〇

六
七
、
五
三
〇

七
三
、
六
六
〇

六
九
、
〇
六
〇

七
五
、
三
四
〇

七
〇
、
五
六
〇

七
六
、
九
七
〇

七
三
、
五
九
〇

八
〇
、
二
八
〇

七
四
、
九
八
〇

八
一
、
八
〇
〇

七
六
、
六
三
〇

八
三
、
六
〇
〇

七
九
、
六
八
〇

八
六
、
九
二
〇

八
二
、
九
八
〇

九
〇
、
五
三
〇

八
四
、
六
九
〇

九
二
、
三
九
〇

八
六
、
三
一
〇

九
四
、
一
五
〇

八
八
、
〇
〇
〇

九
六
、
〇
〇
〇

八
九
、
六
三
〇

九
七
、
七
八
〇

九
二
、
九
四
〇

一
〇
一
、
三
九
〇

九
六
、
二
五
〇

一
〇
五
、
〇
〇
〇

九
七
、
八
八
〇

一
〇
六
、
七
八
〇

九
九
、
五
七
〇

一
〇
八
、
六
二
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
の
額
が
九
、
四
六
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
一
〇
分
の
一
二
〇
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
三
（
第
一
条
の
二
、
第
二
条
の
二
、
第
四
条
の
二
関
係
）

別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
〇
、
三
二
〇

一
二
、
四
五
〇
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一
〇
、
六
〇
〇

一
二
、
七
九
〇

一
〇
、
八
五
〇

一
三
、
〇
九
〇

一
一
、
二
〇
〇

一
三
、
五
二
〇

一
一
、
四
一
〇

一
三
、
七
七
〇

一
一
、
八
一
〇

一
四
、
二
五
〇

一
二
、
三
八
〇

一
四
、
九
四
〇

一
二
、
九
八
〇

一
五
、
六
七
〇

一
三
、
五
七
〇

一
六
、
三
八
〇

一
四
、
一
八
〇

一
七
、
一
一
〇

一
四
、
七
七
〇

一
七
、
八
三
〇

一
五
、
三
七
〇

一
八
、
五
五
〇

一
五
、
七
六
〇

一
九
、
〇
二
〇

一
六
、
一
四
〇

一
九
、
四
八
〇

一
六
、
五
八
〇

二
〇
、
〇
一
〇

一
七
、
二
一
〇

二
〇
、
七
七
〇

一
七
、
七
四
〇

二
一
、
四
一
〇

一
八
、
二
五
〇

二
二
、
〇
三
〇

一
八
、
八
六
〇

二
二
、
七
六
〇

一
九
、
四
八
〇

二
三
、
五
一
〇

二
〇
、
一
五
〇

二
四
、
三
二
〇

二
〇
、
八
三
〇

二
五
、
一
三
〇

二
一
、
六
八
〇

二
六
、
一
六
〇

二
二
、
二
〇
〇

二
六
、
七
九
〇

二
二
、
九
〇
〇

二
七
、
六
三
〇

二
三
、
五
七
〇

二
八
、
四
四
〇

二
四
、
九
二
〇

三
〇
、
〇
七
〇

二
五
、
二
七
〇

三
〇
、
四
九
〇

二
六
、
二
九
〇

三
一
、
七
三
〇

二
七
、
六
六
〇

三
三
、
三
八
〇

二
九
、
一
七
〇

三
五
、
二
〇
〇

二
九
、
九
四
〇

三
六
、
一
三
〇

三
〇
、
六
七
〇

三
七
、
〇
一
〇

三
一
、
七
三
〇

三
八
、
二
九
〇

三
二
、
三
四
〇

三
九
、
〇
三
〇

三
四
、
一
四
〇

四
一
、
一
九
〇

三
五
、
〇
三
〇

四
二
、
二
七
〇

三
五
、
九
五
〇

四
三
、
三
八
〇

三
七
、
七
五
〇

四
五
、
五
五
〇

三
九
、
五
六
〇

四
七
、
七
三
〇

四
〇
、
〇
三
〇

四
八
、
三
〇
〇

四
一
、
五
二
〇

五
〇
、
一
〇
〇

四
三
、
六
四
〇

五
二
、
六
六
〇

四
五
、
七
四
〇

五
五
、
一
九
〇

四
七
、
〇
四
〇

五
六
、
七
六
〇
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四
八
、
三
一
〇

五
八
、
二
九
〇

五
〇
、
八
七
〇

六
一
、
三
八
〇

五
三
、
四
四
〇

六
四
、
四
八
〇

五
三
、
九
五
〇

六
五
、
一
〇
〇

五
五
、
九
九
〇

六
七
、
五
六
〇

五
八
、
五
六
〇

七
〇
、
六
六
〇

六
一
、
一
三
〇

七
三
、
七
七
〇

六
三
、
六
八
〇

七
六
、
八
四
〇

六
五
、
二
九
〇

七
八
、
七
八
〇

六
七
、
〇
一
〇

八
〇
、
八
六
〇

七
〇
、
三
二
〇

八
四
、
八
五
〇

七
三
、
六
六
〇

八
八
、
八
八
〇

七
五
、
三
四
〇

九
〇
、
九
一
〇

七
六
、
九
七
〇

九
二
、
八
八
〇

八
〇
、
二
八
〇

九
六
、
八
八
〇

八
一
、
八
〇
〇

九
八
、
七
一
〇

八
三
、
六
〇
〇

一
〇
〇
、
八
八
〇

八
六
、
九
二
〇

一
〇
四
、
八
八
〇

九
〇
、
五
三
〇

一
〇
九
、
二
四
〇

九
二
、
三
九
〇

一
一
一
、
四
八
〇

九
四
、
一
五
〇

一
一
三
、
六
一
〇

九
六
、
〇
〇
〇

一
一
五
、
八
四
〇

九
七
、
七
八
〇

一
一
七
、
九
九
〇

一
〇
一
、
三
九
〇

一
二
二
、
三
四
〇

一
〇
五
、
〇
〇
〇

一
二
六
、
七
〇
〇

一
〇
六
、
七
八
〇

一
二
八
、
八
五
〇

一
〇
八
、
六
二
〇

一
三
一
、
〇
七
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
〇
、
三
二
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
二
〇
分
の
一
四
四
・
八
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
四
（
第
一
条
の
三
、
第
二
条
の
三
、
第
三
条
の
四
、
第
四
条
の
三
関
係
）

別
表
第
一
の
三
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
二
、
四
五
〇

一
三
、
五
四
〇

一
二
、
七
九
〇

一
三
、
九
一
〇

一
三
、
〇
九
〇

一
四
、
二
三
〇

一
三
、
五
二
〇

一
四
、
七
〇
〇

一
三
、
七
七
〇

一
四
、
九
八
〇

一
四
、
二
五
〇

一
五
、
五
〇
〇

一
四
、
九
四
〇

一
六
、
二
五
〇

一
五
、
六
七
〇

一
七
、
〇
四
〇

一
六
、
三
八
〇

一
七
、
八
一
〇

一
七
、
一
一
〇

一
八
、
六
一
〇

一
七
、
八
三
〇

一
九
、
三
八
〇
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一
八
、
五
五
〇

二
〇
、
一
八
〇

一
九
、
〇
二
〇

二
〇
、
六
八
〇

一
九
、
四
八
〇

二
一
、
一
八
〇

二
〇
、
〇
一
〇

二
一
、
七
六
〇

二
〇
、
七
七
〇

二
二
、
五
八
〇

二
一
、
四
一
〇

二
三
、
二
八
〇

二
二
、
〇
三
〇

二
三
、
九
五
〇

二
二
、
七
六
〇

二
四
、
七
五
〇

二
三
、
五
一
〇

二
五
、
五
七
〇

二
四
、
三
二
〇

二
六
、
四
四
〇

二
五
、
一
三
〇

二
七
、
三
三
〇

二
六
、
一
六
〇

二
八
、
四
五
〇

二
六
、
七
九
〇

二
九
、
一
三
〇

二
七
、
六
三
〇

三
〇
、
〇
五
〇

二
八
、
四
四
〇

三
〇
、
九
三
〇

三
〇
、
〇
七
〇

三
二
、
七
〇
〇

三
〇
、
四
九
〇

三
三
、
一
六
〇

三
一
、
七
三
〇

三
四
、
五
〇
〇

三
三
、
三
八
〇

三
六
、
二
九
〇

三
五
、
二
〇
〇

三
八
、
二
八
〇

三
六
、
一
三
〇

三
九
、
二
八
〇

三
七
、
〇
一
〇

四
〇
、
二
五
〇

三
八
、
二
九
〇

四
一
、
六
四
〇

三
九
、
〇
三
〇

四
二
、
四
四
〇

四
一
、
一
九
〇

四
四
、
八
〇
〇

四
二
、
二
七
〇

四
五
、
九
七
〇

四
三
、
三
八
〇

四
七
、
一
八
〇

四
五
、
五
五
〇

四
九
、
五
三
〇

四
七
、
七
三
〇

五
一
、
九
一
〇

四
八
、
三
〇
〇

五
二
、
五
三
〇

五
〇
、
一
〇
〇

五
四
、
四
八
〇

五
二
、
六
六
〇

五
七
、
二
七
〇

五
五
、
一
九
〇

六
〇
、
〇
三
〇

五
六
、
七
六
〇

六
一
、
七
三
〇

五
八
、
二
九
〇

六
三
、
三
九
〇

六
一
、
三
八
〇

六
六
、
七
六
〇

六
四
、
四
八
〇

七
〇
、
一
三
〇

六
五
、
一
〇
〇

七
〇
、
八
〇
〇

六
七
、
五
六
〇

七
三
、
四
七
〇

七
〇
、
六
六
〇

七
六
、
八
四
〇

七
三
、
七
七
〇

八
〇
、
二
三
〇

七
六
、
八
四
〇

八
三
、
五
七
〇

七
八
、
七
八
〇

八
五
、
六
八
〇

八
〇
、
八
六
〇

八
七
、
九
三
〇
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八
四
、
八
五
〇

九
二
、
二
八
〇

八
八
、
八
八
〇

九
六
、
六
六
〇

九
〇
、
九
一
〇

九
八
、
八
七
〇

九
二
、
八
八
〇

一
〇
一
、
〇
〇
〇

九
六
、
八
八
〇

一
〇
五
、
三
五
〇

九
八
、
七
一
〇

一
〇
七
、
三
四
〇

一
〇
〇
、
八
八
〇

一
〇
九
、
七
〇
〇

一
〇
四
、
八
八
〇

一
一
四
、
〇
六
〇

一
〇
九
、
二
四
〇

一
一
八
、
八
〇
〇

一
一
一
、
四
八
〇

一
二
一
、
二
四
〇

一
一
三
、
六
一
〇

一
二
三
、
五
五
〇

一
一
五
、
八
四
〇

一
二
五
、
九
八
〇

一
一
七
、
九
九
〇

一
二
八
、
三
二
〇

一
二
二
、
三
四
〇

一
三
三
、
〇
五
〇

一
二
六
、
七
〇
〇

一
三
七
、
七
八
〇

一
二
八
、
八
五
〇

一
四
〇
、
一
三
〇

一
三
一
、
〇
七
〇

一
四
二
、
五
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
三
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
二
、
四
五
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
〇
八
七
五
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
五
（
第
一
条
の
四
、
第
二
条
の
四
、
第
四
条
の
四
関
係
）

別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
三
、
五
四
〇

一
三
、
八
二
〇

一
三
、
九
一
〇

一
四
、
二
〇
〇

一
四
、
二
三
〇

一
四
、
五
三
〇

一
四
、
七
〇
〇

一
五
、
〇
〇
〇

一
四
、
九
八
〇

一
五
、
二
八
〇

一
五
、
五
〇
〇

一
五
、
八
二
〇

一
六
、
二
五
〇

一
六
、
五
八
〇

一
七
、
〇
四
〇

一
七
、
三
九
〇

一
七
、
八
一
〇

一
八
、
一
八
〇

一
八
、
六
一
〇

一
八
、
九
九
〇

一
九
、
三
八
〇

一
九
、
七
八
〇

二
〇
、
一
八
〇

二
〇
、
五
九
〇

二
〇
、
六
八
〇

二
一
、
一
一
〇

二
一
、
一
八
〇

二
一
、
六
二
〇

二
一
、
七
六
〇

二
二
、
二
一
〇

二
二
、
五
八
〇

二
三
、
〇
五
〇

二
三
、
二
八
〇

二
三
、
七
七
〇

二
三
、
九
五
〇

二
四
、
四
五
〇

二
四
、
七
五
〇

二
五
、
二
六
〇

二
五
、
五
七
〇

二
六
、
〇
九
〇

二
六
、
四
四
〇

二
六
、
九
九
〇
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二
七
、
三
三
〇

二
七
、
九
〇
〇

二
八
、
四
五
〇

二
九
、
〇
三
〇

二
九
、
一
三
〇

二
九
、
七
四
〇

三
〇
、
〇
五
〇

三
〇
、
六
八
〇

三
〇
、
九
三
〇

三
一
、
五
七
〇

三
二
、
七
〇
〇

三
三
、
三
八
〇

三
三
、
一
六
〇

三
三
、
八
四
〇

三
四
、
五
〇
〇

三
五
、
二
二
〇

三
六
、
二
九
〇

三
七
、
〇
五
〇

三
八
、
二
八
〇

三
九
、
〇
八
〇

三
九
、
二
八
〇

四
〇
、
一
〇
〇

四
〇
、
二
五
〇

四
一
、
〇
八
〇

四
一
、
六
四
〇

四
二
、
五
〇
〇

四
二
、
四
四
〇

四
三
、
三
二
〇

四
四
、
八
〇
〇

四
五
、
七
三
〇

四
五
、
九
七
〇

四
六
、
九
二
〇

四
七
、
一
八
〇

四
八
、
一
六
〇

四
九
、
五
三
〇

五
〇
、
五
六
〇

五
一
、
九
一
〇

五
二
、
九
八
〇

五
二
、
五
三
〇

五
三
、
六
二
〇

五
四
、
四
八
〇

五
五
、
六
一
〇

五
七
、
二
七
〇

五
八
、
四
五
〇

六
〇
、
〇
三
〇

六
一
、
二
七
〇

六
一
、
七
三
〇

六
三
、
〇
〇
〇

六
三
、
三
九
〇

六
四
、
七
〇
〇

六
六
、
七
六
〇

六
八
、
一
三
〇

七
〇
、
一
三
〇

七
一
、
五
八
〇

七
〇
、
八
〇
〇

七
二
、
二
六
〇

七
三
、
四
七
〇

七
四
、
九
九
〇

七
六
、
八
四
〇

七
八
、
四
三
〇

八
〇
、
二
三
〇

八
一
、
八
八
〇

八
三
、
五
七
〇

八
五
、
二
九
〇

八
五
、
六
八
〇

八
七
、
四
五
〇

八
七
、
九
三
〇

八
九
、
七
五
〇

九
二
、
二
八
〇

九
四
、
一
八
〇

九
六
、
六
六
〇

九
八
、
六
六
〇

九
八
、
八
七
〇

一
〇
〇
、
九
一
〇

一
〇
一
、
〇
〇
〇

一
〇
三
、
〇
九
〇

一
〇
五
、
三
五
〇

一
〇
七
、
五
三
〇

一
〇
七
、
三
四
〇

一
〇
九
、
五
七
〇

一
〇
九
、
七
〇
〇

一
一
一
、
九
八
〇

一
一
四
、
〇
六
〇

一
一
六
、
四
二
〇

一
一
八
、
八
〇
〇

一
二
一
、
二
六
〇

一
二
一
、
二
四
〇

一
二
三
、
七
五
〇
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一
二
三
、
五
五
〇

一
二
六
、
一
一
〇

一
二
五
、
九
八
〇

一
二
八
、
五
八
〇

一
二
八
、
三
二
〇

一
三
〇
、
九
七
〇

一
三
三
、
〇
五
〇

一
三
五
、
八
〇
〇

一
三
七
、
七
八
〇

一
四
〇
、
六
三
〇

一
四
〇
、
一
三
〇

一
四
三
、
〇
三
〇

一
四
二
、
五
三
〇

一
四
五
、
四
八
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
三
、
五
四
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
〇
八
七
五
分
の
一
・
一
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
六
（
第
一
条
の
四
、
第
二
条
の
四
、
第
四
条
の
四
関
係
）

別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
三
、
五
四
〇

一
四
、
九
八
〇

一
三
、
九
一
〇

一
五
、
三
九
〇

一
四
、
二
三
〇

一
五
、
七
五
〇

一
四
、
七
〇
〇

一
六
、
二
六
〇

一
四
、
九
八
〇

一
六
、
五
七
〇

一
五
、
五
〇
〇

一
七
、
一
四
〇

一
六
、
二
五
〇

一
七
、
九
八
〇

一
七
、
〇
四
〇

一
八
、
八
五
〇

一
七
、
八
一
〇

一
九
、
七
〇
〇

一
八
、
六
一
〇

二
〇
、
五
八
〇

一
九
、
三
八
〇

二
一
、
四
四
〇

二
〇
、
一
八
〇

二
二
、
三
三
〇

二
〇
、
六
八
〇

二
二
、
八
八
〇

二
一
、
一
八
〇

二
三
、
四
三
〇

二
一
、
七
六
〇

二
四
、
〇
八
〇

二
二
、
五
八
〇

二
四
、
九
八
〇

二
三
、
二
八
〇

二
五
、
七
七
〇

二
三
、
九
五
〇

二
六
、
五
〇
〇

二
四
、
七
五
〇

二
七
、
三
八
〇

二
五
、
五
七
〇

二
八
、
二
八
〇

二
六
、
四
四
〇

二
九
、
二
六
〇

二
七
、
三
三
〇

三
〇
、
二
四
〇

二
八
、
四
五
〇

三
一
、
四
八
〇

二
九
、
一
三
〇

三
二
、
二
四
〇

三
〇
、
〇
五
〇

三
三
、
二
五
〇

三
〇
、
九
三
〇

三
四
、
二
二
〇

三
二
、
七
〇
〇

三
六
、
一
八
〇

三
三
、
一
六
〇

三
六
、
六
八
〇

三
四
、
五
〇
〇

三
八
、
一
八
〇

三
六
、
二
九
〇

四
〇
、
一
六
〇

三
八
、
二
八
〇

四
二
、
三
六
〇
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三
九
、
二
八
〇

四
三
、
四
七
〇

四
〇
、
二
五
〇

四
四
、
五
三
〇

四
一
、
六
四
〇

四
六
、
〇
七
〇

四
二
、
四
四
〇

四
六
、
九
六
〇

四
四
、
八
〇
〇

四
九
、
五
七
〇

四
五
、
九
七
〇

五
〇
、
八
六
〇

四
七
、
一
八
〇

五
二
、
二
〇
〇

四
九
、
五
三
〇

五
四
、
八
一
〇

五
一
、
九
一
〇

五
七
、
四
三
〇

五
二
、
五
三
〇

五
八
、
一
二
〇

五
四
、
四
八
〇

六
〇
、
二
八
〇

五
七
、
二
七
〇

六
三
、
三
六
〇

六
〇
、
〇
三
〇

六
六
、
四
二
〇

六
一
、
七
三
〇

六
八
、
二
九
〇

六
三
、
三
九
〇

七
〇
、
一
三
〇

六
六
、
七
六
〇

七
三
、
八
六
〇

七
〇
、
一
三
〇

七
七
、
五
八
〇

七
〇
、
八
〇
〇

七
八
、
三
三
〇

七
三
、
四
七
〇

八
一
、
二
九
〇

七
六
、
八
四
〇

八
五
、
〇
三
〇

八
〇
、
二
三
〇

八
八
、
七
六
〇

八
三
、
五
七
〇

九
二
、
四
六
〇

八
五
、
六
八
〇

九
四
、
七
九
〇

八
七
、
九
三
〇

九
七
、
二
九
〇

九
二
、
二
八
〇

一
〇
二
、
〇
九
〇

九
六
、
六
六
〇

一
〇
六
、
九
四
〇

九
八
、
八
七
〇

一
〇
九
、
三
八
〇

一
〇
一
、
〇
〇
〇

一
一
一
、
七
五
〇

一
〇
五
、
三
五
〇

一
一
六
、
五
七
〇

一
〇
七
、
三
四
〇

一
一
八
、
七
七
〇

一
〇
九
、
七
〇
〇

一
二
一
、
三
八
〇

一
一
四
、
〇
六
〇

一
二
六
、
一
九
〇

一
一
八
、
八
〇
〇

一
三
一
、
四
四
〇

一
二
一
、
二
四
〇

一
三
四
、
一
四
〇

一
二
三
、
五
五
〇

一
三
六
、
七
〇
〇

一
二
五
、
九
八
〇

一
三
九
、
三
八
〇

一
二
八
、
三
二
〇

一
四
一
、
九
七
〇

一
三
三
、
〇
五
〇

一
四
七
、
二
一
〇

一
三
七
、
七
八
〇

一
五
二
、
四
五
〇

一
四
〇
、
一
三
〇

一
五
五
、
〇
四
〇

一
四
二
、
五
三
〇

一
五
七
、
七
〇
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
四
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
三
、
五
四
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
〇
八
七
五
分
の
一
・
二
〇
三
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。
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別
表
第
一
の
七
（
第
一
条
の
五
、
第
二
条
の
五
関
係
）

別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
四
、
九
八
〇

一
六
、
四
九
〇

一
五
、
三
九
〇

一
六
、
九
四
〇

一
五
、
七
五
〇

一
七
、
三
四
〇

一
六
、
二
六
〇

一
七
、
九
〇
〇

一
六
、
五
七
〇

一
八
、
二
四
〇

一
七
、
一
四
〇

一
八
、
八
七
〇

一
七
、
九
八
〇

一
九
、
八
〇
〇

一
八
、
八
五
〇

二
〇
、
七
五
〇

一
九
、
七
〇
〇

二
一
、
六
九
〇

二
〇
、
五
八
〇

二
二
、
六
六
〇

二
一
、
四
四
〇

二
三
、
六
一
〇

二
二
、
三
三
〇

二
四
、
五
九
〇

二
二
、
八
八
〇

二
五
、
一
九
〇

二
三
、
四
三
〇

二
五
、
八
〇
〇

二
四
、
〇
八
〇

二
六
、
五
一
〇

二
四
、
九
八
〇

二
七
、
五
〇
〇

二
五
、
七
七
〇

二
八
、
三
七
〇

二
六
、
五
〇
〇

二
九
、
一
八
〇

二
七
、
三
八
〇

三
〇
、
一
五
〇

二
八
、
二
八
〇

三
一
、
一
四
〇

二
九
、
二
六
〇

三
二
、
二
二
〇

三
〇
、
二
四
〇

三
三
、
二
九
〇

三
一
、
四
八
〇

三
四
、
六
六
〇

三
二
、
二
四
〇

三
五
、
五
〇
〇

三
三
、
二
五
〇

三
六
、
六
一
〇

三
四
、
二
二
〇

三
七
、
六
八
〇

三
六
、
一
八
〇

三
九
、
八
三
〇

三
六
、
六
八
〇

四
〇
、
三
八
〇

三
八
、
一
八
〇

四
二
、
〇
四
〇

四
〇
、
一
六
〇

四
四
、
二
二
〇

四
二
、
三
六
〇

四
六
、
六
四
〇

四
三
、
四
七
〇

四
七
、
八
六
〇

四
四
、
五
三
〇

四
九
、
〇
三
〇

四
六
、
〇
七
〇

五
〇
、
七
二
〇

四
六
、
九
六
〇

五
一
、
七
〇
〇

四
九
、
五
七
〇

五
四
、
五
八
〇

五
〇
、
八
六
〇

五
六
、
〇
〇
〇

五
二
、
二
〇
〇

五
七
、
四
七
〇

五
四
、
八
一
〇

六
〇
、
三
五
〇

五
七
、
四
三
〇

六
三
、
二
三
〇

五
八
、
一
二
〇

六
三
、
九
九
〇
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六
〇
、
二
八
〇

六
六
、
三
七
〇

六
三
、
三
六
〇

六
九
、
七
六
〇

六
六
、
四
二
〇

七
三
、
一
三
〇

六
八
、
二
九
〇

七
五
、
一
九
〇

七
〇
、
一
三
〇

七
七
、
二
一
〇

七
三
、
八
六
〇

八
一
、
三
二
〇

七
七
、
五
八
〇

八
五
、
四
二
〇

七
八
、
三
三
〇

八
六
、
二
四
〇

八
一
、
二
九
〇

八
九
、
五
〇
〇

八
五
、
〇
三
〇

九
三
、
六
二
〇

八
八
、
七
六
〇

九
七
、
七
二
〇

九
二
、
四
六
〇

一
〇
一
、
八
〇
〇

九
四
、
七
九
〇

一
〇
四
、
三
六
〇

九
七
、
二
九
〇

一
〇
七
、
一
二
〇

一
〇
二
、
〇
九
〇

一
一
二
、
四
〇
〇

一
〇
六
、
九
四
〇

一
一
七
、
七
四
〇

一
〇
九
、
三
八
〇

一
二
〇
、
四
三
〇

一
一
一
、
七
五
〇

一
二
三
、
〇
四
〇

一
一
六
、
五
七
〇

一
二
八
、
三
四
〇

一
一
八
、
七
七
〇

一
三
〇
、
七
七
〇

一
二
一
、
三
八
〇

一
三
三
、
六
四
〇

一
二
六
、
一
九
〇

一
三
八
、
九
四
〇

一
三
一
、
四
四
〇

一
四
四
、
七
二
〇

一
三
四
、
一
四
〇

一
四
七
、
六
九
〇

一
三
六
、
七
〇
〇

一
五
〇
、
五
一
〇

一
三
九
、
三
八
〇

一
五
三
、
四
六
〇

一
四
一
、
九
七
〇

一
五
六
、
三
一
〇

一
四
七
、
二
一
〇

一
六
二
、
〇
八
〇

一
五
二
、
四
五
〇

一
六
七
、
八
五
〇

一
五
五
、
〇
四
〇

一
七
〇
、
七
〇
〇

一
五
七
、
七
〇
〇

一
七
三
、
六
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
六
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
四
、
九
八
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
一
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
八
（
第
一
条
の
六
、
第
二
条
の
六
関
係
）

別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

一
六
、
四
九
〇

二
〇
、
三
四
〇

一
六
、
九
四
〇

二
〇
、
九
二
〇

一
七
、
三
四
〇

二
一
、
四
〇
〇

一
七
、
九
〇
〇

二
二
、
〇
九
〇

一
八
、
二
四
〇

二
二
、
五
一
〇

一
八
、
八
七
〇

二
三
、
二
九
〇

一
九
、
八
〇
〇

二
四
、
四
三
〇
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二
〇
、
七
五
〇

二
五
、
六
一
〇

二
一
、
六
九
〇

二
六
、
七
七
〇

二
二
、
六
六
〇

二
七
、
九
六
〇

二
三
、
六
一
〇

二
九
、
一
三
〇

二
四
、
五
九
〇

三
〇
、
三
三
〇

二
五
、
一
九
〇

三
一
、
〇
八
〇

二
五
、
八
〇
〇

三
一
、
八
三
〇

二
六
、
五
一
〇

三
二
、
七
一
〇

二
七
、
五
〇
〇

三
三
、
九
四
〇

二
八
、
三
七
〇

三
五
、
〇
一
〇

二
九
、
一
八
〇

三
六
、
〇
〇
〇

三
〇
、
一
五
〇

三
七
、
二
一
〇

三
一
、
一
四
〇

三
八
、
四
三
〇

三
二
、
二
二
〇

三
九
、
七
六
〇

三
三
、
二
九
〇

四
一
、
〇
九
〇

三
四
、
六
六
〇

四
二
、
七
六
〇

三
五
、
五
〇
〇

四
三
、
八
一
〇

三
六
、
六
一
〇

四
五
、
一
八
〇

三
七
、
六
八
〇

四
六
、
四
九
〇

三
九
、
八
三
〇

四
九
、
一
四
〇

四
〇
、
三
八
〇

四
九
、
八
四
〇

四
二
、
〇
四
〇

五
一
、
八
七
〇

四
四
、
二
二
〇

五
四
、
五
七
〇

四
六
、
六
四
〇

五
七
、
五
四
〇

四
七
、
八
六
〇

五
九
、
〇
六
〇

四
九
、
〇
三
〇

六
〇
、
五
一
〇

五
〇
、
七
二
〇

六
二
、
五
八
〇

五
一
、
七
〇
〇

六
三
、
八
〇
〇

五
四
、
五
八
〇

六
七
、
三
四
〇

五
六
、
〇
〇
〇

六
九
、
〇
九
〇

五
七
、
四
七
〇

七
〇
、
九
三
〇

六
〇
、
三
五
〇

七
四
、
四
六
〇

六
三
、
二
三
〇

七
八
、
〇
三
〇

六
三
、
九
九
〇

七
八
、
九
六
〇

六
六
、
三
七
〇

八
一
、
九
一
〇

六
九
、
七
六
〇

八
六
、
〇
八
〇

七
三
、
一
三
〇

九
〇
、
二
三
〇

七
五
、
一
九
〇

九
二
、
七
八
〇

七
七
、
二
一
〇

九
五
、
二
八
〇

八
一
、
三
二
〇

一
〇
〇
、
三
四
〇

八
五
、
四
二
〇

一
〇
五
、
四
一
〇

八
六
、
二
四
〇

一
〇
六
、
四
一
〇

八
九
、
五
〇
〇

一
一
〇
、
四
四
〇

九
三
、
六
二
〇

一
一
五
、
五
三
〇
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九
七
、
七
二
〇

一
二
〇
、
五
九
〇

一
〇
一
、
八
〇
〇

一
二
五
、
六
三
〇

一
〇
四
、
三
六
〇

一
二
八
、
七
九
〇

一
〇
七
、
一
二
〇

一
三
二
、
一
八
〇

一
一
二
、
四
〇
〇

一
三
八
、
七
〇
〇

一
一
七
、
七
四
〇

一
四
五
、
二
九
〇

一
二
〇
、
四
三
〇

一
四
八
、
六
二
〇

一
二
三
、
〇
四
〇

一
五
一
、
八
三
〇

一
二
八
、
三
四
〇

一
五
八
、
三
八
〇

一
三
〇
、
七
七
〇

一
六
一
、
三
六
〇

一
三
三
、
六
四
〇

一
六
四
、
九
二
〇

一
三
八
、
九
四
〇

一
七
一
、
四
四
〇

一
四
四
、
七
二
〇

一
七
八
、
五
八
〇

一
四
七
、
六
九
〇

一
八
二
、
二
五
〇

一
五
〇
、
五
一
〇

一
八
五
、
七
三
〇

一
五
三
、
四
六
〇

一
八
九
、
三
七
〇

一
五
六
、
三
一
〇

一
九
二
、
八
八
〇

一
六
二
、
〇
八
〇

二
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
六
七
、
八
五
〇

二
〇
七
、
一
三
〇

一
七
〇
、
七
〇
〇

二
一
〇
、
六
四
〇

一
七
三
、
六
三
〇

二
一
四
、
二
五
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
七
の
仮
定
俸
給
の
額
が
こ
の
表
に
記
載
さ
れ
た
額
に
合
致
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
（
在
職
中
死
亡
の
場
合
の
死
亡
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
を
し
た
者
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
二
三
四
（
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
・
一
〇
五
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
九
（
第
一
条
の
七
、
第
二
条
の
七
関
係
）

別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

二
〇
、
三
四
〇

二
五
、
一
八
〇

二
〇
、
九
二
〇

二
五
、
八
九
〇

二
一
、
四
〇
〇

二
六
、
四
九
〇

二
二
、
〇
九
〇

二
七
、
三
五
〇

二
二
、
五
一
〇

二
七
、
八
七
〇

二
三
、
二
九
〇

二
八
、
八
三
〇

二
四
、
四
三
〇

三
〇
、
二
四
〇

二
五
、
六
一
〇

三
一
、
七
〇
〇

二
六
、
七
七
〇

三
三
、
一
三
〇

二
七
、
九
六
〇

三
四
、
六
一
〇

二
九
、
一
三
〇

三
六
、
〇
七
〇

三
〇
、
三
三
〇

三
七
、
五
五
〇

三
一
、
〇
八
〇

三
八
、
四
八
〇

三
一
、
八
三
〇

三
九
、
四
一
〇

三
二
、
七
一
〇

四
〇
、
四
九
〇

三
三
、
九
四
〇

四
二
、
〇
二
〇
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三
五
、
〇
一
〇

四
三
、
三
四
〇

三
六
、
〇
〇
〇

四
四
、
五
七
〇

三
七
、
二
一
〇

四
六
、
〇
七
〇

三
八
、
四
三
〇

四
七
、
五
七
〇

三
九
、
七
六
〇

四
九
、
二
二
〇

四
一
、
〇
九
〇

五
〇
、
八
八
〇

四
二
、
七
六
〇

五
二
、
九
三
〇

四
三
、
八
一
〇

五
四
、
二
三
〇

四
五
、
一
八
〇

五
五
、
九
三
〇

四
六
、
四
九
〇

五
七
、
五
六
〇

四
九
、
一
四
〇

六
〇
、
八
三
〇

四
九
、
八
四
〇

六
一
、
七
〇
〇

五
一
、
八
七
〇

六
四
、
二
一
〇

五
四
、
五
七
〇

六
七
、
五
五
〇

五
七
、
五
四
〇

七
一
、
二
三
〇

五
九
、
〇
六
〇

七
三
、
一
二
〇

六
〇
、
五
一
〇

七
四
、
九
一
〇

六
二
、
五
八
〇

七
七
、
四
八
〇

六
三
、
八
〇
〇

七
八
、
九
八
〇

六
七
、
三
四
〇

八
三
、
三
七
〇

六
九
、
〇
九
〇

八
五
、
五
三
〇

七
〇
、
九
三
〇

八
七
、
八
一
〇

七
四
、
四
六
〇

九
二
、
一
八
〇

七
八
、
〇
三
〇

九
六
、
六
一
〇

七
八
、
九
六
〇

九
七
、
七
五
〇

八
一
、
九
一
〇

一
〇
一
、
四
〇
〇

八
六
、
〇
八
〇

一
〇
六
、
五
八
〇

九
〇
、
二
三
〇

一
一
一
、
七
一
〇

九
二
、
七
八
〇

一
一
四
、
八
七
〇

九
五
、
二
八
〇

一
一
七
、
九
六
〇

一
〇
〇
、
三
四
〇

一
二
四
、
二
三
〇

一
〇
五
、
四
一
〇

一
三
〇
、
四
九
〇

一
〇
六
、
四
一
〇

一
三
一
、
七
三
〇

一
一
〇
、
四
四
〇

一
三
六
、
七
三
〇

一
一
五
、
五
三
〇

一
四
三
、
〇
二
〇

一
二
〇
、
五
九
〇

一
四
九
、
二
九
〇

一
二
五
、
六
三
〇

一
五
五
、
五
三
〇

一
二
八
、
七
九
〇

一
五
九
、
四
四
〇

一
三
二
、
一
八
〇

一
六
三
、
六
四
〇

一
三
八
、
七
〇
〇

一
七
一
、
七
一
〇

一
四
五
、
二
九
〇

一
七
九
、
八
八
〇

一
四
八
、
六
二
〇

一
八
三
、
九
八
〇

一
五
一
、
八
三
〇

一
八
七
、
九
六
〇

一
五
八
、
三
八
〇

一
九
六
、
〇
七
〇
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一
六
一
、
三
六
〇

一
九
九
、
七
六
〇

一
六
四
、
九
二
〇

二
〇
四
、
一
七
〇

一
七
一
、
四
四
〇

二
一
二
、
二
四
〇

一
七
八
、
五
八
〇

二
二
一
、
〇
八
〇

一
八
二
、
二
五
〇

二
二
五
、
六
三
〇

一
八
五
、
七
三
〇

二
二
九
、
九
三
〇

一
八
九
、
三
七
〇

二
三
四
、
四
三
〇

一
九
二
、
八
八
〇

二
三
八
、
七
九
〇

二
〇
〇
、
〇
〇
〇

二
四
七
、
六
〇
〇

二
〇
七
、
一
三
〇

二
五
六
、
四
二
〇

二
一
〇
、
六
四
〇

二
六
〇
、
七
八
〇

二
一
四
、
二
五
〇

二
六
五
、
二
四
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
八
の
仮
定
俸
給
の
額
が
こ
の
表
に
記
載
さ
れ
た
額
に
合
致
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
一
・
二
三
八
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
、
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
（
第
一
条
の
八
、
第
二
条
の
八
関
係
）

別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

三
六
、
〇
七
〇

四
六
、
六
三
〇

三
七
、
五
五
〇

四
八
、
五
五
〇

三
八
、
四
八
〇

四
九
、
七
六
〇

三
九
、
四
一
〇

五
〇
、
九
六
〇

四
〇
、
四
九
〇

五
二
、
三
六
〇

四
二
、
〇
二
〇

五
四
、
三
三
〇

四
三
、
三
四
〇

五
六
、
〇
四
〇

四
四
、
五
七
〇

五
七
、
六
三
〇

四
六
、
〇
七
〇

五
九
、
五
七
〇

四
七
、
五
七
〇

六
一
、
五
〇
〇

四
九
、
二
二
〇

六
三
、
六
四
〇

五
〇
、
八
八
〇

六
五
、
七
八
〇

五
二
、
九
三
〇

六
八
、
四
四
〇

五
四
、
二
三
〇

七
〇
、
一
三
〇

五
五
、
九
三
〇

七
二
、
三
一
〇

五
七
、
五
六
〇

七
四
、
四
三
〇

六
〇
、
八
三
〇

七
八
、
六
六
〇

六
一
、
七
〇
〇

七
九
、
七
八
〇

六
四
、
二
一
〇

八
三
、
〇
三
〇

六
七
、
五
五
〇

八
七
、
三
四
〇

七
一
、
二
三
〇

九
二
、
一
一
〇

七
三
、
一
二
〇

九
四
、
五
四
〇

七
四
、
九
一
〇

九
六
、
八
六
〇

七
七
、
四
八
〇

一
〇
〇
、
一
八
〇

七
八
、
九
八
〇

一
〇
二
、
一
三
〇

八
三
、
三
七
〇

一
〇
七
、
七
九
〇

79



八
五
、
五
三
〇

一
一
〇
、
五
九
〇

八
七
、
八
一
〇

一
一
三
、
五
三
〇

九
二
、
一
八
〇

一
一
九
、
一
九
〇

九
六
、
六
一
〇

一
二
四
、
九
二
〇

九
七
、
七
五
〇

一
二
六
、
三
九
〇

一
〇
一
、
四
〇
〇

一
三
一
、
一
一
〇

一
〇
六
、
五
八
〇

一
三
七
、
八
〇
〇

一
一
一
、
七
一
〇

一
四
四
、
四
四
〇

一
一
四
、
八
七
〇

一
四
八
、
五
三
〇

一
一
七
、
九
六
〇

一
五
二
、
五
二
〇

一
二
四
、
二
三
〇

一
六
〇
、
六
三
〇

一
三
〇
、
四
九
〇

一
六
八
、
七
三
〇

一
三
一
、
七
三
〇

一
七
〇
、
三
三
〇

一
三
六
、
七
三
〇

一
七
六
、
七
八
〇

一
四
三
、
〇
二
〇

一
八
四
、
九
二
〇

一
四
九
、
二
九
〇

一
九
三
、
〇
三
〇

一
五
五
、
五
三
〇

二
〇
一
、
〇
九
〇

一
五
九
、
四
四
〇

二
〇
六
、
一
六
〇

一
六
三
、
六
四
〇

二
一
一
、
五
九
〇

一
七
一
、
七
一
〇

二
二
二
、
〇
二
〇

一
七
九
、
八
八
〇

二
三
二
、
五
八
〇

一
八
三
、
九
八
〇

二
三
七
、
八
九
〇

一
八
七
、
九
六
〇

二
四
三
、
〇
三
〇

一
九
六
、
〇
七
〇

二
五
三
、
五
二
〇

一
九
九
、
七
六
〇

二
五
八
、
二
九
〇

二
〇
四
、
一
七
〇

二
六
三
、
九
九
〇

二
一
二
、
二
四
〇

二
七
四
、
四
三
〇

二
二
一
、
〇
八
〇

二
八
五
、
八
六
〇

二
二
五
、
六
三
〇

二
九
一
、
七
三
〇

二
二
九
、
九
三
〇

二
九
七
、
二
九
〇

二
三
四
、
四
三
〇

三
〇
三
、
一
三
〇

二
三
八
、
七
九
〇

三
〇
八
、
七
六
〇

二
四
七
、
六
〇
〇

三
二
〇
、
一
五
〇

二
五
六
、
四
二
〇

三
三
一
、
五
五
〇

二
六
〇
、
七
八
〇

三
三
七
、
一
八
〇

二
六
五
、
二
四
〇

三
四
二
、
九
六
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
の
額
が
こ
の
表
に
記
載
さ
れ
た
額
に
合
致
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
直
近
多
額
の
こ
の
表
に
記
載
さ
れ
た
額
に
対
応
す
る
仮
定
俸
給
の
額
に
よ
る
も
の
と
し

、
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
の
額
が
二
六
五
、
二
四
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
一
・
二
九
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。
た
だ
し
、
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
又
は
旧
法
の
規
定
に

よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
（
こ
れ
ら
の
年
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
組
合
員
期
間
の
う
ち
実
在
職
し
た
期
間
が
旧
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
最
短
年
金
年
限
に
達
し
て
い
な
い
も
の
の
う

ち
六
十
五
歳
未
満
の
者
（
旧
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金
に
相
当
す
る
年
金
を
受
け
る
妻
、
子
及
び
孫
を
除
く
。
）
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
そ
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
三
、

一
三
〇
円
を
超
え
三
四
、
六
一
〇
円
以
下
の
と
き
は
四
四
、
七
五
〇
円
を
、
三
一
、
七
〇
〇
円
を
超
え
三
三
、
一
三
〇
円
以
下
の
と
き
は
四
二
、
八
四
〇
円
を
、
三
一
、
七
〇
〇
円
以
下
の
と
き
は
四
〇
、
九
九
〇
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。
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別
表
第
一
の
十
一
（
第
一
条
の
八
、
第
二
条
の
八
関
係
）

別
表
第
一
の
九
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

三
六
、
〇
七
〇

四
九
、
八
一
〇

三
七
、
五
五
〇

五
一
、
八
六
〇

三
八
、
四
八
〇

五
三
、
一
四
〇

三
九
、
四
一
〇

五
四
、
四
三
〇

四
〇
、
四
九
〇

五
五
、
九
二
〇

四
二
、
〇
二
〇

五
八
、
〇
三
〇

四
三
、
三
四
〇

五
九
、
八
六
〇

四
四
、
五
七
〇

六
一
、
五
五
〇

四
六
、
〇
七
〇

六
三
、
六
二
〇

四
七
、
五
七
〇

六
五
、
六
九
〇

四
九
、
二
二
〇

六
七
、
九
七
〇

五
〇
、
八
八
〇

七
〇
、
二
六
〇

五
二
、
九
三
〇

七
三
、
一
〇
〇

五
四
、
二
三
〇

七
四
、
九
〇
〇

五
五
、
九
三
〇

七
七
、
二
三
〇

五
七
、
五
六
〇

七
九
、
四
九
〇

六
〇
、
八
三
〇

八
四
、
〇
一
〇

六
一
、
七
〇
〇

八
五
、
二
一
〇

六
四
、
二
一
〇

八
八
、
六
八
〇

六
七
、
五
五
〇

九
三
、
二
八
〇

七
一
、
二
三
〇

九
八
、
三
八
〇

七
三
、
一
二
〇

一
〇
〇
、
九
八
〇

七
四
、
九
一
〇

一
〇
三
、
四
五
〇

七
七
、
四
八
〇

一
〇
六
、
九
九
〇

七
八
、
九
八
〇

一
〇
九
、
〇
八
〇

八
三
、
三
七
〇

一
一
五
、
一
三
〇

八
五
、
五
三
〇

一
一
八
、
一
三
〇

八
七
、
八
一
〇

一
二
一
、
二
七
〇

九
二
、
一
八
〇

一
二
七
、
三
一
〇

九
六
、
六
一
〇

一
三
三
、
四
二
〇

九
七
、
七
五
〇

一
三
四
、
九
九
〇

一
〇
一
、
四
〇
〇

一
四
〇
、
〇
三
〇

一
〇
六
、
五
八
〇

一
四
七
、
一
八
〇

一
一
一
、
七
一
〇

一
五
四
、
二
七
〇

一
一
四
、
八
七
〇

一
五
八
、
六
三
〇

一
一
七
、
九
六
〇

一
六
二
、
九
〇
〇

一
二
四
、
二
三
〇

一
七
一
、
五
六
〇

一
三
〇
、
四
九
〇

一
八
〇
、
二
一
〇

一
三
一
、
七
三
〇

一
八
一
、
九
三
〇

一
三
六
、
七
三
〇

一
八
八
、
八
二
〇

一
四
三
、
〇
二
〇

一
九
七
、
五
一
〇
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一
四
九
、
二
九
〇

二
〇
六
、
一
八
〇

一
五
五
、
五
三
〇

二
一
四
、
七
八
〇

一
五
九
、
四
四
〇

二
二
〇
、
一
九
〇

一
六
三
、
六
四
〇

二
二
五
、
九
九
〇

一
七
一
、
七
一
〇

二
三
七
、
一
三
〇

一
七
九
、
八
八
〇

二
四
八
、
四
一
〇

一
八
三
、
九
八
〇

二
五
四
、
〇
八
〇

一
八
七
、
九
六
〇

二
五
九
、
五
七
〇

一
九
六
、
〇
七
〇

二
七
〇
、
七
七
〇

一
九
九
、
七
六
〇

二
七
五
、
八
七
〇

二
〇
四
、
一
七
〇

二
八
一
、
九
六
〇

二
一
二
、
二
四
〇

二
九
三
、
一
一
〇

二
二
一
、
〇
八
〇

三
〇
五
、
三
二
〇

二
二
五
、
六
三
〇

三
一
一
、
五
九
〇

二
二
九
、
九
三
〇

三
一
七
、
五
三
〇

二
三
四
、
四
三
〇

三
二
三
、
七
五
〇

二
三
八
、
七
九
〇

三
二
九
、
七
八
〇

二
四
七
、
六
〇
〇

三
四
一
、
九
三
〇

二
五
六
、
四
二
〇

三
五
四
、
一
一
〇

二
六
〇
、
七
八
〇

三
六
〇
、
一
三
〇

二
六
五
、
二
四
〇

三
六
六
、
三
〇
〇

備
考

別
表
第
一
の
十
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
十
の
備
考
中
「
一
・
二
九
三
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
三
八
一
」
と
、
「
四
四
、
七
五
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
七
、
七
九

〇
円
」
と
、
「
四
二
、
八
四
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
五
、
七
六
〇
円
」
と
、
「
四
〇
、
九
九
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
三
、
七
八
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
二
（
第
一
条
の
九
、
第
二
条
の
九
関
係
）

別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

四
三
、
七
八
〇

四
八
、
八
一
〇

四
五
、
七
六
〇

五
一
、
〇
二
〇

四
七
、
七
九
〇

五
三
、
二
九
〇

四
九
、
八
一
〇

五
五
、
五
三
〇

五
一
、
八
六
〇

五
七
、
八
三
〇

五
三
、
一
四
〇

五
九
、
二
五
〇

五
四
、
四
三
〇

六
〇
、
六
八
〇

五
五
、
九
二
〇

六
二
、
三
一
〇

五
八
、
〇
三
〇

六
四
、
六
一
〇

五
九
、
八
六
〇

六
六
、
六
〇
〇

六
一
、
五
五
〇

六
八
、
四
五
〇

六
三
、
六
二
〇

七
〇
、
七
〇
〇

六
五
、
六
九
〇

七
二
、
九
六
〇

六
七
、
九
七
〇

七
五
、
四
四
〇

七
〇
、
二
六
〇

七
七
、
九
四
〇

七
三
、
一
〇
〇

八
一
、
〇
六
〇

七
四
、
九
〇
〇

八
三
、
〇
四
〇
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七
七
、
二
三
〇

八
五
、
六
二
〇

七
九
、
四
九
〇

八
八
、
一
一
〇

八
四
、
〇
一
〇

九
三
、
〇
八
〇

八
五
、
二
一
〇

九
四
、
四
一
〇

八
八
、
六
八
〇

九
八
、
二
三
〇

九
三
、
二
八
〇

一
〇
三
、
三
二
〇

九
八
、
三
八
〇

一
〇
八
、
九
三
〇

一
〇
〇
、
九
八
〇

一
一
一
、
八
〇
〇

一
〇
三
、
四
五
〇

一
一
四
、
五
三
〇

一
〇
六
、
九
九
〇

一
一
八
、
四
三
〇

一
〇
九
、
〇
八
〇

一
二
〇
、
七
三
〇

一
一
五
、
一
三
〇

一
二
七
、
四
二
〇

一
一
八
、
一
三
〇

一
三
〇
、
七
二
〇

一
二
一
、
二
七
〇

一
三
四
、
一
八
〇

一
二
七
、
三
一
〇

一
四
〇
、
八
五
〇

一
三
三
、
四
二
〇

一
四
七
、
五
八
〇

一
三
四
、
九
九
〇

一
四
九
、
三
二
〇

一
四
〇
、
〇
三
〇

一
五
四
、
八
八
〇

一
四
七
、
一
八
〇

一
六
二
、
七
七
〇

一
五
四
、
二
七
〇

一
七
〇
、
五
八
〇

一
五
八
、
六
三
〇

一
七
五
、
四
〇
〇

一
六
二
、
九
〇
〇

一
八
〇
、
一
〇
〇

一
七
一
、
五
六
〇

一
八
九
、
六
五
〇

一
八
〇
、
二
一
〇

一
九
八
、
九
九
〇

一
八
一
、
九
三
〇

二
〇
〇
、
八
二
〇

一
八
八
、
八
二
〇

二
〇
八
、
一
三
〇

一
九
七
、
五
一
〇

二
一
七
、
三
六
〇

二
〇
六
、
一
八
〇

二
二
六
、
五
七
〇

二
一
四
、
七
八
〇

二
三
五
、
七
一
〇

二
二
〇
、
一
九
〇

二
四
一
、
四
五
〇

二
二
五
、
九
九
〇

二
四
七
、
六
一
〇

二
三
七
、
一
三
〇

二
五
九
、
四
四
〇

二
四
八
、
四
一
〇

二
七
一
、
四
二
〇

二
五
四
、
〇
八
〇

二
七
七
、
四
四
〇

二
五
九
、
五
七
〇

二
八
三
、
一
五
〇

二
七
〇
、
七
七
〇

二
九
四
、
八
三
〇

二
七
五
、
八
七
〇

三
〇
〇
、
一
三
〇

二
八
一
、
九
六
〇

三
〇
六
、
二
九
〇

二
九
三
、
一
一
〇

三
一
七
、
四
四
〇

三
〇
五
、
三
二
〇

三
二
九
、
六
五
〇

三
一
一
、
五
九
〇

三
三
五
、
九
三
〇

三
一
七
、
五
三
〇

三
四
一
、
八
六
〇

三
二
三
、
七
五
〇

三
四
八
、
〇
八
〇

三
二
九
、
七
八
〇

三
五
四
、
一
一
〇
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三
四
一
、
九
三
〇

三
六
六
、
二
七
〇

三
五
四
、
一
一
〇

三
七
八
、
四
四
〇

三
六
〇
、
一
三
〇

三
八
四
、
四
七
〇

三
六
六
、
三
〇
〇

三
九
〇
、
六
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
一
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
六
六
、
三
〇
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
二
九
二
、
〇
〇
〇
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
三
（
第
一
条
の
十
、
第
一
条
の
十
の
二
、
第
二
条
の
十
、
第
二
条
の
十
の
二
、
第
三
条
の
十
の
二
関
係
）

別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

四
八
、
八
一
〇

五
二
、
二
七
〇

五
一
、
〇
二
〇

五
四
、
六
三
〇

五
三
、
二
九
〇

五
七
、
〇
五
〇

五
五
、
五
三
〇

五
九
、
四
四
〇

五
七
、
八
三
〇

六
一
、
八
九
〇

五
九
、
二
五
〇

六
三
、
四
一
〇

六
〇
、
六
八
〇

六
四
、
九
四
〇

六
二
、
三
一
〇

六
六
、
六
八
〇

六
四
、
六
一
〇

六
九
、
一
三
〇

六
六
、
六
〇
〇

七
一
、
二
五
〇

六
八
、
四
五
〇

七
三
、
二
三
〇

七
〇
、
七
〇
〇

七
五
、
六
三
〇

七
二
、
九
六
〇

七
八
、
〇
四
〇

七
五
、
四
四
〇

八
〇
、
六
九
〇

七
七
、
九
四
〇

八
三
、
三
六
〇

八
一
、
〇
六
〇

八
六
、
六
八
〇

八
三
、
〇
四
〇

八
八
、
八
〇
〇

八
五
、
六
二
〇

九
一
、
五
四
〇

八
八
、
一
一
〇

九
四
、
二
〇
〇

九
三
、
〇
八
〇

九
九
、
五
一
〇

九
四
、
四
一
〇

一
〇
〇
、
九
三
〇

九
八
、
二
三
〇

一
〇
五
、
〇
一
〇

一
〇
三
、
三
二
〇

一
一
〇
、
四
三
〇

一
〇
八
、
九
三
〇

一
一
六
、
四
三
〇

一
一
一
、
八
〇
〇

一
一
九
、
四
八
〇

一
一
四
、
五
三
〇

一
二
二
、
四
〇
〇

一
一
八
、
四
三
〇

一
二
六
、
五
六
〇

一
二
〇
、
七
三
〇

一
二
九
、
〇
二
〇

一
二
七
、
四
二
〇

一
三
六
、
一
四
〇

一
三
〇
、
七
二
〇

一
三
九
、
六
七
〇

一
三
四
、
一
八
〇

一
四
三
、
三
七
〇

一
四
〇
、
八
五
〇

一
五
〇
、
四
八
〇

一
四
七
、
五
八
〇

一
五
七
、
六
七
〇

一
四
九
、
三
二
〇

一
五
九
、
五
二
〇
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一
五
四
、
八
八
〇

一
六
五
、
四
五
〇

一
六
二
、
七
七
〇

一
七
三
、
八
七
〇

一
七
〇
、
五
八
〇

一
八
二
、
二
〇
〇

一
七
五
、
四
〇
〇

一
八
七
、
三
四
〇

一
八
〇
、
一
〇
〇

一
九
二
、
三
六
〇

一
八
九
、
六
五
〇

二
〇
二
、
五
五
〇

一
九
八
、
九
九
〇

二
一
二
、
五
二
〇

二
〇
〇
、
八
二
〇

二
一
四
、
四
七
〇

二
〇
八
、
一
三
〇

二
二
二
、
二
七
〇

二
一
七
、
三
六
〇

二
三
二
、
一
二
〇

二
二
六
、
五
七
〇

二
四
一
、
九
四
〇

二
三
五
、
七
一
〇

二
五
一
、
六
九
〇

二
四
一
、
四
五
〇

二
五
七
、
八
二
〇

二
四
七
、
六
一
〇

二
六
四
、
三
九
〇

二
五
九
、
四
四
〇

二
七
七
、
〇
二
〇

二
七
一
、
四
二
〇

二
八
九
、
七
九
〇

二
七
七
、
四
四
〇

二
九
六
、
二
三
〇

二
八
三
、
一
五
〇

三
〇
二
、
三
二
〇

二
九
四
、
八
三
〇

三
一
四
、
七
七
〇

三
〇
〇
、
一
三
〇

三
二
〇
、
四
三
〇

三
〇
六
、
二
九
〇

三
二
七
、
〇
一
〇

三
一
七
、
四
四
〇

三
三
八
、
九
〇
〇

三
二
九
、
六
五
〇

三
五
一
、
九
三
〇

三
三
五
、
九
三
〇

三
五
八
、
六
三
〇

三
四
一
、
八
六
〇

三
六
四
、
九
六
〇

三
四
八
、
〇
八
〇

三
七
一
、
六
〇
〇

三
五
四
、
一
一
〇

三
七
八
、
〇
三
〇

三
六
六
、
二
七
〇

三
九
一
、
〇
〇
〇

三
七
八
、
四
四
〇

四
〇
三
、
九
九
〇

三
八
四
、
四
七
〇

四
一
〇
、
四
二
〇

三
九
〇
、
六
三
〇

四
一
七
、
〇
〇
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
二
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
九
〇
、
六
三
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
、
一
・
〇
六
七
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
三
百
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え
た
額

（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
四
（
第
一
条
の
十
一
、
第
二
条
の
十
一
関
係
）

別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

五
九
、
四
四
〇

六
三
、
七
一
〇

六
一
、
八
九
〇

六
六
、
三
三
〇

六
三
、
四
一
〇

六
七
、
九
六
〇

六
四
、
九
四
〇

六
九
、
六
〇
〇

六
六
、
六
八
〇

七
一
、
四
五
〇

六
九
、
一
三
〇

七
四
、
〇
八
〇

七
一
、
二
五
〇

七
六
、
三
五
〇
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七
三
、
二
三
〇

七
八
、
四
六
〇

七
五
、
六
三
〇

八
一
、
〇
三
〇

七
八
、
〇
四
〇

八
三
、
六
二
〇

八
〇
、
六
九
〇

八
六
、
四
五
〇

八
三
、
三
六
〇

八
九
、
三
〇
〇

八
六
、
六
八
〇

九
二
、
八
六
〇

八
八
、
八
〇
〇

九
五
、
一
三
〇

九
一
、
五
四
〇

九
八
、
〇
六
〇

九
四
、
二
〇
〇

一
〇
〇
、
九
〇
〇

九
九
、
五
一
〇

一
〇
六
、
五
八
〇

一
〇
〇
、
九
三
〇

一
〇
八
、
一
〇
〇

一
〇
五
、
〇
一
〇

一
一
二
、
四
七
〇

一
一
〇
、
四
三
〇

一
一
八
、
二
八
〇

一
一
六
、
四
三
〇

一
二
四
、
六
八
〇

一
一
九
、
四
八
〇

一
二
七
、
九
六
〇

一
二
二
、
四
〇
〇

一
三
一
、
〇
八
〇

一
二
六
、
五
六
〇

一
三
五
、
五
三
〇

一
二
九
、
〇
二
〇

一
三
八
、
一
六
〇

一
三
六
、
一
四
〇

一
四
五
、
七
八
〇

一
三
九
、
六
七
〇

一
四
九
、
五
五
〇

一
四
三
、
三
七
〇

一
五
三
、
五
一
〇

一
五
〇
、
四
八
〇

一
六
一
、
一
二
〇

一
五
七
、
六
七
〇

一
六
八
、
八
一
〇

一
五
九
、
五
二
〇

一
七
〇
、
七
九
〇

一
六
五
、
四
五
〇

一
七
七
、
一
四
〇

一
七
三
、
八
七
〇

一
八
六
、
一
四
〇

一
八
二
、
二
〇
〇

一
九
五
、
〇
六
〇

一
八
七
、
三
四
〇

二
〇
〇
、
五
七
〇

一
九
二
、
三
六
〇

二
〇
五
、
九
三
〇

二
〇
二
、
五
五
〇

二
一
六
、
八
三
〇

二
一
二
、
五
二
〇

二
二
七
、
五
〇
〇

二
一
四
、
四
七
〇

二
二
九
、
五
九
〇

二
二
二
、
二
七
〇

二
三
七
、
九
三
〇

二
三
二
、
一
二
〇

二
四
八
、
四
八
〇

二
四
一
、
九
四
〇

二
五
八
、
九
八
〇

二
五
一
、
六
九
〇

二
六
九
、
四
二
〇

二
五
七
、
八
二
〇

二
七
五
、
九
八
〇

二
六
四
、
三
九
〇

二
八
三
、
〇
一
〇

二
七
七
、
〇
二
〇

二
九
六
、
五
二
〇

二
八
九
、
七
九
〇

三
一
〇
、
一
八
〇

二
九
六
、
二
三
〇

三
一
七
、
〇
七
〇

三
〇
二
、
三
二
〇

三
二
三
、
五
八
〇

三
一
四
、
七
七
〇

三
三
六
、
九
一
〇

三
二
〇
、
四
三
〇

三
四
二
、
九
八
〇
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三
二
七
、
〇
一
〇

三
五
〇
、
〇
一
〇

三
三
八
、
九
〇
〇

三
六
二
、
七
三
〇

三
五
一
、
九
三
〇

三
七
六
、
五
三
〇

三
五
八
、
六
三
〇

三
八
三
、
二
三
〇

三
六
四
、
九
六
〇

三
八
九
、
五
六
〇

三
七
一
、
六
〇
〇

三
九
六
、
二
〇
〇

三
七
八
、
〇
三
〇

四
〇
二
、
六
三
〇

三
九
一
、
〇
〇
〇

四
一
五
、
六
〇
〇

四
〇
三
、
九
九
〇

四
二
八
、
五
九
〇

四
一
〇
、
四
二
〇

四
三
五
、
〇
二
〇

四
一
七
、
〇
〇
〇

四
四
一
、
六
〇
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
三
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
一
七
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
、
二
四
、
六
〇
〇
円
を
加
え
た
額
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
五
（
第
一
条
の
十
二
、
第
二
条
の
十
二
関
係
）

別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

六
三
、
七
一
〇

六
六
、
二
三
〇

六
六
、
三
三
〇

六
八
、
九
六
〇

六
七
、
九
六
〇

七
〇
、
六
四
〇

六
九
、
六
〇
〇

七
二
、
三
四
〇

七
一
、
四
五
〇

七
四
、
二
六
〇

七
四
、
〇
八
〇

七
六
、
九
八
〇

七
六
、
三
五
〇

七
九
、
三
四
〇

七
八
、
四
六
〇

八
一
、
五
三
〇

八
一
、
〇
三
〇

八
四
、
一
九
〇

八
三
、
六
二
〇

八
六
、
八
八
〇

八
六
、
四
五
〇

八
九
、
八
二
〇

八
九
、
三
〇
〇

九
二
、
七
七
〇

九
二
、
八
六
〇

九
六
、
四
六
〇

九
五
、
一
三
〇

九
八
、
八
一
〇

九
八
、
〇
六
〇

一
〇
一
、
八
五
〇

一
〇
〇
、
九
〇
〇

一
〇
四
、
八
〇
〇

一
〇
六
、
五
八
〇

一
一
〇
、
六
九
〇

一
〇
八
、
一
〇
〇

一
一
二
、
二
七
〇

一
一
二
、
四
七
〇

一
一
六
、
七
九
〇

一
一
八
、
二
八
〇

一
二
二
、
八
二
〇

一
二
四
、
六
八
〇

一
二
九
、
四
七
〇

一
二
七
、
九
六
〇

一
三
二
、
八
六
〇

一
三
一
、
〇
八
〇

一
三
六
、
〇
九
〇

一
三
五
、
五
三
〇

一
四
〇
、
七
一
〇

一
三
八
、
一
六
〇

一
四
三
、
四
三
〇

一
四
五
、
七
八
〇

一
五
一
、
三
三
〇

一
四
九
、
五
五
〇

一
五
五
、
二
三
〇

一
五
三
、
五
一
〇

一
五
九
、
三
二
〇
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一
六
一
、
一
二
〇

一
六
七
、
一
八
〇

一
六
八
、
八
一
〇

一
七
五
、
一
二
〇

一
七
〇
、
七
九
〇

一
七
七
、
一
七
〇

一
七
七
、
一
四
〇

一
八
三
、
七
三
〇

一
八
六
、
一
四
〇

一
九
三
、
〇
三
〇

一
九
五
、
〇
六
〇

二
〇
二
、
二
三
〇

二
〇
〇
、
五
七
〇

二
〇
七
、
九
三
〇

二
〇
五
、
九
三
〇

二
一
三
、
四
七
〇

二
一
六
、
八
三
〇

二
二
四
、
七
三
〇

二
二
七
、
五
〇
〇

二
三
五
、
七
五
〇

二
二
九
、
五
九
〇

二
三
七
、
九
一
〇

二
三
七
、
九
三
〇

二
四
六
、
四
八
〇

二
四
八
、
四
八
〇

二
五
七
、
二
八
〇

二
五
八
、
九
八
〇

二
六
八
、
〇
三
〇

二
六
九
、
四
二
〇

二
七
八
、
七
二
〇

二
七
五
、
九
八
〇

二
八
五
、
四
三
〇

二
八
三
、
〇
一
〇

二
九
二
、
六
三
〇

二
九
六
、
五
二
〇

三
〇
六
、
四
七
〇

三
一
〇
、
一
八
〇

三
二
〇
、
四
六
〇

三
一
七
、
〇
七
〇

三
二
七
、
五
一
〇

三
二
三
、
五
八
〇

三
三
四
、
一
八
〇

三
三
六
、
九
一
〇

三
四
七
、
八
三
〇

三
四
二
、
九
八
〇

三
五
四
、
〇
四
〇

三
五
〇
、
〇
一
〇

三
六
一
、
二
四
〇

三
六
二
、
七
三
〇

三
七
四
、
二
八
〇

三
七
六
、
五
三
〇

三
八
八
、
二
三
〇

三
八
三
、
二
三
〇

三
九
〇
、
九
四
〇

三
八
九
、
五
六
〇

三
九
三
、
五
一
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
四
の
仮
定
俸
給
の
額
が
三
八
九
、
五
六
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
の
仮
定
俸
給
の
額
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
六
（
第
一
条
の
十
三
、
第
二
条
の
十
三
関
係
）

別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

六
六
、
二
三
〇

六
八
、
七
五
〇

六
八
、
九
六
〇

七
一
、
五
七
〇

七
〇
、
六
四
〇

七
三
、
三
一
〇

七
二
、
三
四
〇

七
五
、
〇
七
〇

七
四
、
二
六
〇

七
七
、
〇
五
〇

七
六
、
九
八
〇

七
九
、
八
七
〇

七
九
、
三
四
〇

八
二
、
三
一
〇

八
一
、
五
三
〇

八
四
、
五
七
〇

八
四
、
一
九
〇

八
七
、
三
三
〇

八
六
、
八
八
〇

九
〇
、
〇
九
〇

八
九
、
八
二
〇

九
三
、
一
三
〇
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九
二
、
七
七
〇

九
六
、
一
八
〇

九
六
、
四
六
〇

一
〇
〇
、
〇
一
〇

九
八
、
八
一
〇

一
〇
二
、
四
三
〇

一
〇
一
、
八
五
〇

一
〇
五
、
五
八
〇

一
〇
四
、
八
〇
〇

一
〇
八
、
六
三
〇

一
一
〇
、
六
九
〇

一
一
四
、
七
三
〇

一
一
二
、
二
七
〇

一
一
六
、
三
五
〇

一
一
六
、
七
九
〇

一
二
一
、
〇
三
〇

一
二
二
、
八
二
〇

一
二
七
、
二
六
〇

一
二
九
、
四
七
〇

一
三
四
、
一
三
〇

一
三
二
、
八
六
〇

一
三
七
、
六
四
〇

一
三
六
、
〇
九
〇

一
四
〇
、
九
八
〇

一
四
〇
、
七
一
〇

一
四
五
、
七
六
〇

一
四
三
、
四
三
〇

一
四
八
、
五
八
〇

一
五
一
、
三
三
〇

一
五
六
、
七
四
〇

一
五
五
、
二
三
〇

一
六
〇
、
七
七
〇

一
五
九
、
三
二
〇

一
六
五
、
〇
〇
〇

一
六
七
、
一
八
〇

一
七
三
、
一
三
〇

一
七
五
、
一
二
〇

一
八
一
、
三
三
〇

一
七
七
、
一
七
〇

一
八
三
、
四
六
〇

一
八
三
、
七
三
〇

一
九
〇
、
二
四
〇

一
九
三
、
〇
三
〇

一
九
九
、
八
六
〇

二
〇
二
、
二
三
〇

二
〇
九
、
三
八
〇

二
〇
七
、
九
三
〇

二
一
五
、
二
六
〇

二
一
三
、
四
七
〇

二
二
〇
、
九
九
〇

二
二
四
、
七
三
〇

二
三
二
、
六
四
〇

二
三
五
、
七
五
〇

二
四
四
、
〇
三
〇

二
三
七
、
九
一
〇

二
四
六
、
二
七
〇

二
四
六
、
四
八
〇

二
五
五
、
一
三
〇

二
五
七
、
二
八
〇

二
六
六
、
二
九
〇

二
六
八
、
〇
三
〇

二
七
七
、
四
二
〇

二
七
八
、
七
二
〇

二
八
八
、
四
六
〇

二
八
五
、
四
三
〇

二
九
五
、
四
一
〇

二
九
二
、
六
三
〇

三
〇
二
、
八
五
〇

三
〇
六
、
四
七
〇

三
一
七
、
一
五
〇

三
二
〇
、
四
六
〇

三
三
一
、
六
二
〇

三
二
七
、
五
一
〇

三
三
八
、
九
一
〇

三
三
四
、
一
八
〇

三
四
五
、
八
一
〇

三
四
七
、
八
三
〇

三
五
九
、
五
三
〇

三
五
四
、
〇
四
〇

三
六
五
、
七
四
〇

三
六
一
、
二
四
〇

三
七
二
、
九
四
〇

三
七
四
、
二
八
〇

三
八
五
、
九
八
〇

三
八
八
、
二
三
〇

三
九
九
、
九
三
〇

三
九
〇
、
九
四
〇

四
〇
二
、
六
四
〇
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三
九
三
、
五
一
〇

四
〇
五
、
二
一
〇

三
九
六
、
二
〇
〇

四
〇
七
、
八
七
〇

四
〇
二
、
六
三
〇

四
一
四
、
一
九
〇

四
一
五
、
六
〇
〇

四
二
六
、
九
六
〇

四
二
八
、
五
九
〇

四
三
九
、
七
四
〇

四
三
五
、
〇
二
〇

四
四
六
、
〇
七
〇

四
四
一
、
六
〇
〇

四
五
二
、
五
四
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
五
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
四
一
、
六
〇
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
〇
・
九
八
四
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
一
六
、
一
〇
五
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え

た
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
七
（
第
一
条
の
十
四
、
第
二
条
の
十
四
関
係
）

別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

六
八
、
七
五
〇

七
二
、
〇
八
〇

七
一
、
五
七
〇

七
五
、
〇
二
〇

七
三
、
三
一
〇

七
六
、
八
三
〇

七
五
、
〇
七
〇

七
八
、
六
六
〇

七
七
、
〇
五
〇

八
〇
、
七
三
〇

七
九
、
八
七
〇

八
三
、
六
七
〇

八
二
、
三
一
〇

八
六
、
二
一
〇

八
四
、
五
七
〇

八
八
、
五
六
〇

八
七
、
三
三
〇

九
一
、
四
三
〇

九
〇
、
〇
九
〇

九
四
、
三
二
〇

九
三
、
一
三
〇

九
七
、
四
八
〇

九
六
、
一
八
〇

一
〇
〇
、
六
七
〇

一
〇
〇
、
〇
一
〇

一
〇
四
、
六
五
〇

一
〇
二
、
四
三
〇

一
〇
七
、
一
八
〇

一
〇
五
、
五
八
〇

一
一
〇
、
四
六
〇

一
〇
八
、
六
三
〇

一
一
三
、
六
四
〇

一
一
四
、
七
三
〇

一
一
九
、
九
八
〇

一
一
六
、
三
五
〇

一
二
一
、
六
八
〇

一
二
一
、
〇
三
〇

一
二
六
、
五
六
〇

一
二
七
、
二
六
〇

一
三
三
、
〇
四
〇

一
三
四
、
一
三
〇

一
四
〇
、
二
一
〇

一
三
七
、
六
四
〇

一
四
三
、
八
七
〇

一
四
〇
、
九
八
〇

一
四
七
、
三
五
〇

一
四
五
、
七
六
〇

一
五
二
、
三
三
〇

一
四
八
、
五
八
〇

一
五
五
、
二
六
〇

一
五
六
、
七
四
〇

一
六
三
、
七
七
〇

一
六
〇
、
七
七
〇

一
六
七
、
九
六
〇

一
六
五
、
〇
〇
〇

一
七
二
、
三
八
〇

一
七
三
、
一
三
〇

一
八
〇
、
八
四
〇

一
八
一
、
三
三
〇

一
八
九
、
三
九
〇

一
八
三
、
四
六
〇

一
九
一
、
六
一
〇
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一
九
〇
、
二
四
〇

一
九
八
、
六
八
〇

一
九
九
、
八
六
〇

二
〇
八
、
六
九
〇

二
〇
九
、
三
八
〇

二
一
八
、
六
一
〇

二
一
五
、
二
六
〇

二
二
四
、
七
四
〇

二
二
〇
、
九
九
〇

二
三
〇
、
七
二
〇

二
三
二
、
六
四
〇

二
四
二
、
八
六
〇

二
四
四
、
〇
三
〇

二
五
四
、
七
三
〇

二
四
六
、
二
七
〇

二
五
七
、
〇
五
〇

二
五
五
、
一
三
〇

二
六
六
、
二
八
〇

二
六
六
、
二
九
〇

二
七
七
、
九
二
〇

二
七
七
、
四
二
〇

二
八
九
、
五
一
〇

二
八
八
、
四
六
〇

三
〇
一
、
〇
二
〇

二
九
五
、
四
一
〇

三
〇
八
、
二
六
〇

三
〇
二
、
八
五
〇

三
一
六
、
〇
一
〇

三
一
七
、
一
五
〇

三
三
〇
、
九
一
〇

三
三
一
、
六
二
〇

三
四
五
、
九
八
〇

三
三
八
、
九
一
〇

三
五
三
、
五
八
〇

三
四
五
、
八
一
〇

三
六
〇
、
七
八
〇

三
五
九
、
五
三
〇

三
七
五
、
〇
七
〇

三
六
五
、
七
四
〇

三
八
一
、
四
四
〇

三
七
二
、
九
四
〇

三
八
八
、
六
四
〇

三
八
五
、
九
八
〇

四
〇
一
、
六
八
〇

三
九
九
、
九
三
〇

四
一
五
、
六
三
〇

四
〇
二
、
六
四
〇

四
一
八
、
三
四
〇

四
〇
五
、
二
一
〇

四
二
〇
、
九
一
〇

四
〇
七
、
八
七
〇

四
二
三
、
五
三
〇

四
一
四
、
一
九
〇

四
二
九
、
七
二
〇

四
二
六
、
九
六
〇

四
四
二
、
二
〇
〇

四
三
九
、
七
四
〇

四
五
四
、
七
〇
〇

四
四
六
、
〇
七
〇

四
六
〇
、
八
八
〇

四
五
二
、
五
四
〇

四
六
七
、
二
二
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
六
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
五
二
、
五
四
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
〇
・
九
七
八
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
九
五
、
六
〇
〇
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え

た
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
八
（
第
一
条
の
十
五
、
第
二
条
の
十
五
関
係
）

別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

七
二
、
〇
八
〇

七
六
、
〇
五
〇

七
五
、
〇
二
〇

七
九
、
一
四
〇

七
六
、
八
三
〇

八
一
、
〇
五
〇

七
八
、
六
六
〇

八
二
、
九
八
〇

八
〇
、
七
三
〇

八
五
、
一
七
〇

八
三
、
六
七
〇

八
八
、
二
七
〇

八
六
、
二
一
〇

九
〇
、
九
五
〇
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八
八
、
五
六
〇

九
三
、
四
三
〇

九
一
、
四
三
〇

九
六
、
四
六
〇

九
四
、
三
二
〇

九
九
、
五
〇
〇

九
七
、
四
八
〇

一
〇
二
、
八
四
〇

一
〇
〇
、
六
七
〇

一
〇
六
、
二
〇
〇

一
〇
四
、
六
五
〇

一
一
〇
、
四
一
〇

一
〇
七
、
一
八
〇

一
一
三
、
〇
七
〇

一
一
〇
、
四
六
〇

一
一
六
、
四
九
〇

一
一
三
、
六
四
〇

一
一
九
、
八
三
〇

一
一
九
、
九
八
〇

一
二
六
、
四
五
〇

一
二
一
、
六
八
〇

一
二
八
、
二
二
〇

一
二
六
、
五
六
〇

一
三
三
、
三
二
〇

一
三
三
、
〇
四
〇

一
四
〇
、
〇
九
〇

一
四
〇
、
二
一
〇

一
四
七
、
五
八
〇

一
四
三
、
八
七
〇

一
五
一
、
四
一
〇

一
四
七
、
三
五
〇

一
五
五
、
〇
五
〇

一
五
二
、
三
三
〇

一
六
〇
、
二
五
〇

一
五
五
、
二
六
〇

一
六
三
、
三
一
〇

一
六
三
、
七
七
〇

一
七
二
、
二
〇
〇

一
六
七
、
九
六
〇

一
七
六
、
五
八
〇

一
七
二
、
三
八
〇

一
八
一
、
二
〇
〇

一
八
〇
、
八
四
〇

一
九
〇
、
〇
五
〇

一
八
九
、
三
九
〇

一
九
八
、
九
八
〇

一
九
一
、
六
一
〇

二
〇
一
、
三
〇
〇

一
九
八
、
六
八
〇

二
〇
八
、
六
八
〇

二
〇
八
、
六
九
〇

二
一
九
、
一
五
〇

二
一
八
、
六
一
〇

二
二
九
、
五
一
〇

二
二
四
、
七
四
〇

二
三
五
、
九
三
〇

二
三
〇
、
七
二
〇

二
四
二
、
一
七
〇

二
四
二
、
八
六
〇

二
五
四
、
八
五
〇

二
五
四
、
七
三
〇

二
六
七
、
二
六
〇

二
五
七
、
〇
五
〇

二
六
九
、
六
八
〇

二
六
六
、
二
八
〇

二
七
九
、
三
三
〇

二
七
七
、
九
二
〇

二
九
一
、
四
九
〇

二
八
九
、
五
一
〇

三
〇
三
、
六
〇
〇

三
〇
一
、
〇
二
〇

三
一
五
、
六
三
〇

三
〇
八
、
二
六
〇

三
二
三
、
二
〇
〇

三
一
六
、
〇
一
〇

三
三
一
、
二
九
〇

三
三
〇
、
九
一
〇

三
四
六
、
八
七
〇

三
四
五
、
九
八
〇

三
六
二
、
六
二
〇

三
五
三
、
五
八
〇

三
七
〇
、
五
六
〇

三
六
〇
、
七
八
〇

三
七
八
、
〇
八
〇

三
七
五
、
〇
七
〇

三
九
三
、
〇
一
〇

三
八
一
、
四
四
〇

三
九
九
、
六
八
〇
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三
八
八
、
六
四
〇

四
〇
七
、
〇
四
〇

四
〇
一
、
六
八
〇

四
二
〇
、
〇
八
〇

四
一
五
、
六
三
〇

四
三
四
、
〇
三
〇

四
一
八
、
三
四
〇

四
三
六
、
七
四
〇

四
二
〇
、
九
一
〇

四
三
九
、
三
一
〇

四
二
三
、
五
三
〇

四
四
一
、
八
八
〇

四
二
九
、
七
二
〇

四
四
七
、
九
一
〇

四
四
二
、
二
〇
〇

四
六
〇
、
〇
七
〇

四
五
四
、
七
〇
〇

四
七
二
、
二
四
〇

四
六
〇
、
八
八
〇

四
七
八
、
二
七
〇

四
六
七
、
二
二
〇

四
八
四
、
四
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
七
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
六
七
、
二
二
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
〇
・
九
七
四
を
乗
じ
て
得
た
額
に
三
五
二
、
四
〇
〇
円
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
加
え

た
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
十
九
（
第
一
条
の
十
六
、
第
二
条
の
十
六
関
係
）

別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

七
六
、
〇
五
〇

七
七
、
六
五
〇

七
九
、
一
四
〇

八
〇
、
八
〇
〇

八
一
、
〇
五
〇

八
二
、
七
五
〇

八
二
、
九
八
〇

八
四
、
七
三
〇

八
五
、
一
七
〇

八
六
、
九
六
〇

八
八
、
二
七
〇

九
〇
、
一
二
〇

九
〇
、
九
五
〇

九
二
、
八
六
〇

九
三
、
四
三
〇

九
五
、
三
八
〇

九
六
、
四
六
〇

九
八
、
四
八
〇

九
九
、
五
〇
〇

一
〇
一
、
五
九
〇

一
〇
二
、
八
四
〇

一
〇
四
、
九
九
〇

一
〇
六
、
二
〇
〇

一
〇
八
、
四
二
〇

一
一
〇
、
四
一
〇

一
一
二
、
七
一
〇

一
一
三
、
〇
七
〇

一
一
五
、
四
二
〇

一
一
六
、
四
九
〇

一
一
八
、
九
一
〇

一
一
九
、
八
三
〇

一
二
二
、
三
〇
〇

一
二
六
、
四
五
〇

一
二
九
、
〇
五
〇

一
二
八
、
二
二
〇

一
三
〇
、
八
五
〇

一
三
三
、
三
二
〇

一
三
六
、
〇
五
〇

一
四
〇
、
〇
九
〇

一
四
二
、
九
五
〇

一
四
七
、
五
八
〇

一
五
〇
、
五
八
〇

一
五
一
、
四
一
〇

一
五
四
、
四
八
〇

一
五
五
、
〇
五
〇

一
五
八
、
二
〇
〇

一
六
〇
、
二
五
〇

一
六
三
、
四
九
〇

一
六
三
、
三
一
〇

一
六
六
、
六
一
〇

一
七
二
、
二
〇
〇

一
七
五
、
六
八
〇

一
七
六
、
五
八
〇

一
八
〇
、
一
四
〇
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一
八
一
、
二
〇
〇

一
八
四
、
八
四
〇

一
九
〇
、
〇
五
〇

一
九
三
、
八
六
〇

一
九
八
、
九
八
〇

二
〇
二
、
九
七
〇

二
〇
一
、
三
〇
〇

二
〇
五
、
三
三
〇

二
〇
八
、
六
八
〇

二
一
二
、
八
五
〇

二
一
九
、
一
五
〇

二
二
三
、
五
二
〇

二
二
九
、
五
一
〇

二
三
四
、
〇
七
〇

二
三
五
、
九
三
〇

二
四
〇
、
六
一
〇

二
四
二
、
一
七
〇

二
四
六
、
九
七
〇

二
五
四
、
八
五
〇

二
五
九
、
八
九
〇

二
六
七
、
二
六
〇

二
七
二
、
五
三
〇

二
六
九
、
六
八
〇

二
七
五
、
〇
一
〇

二
七
九
、
三
三
〇

二
八
四
、
八
四
〇

二
九
一
、
四
九
〇

二
九
七
、
二
三
〇

三
〇
三
、
六
〇
〇

三
〇
九
、
五
七
〇

三
一
五
、
六
三
〇

三
二
一
、
八
三
〇

三
二
三
、
二
〇
〇

三
二
九
、
五
四
〇

三
三
一
、
二
九
〇

三
三
七
、
七
八
〇

三
四
六
、
八
七
〇

三
五
三
、
六
六
〇

三
六
二
、
六
二
〇

三
六
九
、
七
一
〇

三
七
〇
、
五
六
〇

三
七
七
、
八
〇
〇

三
七
八
、
〇
八
〇

三
八
五
、
四
六
〇

三
九
三
、
〇
一
〇

四
〇
〇
、
六
八
〇

三
九
九
、
六
八
〇

四
〇
七
、
四
七
〇

四
〇
七
、
〇
四
〇

四
一
四
、
九
八
〇

四
二
〇
、
〇
八
〇

四
二
八
、
二
六
〇

四
三
四
、
〇
三
〇

四
四
二
、
二
三
〇

四
三
六
、
七
四
〇

四
四
四
、
九
四
〇

四
三
九
、
三
一
〇

四
四
七
、
五
一
〇

四
四
一
、
八
八
〇

四
五
〇
、
〇
八
〇

四
四
七
、
九
一
〇

四
五
六
、
一
一
〇

四
六
〇
、
〇
七
〇

四
六
八
、
二
七
〇

四
七
二
、
二
四
〇

四
八
〇
、
四
四
〇

四
七
八
、
二
七
〇

四
八
六
、
四
七
〇

四
八
四
、
四
三
〇

四
九
二
、
六
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
八
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
八
四
、
四
三
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
八
、
二
〇
〇
円
を
加
え
た
額
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
一
の
二
十
（
第
一
条
の
十
七
、
第
二
条
の
十
七
関
係
）

別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給

仮
定
俸
給

円

円

七
七
、
六
五
〇

八
〇
、
三
七
〇

八
〇
、
八
〇
〇

八
三
、
六
三
〇

八
二
、
七
五
〇

八
五
、
六
五
〇

八
四
、
七
三
〇

八
七
、
六
九
〇
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八
六
、
九
六
〇

九
〇
、
〇
〇
〇

九
〇
、
一
二
〇

九
三
、
二
七
〇

九
二
、
八
六
〇

九
六
、
一
一
〇

九
五
、
三
八
〇

九
八
、
七
三
〇

九
八
、
四
八
〇

一
〇
一
、
九
三
〇

一
〇
一
、
五
九
〇

一
〇
五
、
一
五
〇

一
〇
四
、
九
九
〇

一
〇
八
、
六
七
〇

一
〇
八
、
四
二
〇

一
一
二
、
二
〇
〇

一
一
二
、
七
一
〇

一
一
六
、
六
三
〇

一
一
五
、
四
二
〇

一
一
九
、
四
二
〇

一
一
八
、
九
一
〇

一
二
三
、
〇
二
〇

一
二
二
、
三
〇
〇

一
二
六
、
五
二
〇

一
二
九
、
〇
五
〇

一
三
三
、
四
八
〇

一
三
〇
、
八
五
〇

一
三
五
、
三
三
〇

一
三
六
、
〇
五
〇

一
四
〇
、
六
九
〇

一
四
二
、
九
五
〇

一
四
七
、
八
一
〇

一
五
〇
、
五
八
〇

一
五
五
、
六
八
〇

一
五
四
、
四
八
〇

一
五
九
、
七
〇
〇

一
五
八
、
二
〇
〇

一
六
三
、
五
三
〇

一
六
三
、
四
九
〇

一
六
八
、
九
八
〇

一
六
六
、
六
一
〇

一
七
二
、
二
〇
〇

一
七
五
、
六
八
〇

一
八
一
、
五
五
〇

一
八
〇
、
一
四
〇

一
八
六
、
一
五
〇

一
八
四
、
八
四
〇

一
九
一
、
〇
〇
〇

一
九
三
、
八
六
〇

二
〇
〇
、
二
九
〇

二
〇
二
、
九
七
〇

二
〇
九
、
六
八
〇

二
〇
五
、
三
三
〇

二
一
二
、
一
二
〇

二
一
二
、
八
五
〇

二
一
九
、
八
八
〇

二
二
三
、
五
二
〇

二
三
〇
、
八
七
〇

二
三
四
、
〇
七
〇

二
四
一
、
七
五
〇

二
四
〇
、
六
一
〇

二
四
八
、
四
九
〇

二
四
六
、
九
七
〇

二
五
五
、
〇
五
〇

二
五
九
、
八
九
〇

二
六
八
、
三
八
〇

二
七
二
、
五
三
〇

二
八
一
、
四
一
〇

二
七
五
、
〇
一
〇

二
八
三
、
九
六
〇

二
八
四
、
八
四
〇

二
九
四
、
一
〇
〇

二
九
七
、
二
三
〇

三
〇
六
、
八
八
〇

三
〇
九
、
五
七
〇

三
一
九
、
五
九
〇

三
二
一
、
八
三
〇

三
三
二
、
二
三
〇

三
二
九
、
五
四
〇

三
四
〇
、
一
八
〇

三
三
七
、
七
八
〇

三
四
八
、
六
八
〇

三
五
三
、
六
六
〇

三
六
五
、
〇
五
〇

三
六
九
、
七
一
〇

三
八
一
、
五
九
〇

三
七
七
、
八
〇
〇

三
八
九
、
九
三
〇
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三
八
五
、
四
六
〇

三
九
七
、
八
三
〇

四
〇
〇
、
六
八
〇

四
一
三
、
五
三
〇

四
〇
七
、
四
七
〇

四
二
〇
、
五
三
〇

四
一
四
、
九
八
〇

四
二
八
、
二
七
〇

四
二
八
、
二
六
〇

四
四
一
、
九
六
〇

四
四
二
、
二
三
〇

四
五
六
、
一
三
〇

四
四
四
、
九
四
〇

四
五
八
、
八
四
〇

四
四
七
、
五
一
〇

四
六
一
、
四
一
〇

四
五
〇
、
〇
八
〇

四
六
三
、
九
八
〇

四
五
六
、
一
一
〇

四
七
〇
、
〇
一
〇

四
六
八
、
二
七
〇

四
八
二
、
一
七
〇

四
八
〇
、
四
四
〇

四
九
四
、
三
四
〇

四
八
六
、
四
七
〇

五
〇
〇
、
三
七
〇

四
九
二
、
六
三
〇

五
〇
六
、
五
三
〇

備
考

年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
別
表
第
一
の
十
九
の
仮
定
俸
給
の
額
が
四
九
二
、
六
三
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
に
一
三
、
九
〇
〇
円
を
加
え
た
額
を
こ
の
表
の
仮
定
俸
給
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
一
条
、
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
の
仮
定
俸
給

第
一
欄

第
二
欄

円

円

円

九
、
四
六
〇

八
六
〇

一
、
五
九
〇

九
、
七
二
〇

八
八
〇

一
、
六
三
〇

九
、
九
五
〇

九
〇
〇

一
、
六
七
〇

一
〇
、
二
七
〇

九
三
〇

一
、
七
三
〇

一
〇
、
四
六
〇

九
五
〇

一
、
七
六
〇

一
〇
、
八
三
〇

九
八
〇

一
、
八
三
〇

一
一
、
三
五
〇

一
、
〇
三
〇

一
、
九
一
〇

一
一
、
九
〇
〇

一
、
〇
八
〇

二
、
〇
〇
〇

一
二
、
四
四
〇

一
、
一
三
〇

二
、
〇
九
〇

一
三
、
〇
〇
〇

一
、
一
八
〇

二
、
一
八
〇

一
三
、
五
四
〇

一
、
二
三
〇

二
、
二
八
〇

一
四
、
〇
九
〇

一
、
二
八
〇

二
、
三
七
〇

一
四
、
四
五
〇

一
、
三
一
〇

二
、
四
三
〇

一
四
、
七
九
〇

一
、
三
五
〇

二
、
四
九
〇

一
五
、
二
〇
〇

一
、
三
八
〇

二
、
五
六
〇

一
五
、
七
八
〇

一
、
四
三
〇

二
、
六
五
〇

一
六
、
二
六
〇

一
、
四
八
〇

二
、
七
四
〇

一
六
、
七
三
〇

一
、
五
二
〇

二
、
八
一
〇

一
七
、
二
九
〇

一
、
五
七
〇

二
、
九
一
〇

一
七
、
八
六
〇

一
、
六
三
〇

三
、
〇
〇
〇

一
八
、
四
八
〇

一
、
六
八
〇

三
、
一
〇
〇

一
九
、
〇
九
〇

一
、
七
四
〇

三
、
二
二
〇

一
九
、
八
八
〇

一
、
八
一
〇

三
、
三
四
〇

二
〇
、
三
五
〇

一
、
八
五
〇

三
、
四
三
〇

二
〇
、
九
九
〇

一
、
九
一
〇

三
、
五
三
〇
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二
一
、
六
一
〇

一
、
九
六
〇

三
、
六
三
〇

二
二
、
八
四
〇

二
、
〇
八
〇

三
、
八
四
〇

二
三
、
一
七
〇

二
、
一
〇
〇

三
、
八
九
〇

二
四
、
一
〇
〇

二
、
一
九
〇

四
、
〇
五
〇

二
五
、
三
六
〇

二
、
三
〇
〇

四
、
二
六
〇

二
六
、
七
四
〇

二
、
四
三
〇

四
、
四
九
〇

二
七
、
四
四
〇

二
、
五
〇
〇

四
、
六
二
〇

二
八
、
一
二
〇

二
、
五
五
〇

四
、
七
三
〇

二
九
、
〇
八
〇

二
、
六
五
〇

四
、
八
九
〇

二
九
、
六
四
〇

二
、
七
〇
〇

四
、
九
九
〇

三
一
、
二
九
〇

二
、
八
五
〇

五
、
二
七
〇

三
二
、
一
一
〇

二
、
九
三
〇

五
、
四
〇
〇

三
二
、
九
六
〇

二
、
九
九
〇

五
、
五
四
〇

三
四
、
六
一
〇

三
、
一
四
〇

五
、
八
二
〇

三
六
、
二
七
〇

三
、
二
九
〇

六
、
〇
九
〇

三
六
、
六
九
〇

三
、
三
四
〇

六
、
一
八
〇

三
八
、
〇
六
〇

三
、
四
六
〇

六
、
四
〇
〇

四
〇
、
〇
〇
〇

三
、
六
四
〇

六
、
七
三
〇

四
一
、
九
三
〇

三
、
八
二
〇

七
、
〇
六
〇

四
三
、
一
二
〇

三
、
九
三
〇

七
、
二
六
〇

四
四
、
二
八
〇

四
、
〇
三
〇

七
、
四
五
〇

四
六
、
六
三
〇

四
、
二
三
〇

七
、
八
四
〇

四
八
、
九
八
〇

四
、
四
六
〇

八
、
二
四
〇

四
九
、
四
六
〇

四
、
四
九
〇

八
、
三
二
〇

五
一
、
三
三
〇

四
、
六
七
〇

八
、
六
三
〇

五
三
、
六
八
〇

四
、
八
八
〇

九
、
〇
三
〇

五
六
、
〇
三
〇

五
、
一
〇
〇

九
、
四
三
〇

五
八
、
三
八
〇

五
、
三
一
〇

九
、
八
二
〇

五
九
、
八
五
〇

五
、
四
四
〇

一
〇
、
〇
七
〇

六
一
、
四
三
〇

五
、
五
八
〇

一
〇
、
三
三
〇

六
四
、
四
六
〇

五
、
八
六
〇

一
〇
、
八
四
〇

六
七
、
五
三
〇

六
、
一
三
〇

一
一
、
三
五
〇

六
九
、
〇
六
〇

六
、
二
八
〇

一
一
、
六
二
〇

七
〇
、
五
六
〇

六
、
四
一
〇

一
一
、
八
七
〇

七
三
、
五
九
〇

六
、
六
九
〇

一
二
、
三
八
〇

七
四
、
九
八
〇

六
、
八
二
〇

一
二
、
六
一
〇

七
六
、
六
三
〇

六
、
九
七
〇

一
二
、
八
九
〇

七
九
、
六
八
〇

七
、
二
四
〇

一
三
、
四
〇
〇

八
二
、
九
八
〇

七
、
五
五
〇

一
三
、
九
六
〇

八
四
、
六
九
〇

七
、
七
〇
〇

一
四
、
二
四
〇

八
六
、
三
一
〇

七
、
八
四
〇

一
四
、
五
一
〇

八
八
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇

一
四
、
八
〇
〇

八
九
、
六
三
〇

八
、
一
五
〇

一
五
、
〇
八
〇

九
二
、
九
四
〇

八
、
四
五
〇

一
五
、
六
三
〇
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九
六
、
二
五
〇

八
、
七
五
〇

一
六
、
一
九
〇

九
七
、
八
八
〇

八
、
九
〇
〇

一
六
、
四
六
〇

九
九
、
五
七
〇

九
、
〇
五
〇

一
六
、
七
五
〇

備
考

別
表
第
一
の
仮
定
俸
給
の
額
が
九
、
四
六
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
、
一
一
〇
分
の
一
〇
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表

の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
し
、
一
一
〇
分
の
一
八
・
五
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

別
表
第
二
の
二
（
第
一
条
、
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給

第
一
欄

第
二
欄

円

円

円

一
〇
、
三
二
〇

七
三
〇

一
、
二
九
〇

一
〇
、
六
〇
〇

七
五
〇

一
、
三
三
〇

一
〇
、
八
五
〇

七
七
〇

一
、
三
六
〇

一
一
、
二
〇
〇

七
九
〇

一
、
四
〇
〇

一
一
、
四
一
〇

八
一
〇

一
、
四
三
〇

一
一
、
八
一
〇

八
四
〇

一
、
四
八
〇

一
二
、
三
八
〇

八
八
〇

一
、
五
四
〇

一
二
、
九
八
〇

九
二
〇

一
、
六
二
〇

一
三
、
五
七
〇

九
七
〇

一
、
七
〇
〇

一
四
、
一
八
〇

一
、
〇
〇
〇

一
、
七
七
〇

一
四
、
七
七
〇

一
、
〇
五
〇

一
、
八
五
〇

一
五
、
三
七
〇

一
、
〇
九
〇

一
、
九
三
〇

一
五
、
七
六
〇

一
、
一
二
〇

一
、
九
八
〇

一
六
、
一
四
〇

一
、
一
四
〇

二
、
〇
二
〇

一
六
、
五
八
〇

一
、
一
八
〇

二
、
〇
七
〇

一
七
、
二
一
〇

一
、
二
二
〇

二
、
一
五
〇

一
七
、
七
四
〇

一
、
二
六
〇

二
、
二
二
〇

一
八
、
二
五
〇

一
、
二
九
〇

二
、
二
八
〇

一
八
、
八
六
〇

一
、
三
四
〇

二
、
三
六
〇

一
九
、
四
八
〇

一
、
三
八
〇

二
、
四
三
〇

二
〇
、
一
五
〇

一
、
四
三
〇

二
、
五
二
〇

二
〇
、
八
三
〇

一
、
四
八
〇

二
、
六
〇
〇

二
一
、
六
八
〇

一
、
五
三
〇

二
、
七
一
〇

二
二
、
二
〇
〇

一
、
五
八
〇

二
、
七
八
〇

二
二
、
九
〇
〇

一
、
六
三
〇

二
、
八
七
〇

二
三
、
五
七
〇

一
、
六
八
〇

二
、
九
五
〇

二
四
、
九
二
〇

一
、
七
七
〇

三
、
一
二
〇

二
五
、
二
七
〇

一
、
七
九
〇

三
、
一
六
〇

二
六
、
二
九
〇

一
、
八
六
〇

三
、
二
八
〇

二
七
、
六
六
〇

一
、
九
六
〇

三
、
四
六
〇

二
九
、
一
七
〇

二
、
〇
七
〇

三
、
六
五
〇

二
九
、
九
四
〇

二
、
一
二
〇

三
、
七
四
〇

三
〇
、
六
七
〇

二
、
一
八
〇

三
、
八
三
〇

三
一
、
七
三
〇

二
、
二
四
〇

三
、
九
七
〇

三
二
、
三
四
〇

二
、
二
九
〇

四
、
〇
四
〇

98



三
四
、
一
四
〇

二
、
四
二
〇

四
、
二
七
〇

三
五
、
〇
三
〇

二
、
四
八
〇

四
、
三
八
〇

三
五
、
九
五
〇

二
、
五
五
〇

四
、
四
九
〇

三
七
、
七
五
〇

二
、
六
八
〇

四
、
七
二
〇

三
九
、
五
六
〇

二
、
八
〇
〇

四
、
九
五
〇

四
〇
、
〇
三
〇

二
、
八
三
〇

五
、
〇
〇
〇

四
一
、
五
二
〇

二
、
九
四
〇

五
、
一
九
〇

四
三
、
六
四
〇

三
、
〇
九
〇

五
、
四
五
〇

四
五
、
七
四
〇

三
、
二
四
〇

五
、
七
二
〇

四
七
、
〇
四
〇

三
、
三
三
〇

五
、
八
八
〇

四
八
、
三
一
〇

三
、
四
三
〇

六
、
〇
四
〇

五
〇
、
八
七
〇

三
、
六
一
〇

六
、
三
六
〇

五
三
、
四
四
〇

三
、
七
八
〇

六
、
六
八
〇

五
三
、
九
五
〇

三
、
八
三
〇

六
、
七
四
〇

五
五
、
九
九
〇

三
、
九
七
〇

七
、
〇
〇
〇

五
八
、
五
六
〇

四
、
一
五
〇

七
、
三
三
〇

六
一
、
一
三
〇

四
、
三
三
〇

七
、
六
四
〇

六
三
、
六
八
〇

四
、
五
一
〇

七
、
九
六
〇

六
五
、
二
九
〇

四
、
六
三
〇

八
、
一
六
〇

六
七
、
〇
一
〇

四
、
七
五
〇

八
、
三
八
〇

七
〇
、
三
二
〇

四
、
九
八
〇

八
、
七
九
〇

七
三
、
六
六
〇

五
、
二
二
〇

九
、
二
一
〇

七
五
、
三
四
〇

五
、
三
三
〇

九
、
四
二
〇

七
六
、
九
七
〇

五
、
四
六
〇

九
、
六
三
〇

八
〇
、
二
八
〇

五
、
六
八
〇

一
〇
、
〇
三
〇

八
一
、
八
〇
〇

五
、
七
九
〇

一
〇
、
二
三
〇

八
三
、
六
〇
〇

五
、
九
三
〇

一
〇
、
四
五
〇

八
六
、
九
二
〇

六
、
一
六
〇

一
〇
、
八
七
〇

九
〇
、
五
三
〇

六
、
四
一
〇

一
一
、
三
二
〇

九
二
、
三
九
〇

六
、
五
四
〇

一
一
、
五
五
〇

九
四
、
一
五
〇

六
、
六
七
〇

一
一
、
七
七
〇

九
六
、
〇
〇
〇

六
、
八
〇
〇

一
二
、
〇
〇
〇

九
七
、
七
八
〇

六
、
九
三
〇

一
二
、
二
二
〇

一
〇
一
、
三
九
〇

七
、
一
八
〇

一
二
、
六
八
〇

一
〇
五
、
〇
〇
〇

七
、
四
四
〇

一
三
、
一
三
〇

一
〇
六
、
七
八
〇

七
、
五
六
〇

一
三
、
三
四
〇

一
〇
八
、
六
二
〇

七
、
七
〇
〇

一
三
、
五
八
〇

備
考

別
表
第
一
の
二
の
仮
定
俸
給
の
額
が
一
〇
、
三
二
〇
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
仮
定
俸
給
の
額
に
、
一
二
〇
分
の
八
・
五
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）

を
こ
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
し
、
一
二
〇
分
の
一
五
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
〇
円
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
金
額
）
を
こ
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
二
条―

第
三
条
関
係
）

別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

五
八
、
三
八
〇
円
以
上
の
も
の

二
一
・
六
割

五
三
、
六
八
〇
円
を
こ
え
五
八
、
三
八
〇
円
未
満
の
も
の

二
二
・
三
割
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五
一
、
三
三
〇
円
を
こ
え
五
三
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
割

四
九
、
四
六
〇
円
を
こ
え
五
一
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
二
割

三
四
、
六
一
〇
円
を
こ
え
四
九
、
四
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
四
割

三
二
、
九
六
〇
円
を
こ
え
三
四
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
九
割

二
九
、
六
四
〇
円
を
こ
え
三
二
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
四
、
一
〇
〇
円
を
こ
え
二
九
、
六
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
二
割

二
三
、
一
七
〇
円
を
こ
え
二
四
、
一
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
七
割

二
一
、
六
一
〇
円
を
こ
え
二
三
、
一
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

二
〇
、
九
九
〇
円
を
こ
え
二
一
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
二
割

二
〇
、
三
五
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
九
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
五
割

一
七
、
八
六
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
三
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
九
割

一
五
、
七
八
〇
円
を
こ
え
一
七
、
八
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
八
・
三
割

一
五
、
二
〇
〇
円
を
こ
え
一
五
、
七
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
四
、
七
九
〇
円
を
こ
え
一
五
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
九
割

一
四
、
四
五
〇
円
を
こ
え
一
四
、
七
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
六
割

一
四
、
〇
九
〇
円
を
こ
え
一
四
、
四
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

一
三
、
五
四
〇
円
を
こ
え
一
四
、
〇
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
三
割

一
三
、
〇
〇
〇
円
を
こ
え
一
三
、
五
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
三
割

一
三
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
九
割

別
表
第
三
の
二
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
の
二
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

六
三
、
六
八
〇
円
以
上
の
も
の

二
一
・
六
割

五
八
、
五
六
〇
円
を
こ
え
六
三
、
六
八
〇
円
未
満
の
も
の

二
二
・
三
割

五
五
、
九
九
〇
円
を
こ
え
五
八
、
五
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
割

五
三
、
九
五
〇
円
を
こ
え
五
五
、
九
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
二
割

三
七
、
七
五
〇
円
を
こ
え
五
三
、
九
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
四
割

三
五
、
九
五
〇
円
を
こ
え
三
七
、
七
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
九
割

三
二
、
三
四
〇
円
を
こ
え
三
五
、
九
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
六
、
二
九
〇
円
を
こ
え
三
二
、
三
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
二
割

二
五
、
二
七
〇
円
を
こ
え
二
六
、
二
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
七
割

二
三
、
五
七
〇
円
を
こ
え
二
五
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

二
二
、
九
〇
〇
円
を
こ
え
二
三
、
五
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
二
割

二
二
、
二
〇
〇
円
を
こ
え
二
二
、
九
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
五
割

一
九
、
四
八
〇
円
を
こ
え
二
二
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
九
割

一
七
、
二
一
〇
円
を
こ
え
一
九
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
八
・
三
割

一
六
、
五
八
〇
円
を
こ
え
一
七
、
二
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
六
、
一
四
〇
円
を
こ
え
一
六
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
九
割

一
五
、
七
六
〇
円
を
こ
え
一
六
、
一
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
六
割

一
五
、
三
七
〇
円
を
こ
え
一
五
、
七
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

一
四
、
七
七
〇
円
を
こ
え
一
五
、
三
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
三
割

一
四
、
一
八
〇
円
を
こ
え
一
四
、
七
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
三
割

一
四
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
九
割

別
表
第
三
の
三
（
第
二
条
の
二
関
係
）

別
表
第
一
の
三
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率
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七
六
、
八
四
〇
円
以
上
の
も
の

二
一
・
六
割

七
〇
、
六
六
〇
円
を
こ
え
七
六
、
八
四
〇
円
未
満
の
も
の

二
二
・
三
割

六
七
、
五
六
〇
円
を
こ
え
七
〇
、
六
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
〇
割

六
五
、
一
〇
〇
円
を
こ
え
六
七
、
五
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
二
割

四
五
、
五
五
〇
円
を
こ
え
六
五
、
一
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
四
割

四
三
、
三
八
〇
円
を
こ
え
四
五
、
五
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
三
・
九
割

三
九
、
〇
三
〇
円
を
こ
え
四
三
、
三
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

三
一
、
七
三
〇
円
を
こ
え
三
九
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
二
割

三
〇
、
四
九
〇
円
を
こ
え
三
一
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
七
割

二
八
、
四
四
〇
円
を
こ
え
三
〇
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

二
七
、
六
三
〇
円
を
こ
え
二
八
、
四
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
二
割

二
六
、
七
九
〇
円
を
こ
え
二
七
、
六
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
五
割

二
三
、
五
一
〇
円
を
こ
え
二
六
、
七
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
九
割

二
〇
、
七
七
〇
円
を
こ
え
二
三
、
五
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
八
・
三
割

二
〇
、
〇
一
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
七
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
九
、
四
八
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
〇
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
九
割

一
九
、
〇
二
〇
円
を
こ
え
一
九
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
六
割

一
八
、
五
五
〇
円
を
こ
え
一
九
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

一
七
、
八
三
〇
円
を
こ
え
一
八
、
五
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
三
割

一
七
、
一
一
〇
円
を
こ
え
一
七
、
八
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
三
割

一
七
、
一
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
九
割

別
表
第
三
の
四
（
第
二
条
の
三
関
係
）

別
表
第
一
の
四
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

八
三
、
五
七
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

七
六
、
八
四
〇
円
を
こ
え
八
三
、
五
七
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

七
三
、
四
七
〇
円
を
こ
え
七
六
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

七
〇
、
八
〇
〇
円
を
こ
え
七
三
、
四
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

四
九
、
五
三
〇
円
を
こ
え
七
〇
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

四
七
、
一
八
〇
円
を
こ
え
四
九
、
五
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

四
二
、
四
四
〇
円
を
こ
え
四
七
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

三
四
、
五
〇
〇
円
を
こ
え
四
二
、
四
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

三
三
、
一
六
〇
円
を
こ
え
三
四
、
五
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

三
〇
、
九
三
〇
円
を
こ
え
三
三
、
一
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

三
〇
、
〇
五
〇
円
を
こ
え
三
〇
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

二
九
、
一
三
〇
円
を
こ
え
三
〇
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

二
五
、
五
七
〇
円
を
こ
え
二
九
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

二
二
、
五
八
〇
円
を
こ
え
二
五
、
五
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

二
一
、
七
六
〇
円
を
こ
え
二
二
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

二
一
、
一
八
〇
円
を
こ
え
二
一
、
七
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

二
〇
、
六
八
〇
円
を
こ
え
二
一
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

二
〇
、
一
八
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

一
九
、
三
八
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

一
八
、
六
一
〇
円
を
こ
え
一
九
、
三
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

一
八
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割
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別
表
第
三
の
五
（
第
二
条
の
四
関
係
）

別
表
第
一
の
五
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

八
五
、
二
九
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

七
八
、
四
三
〇
円
を
こ
え
八
五
、
二
九
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

七
四
、
九
九
〇
円
を
こ
え
七
八
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

七
二
、
二
六
〇
円
を
こ
え
七
四
、
九
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

五
〇
、
五
六
〇
円
を
こ
え
七
二
、
二
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

四
八
、
一
六
〇
円
を
こ
え
五
〇
、
五
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

四
三
、
三
二
〇
円
を
こ
え
四
八
、
一
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

三
五
、
二
二
〇
円
を
こ
え
四
三
、
三
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

三
三
、
八
四
〇
円
を
こ
え
三
五
、
二
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

三
一
、
五
七
〇
円
を
こ
え
三
三
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

三
〇
、
六
八
〇
円
を
こ
え
三
一
、
五
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

二
九
、
七
四
〇
円
を
こ
え
三
〇
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

二
六
、
〇
九
〇
円
を
こ
え
二
九
、
七
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

二
三
、
〇
五
〇
円
を
こ
え
二
六
、
〇
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

二
二
、
二
一
〇
円
を
こ
え
二
三
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

二
一
、
六
二
〇
円
を
こ
え
二
二
、
二
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

二
一
、
一
一
〇
円
を
こ
え
二
一
、
六
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

二
〇
、
五
九
〇
円
を
こ
え
二
一
、
一
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

一
九
、
七
八
〇
円
を
こ
え
二
〇
、
五
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

一
八
、
九
九
〇
円
を
こ
え
一
九
、
七
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

一
八
、
九
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割

別
表
第
三
の
六
（
第
二
条
の
四
関
係
）

別
表
第
一
の
六
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

九
二
、
四
六
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

八
五
、
〇
三
〇
円
を
こ
え
九
二
、
四
六
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

八
一
、
二
九
〇
円
を
こ
え
八
五
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

七
八
、
三
三
〇
円
を
こ
え
八
一
、
二
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

五
四
、
八
一
〇
円
を
こ
え
七
八
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

五
二
、
二
〇
〇
円
を
こ
え
五
四
、
八
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

四
六
、
九
六
〇
円
を
こ
え
五
二
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

三
八
、
一
八
〇
円
を
こ
え
四
六
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

三
六
、
六
八
〇
円
を
こ
え
三
八
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

三
四
、
二
二
〇
円
を
こ
え
三
六
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

三
三
、
二
五
〇
円
を
こ
え
三
四
、
二
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

三
二
、
二
四
〇
円
を
こ
え
三
三
、
二
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

二
八
、
二
八
〇
円
を
こ
え
三
二
、
二
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

二
四
、
九
八
〇
円
を
こ
え
二
八
、
二
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

二
四
、
〇
八
〇
円
を
こ
え
二
四
、
九
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

二
三
、
四
三
〇
円
を
こ
え
二
四
、
〇
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

二
二
、
八
八
〇
円
を
こ
え
二
三
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

二
二
、
三
三
〇
円
を
こ
え
二
二
、
八
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

二
一
、
四
四
〇
円
を
こ
え
二
二
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割
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二
〇
、
五
八
〇
円
を
こ
え
二
一
、
四
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

二
〇
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割

別
表
第
三
の
七
（
第
二
条
の
五
関
係
）

別
表
第
一
の
七
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

一
〇
一
、
八
〇
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

九
三
、
六
二
〇
円
を
こ
え
一
〇
一
、
八
〇
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

八
九
、
五
〇
〇
円
を
こ
え
九
三
、
六
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

八
六
、
二
三
〇
円
を
こ
え
八
九
、
五
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

六
〇
、
三
四
〇
円
を
こ
え
八
六
、
二
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

五
七
、
四
八
〇
円
を
こ
え
六
〇
、
三
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

五
一
、
七
〇
〇
円
を
こ
え
五
七
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

四
二
、
〇
三
〇
円
を
こ
え
五
一
、
七
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

四
〇
、
三
九
〇
円
を
こ
え
四
二
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

三
七
、
六
八
〇
円
を
こ
え
四
〇
、
三
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

三
六
、
六
一
〇
円
を
こ
え
三
七
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

三
五
、
五
〇
〇
円
を
こ
え
三
六
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

三
一
、
一
四
〇
円
を
こ
え
三
五
、
五
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

二
七
、
五
一
〇
円
を
こ
え
三
一
、
一
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

二
六
、
五
一
〇
円
を
こ
え
二
七
、
五
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

二
五
、
八
〇
〇
円
を
こ
え
二
六
、
五
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

二
五
、
一
九
〇
円
を
こ
え
二
五
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

二
四
、
五
八
〇
円
を
こ
え
二
五
、
一
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

二
三
、
六
一
〇
円
を
こ
え
二
四
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

二
二
、
六
六
〇
円
を
こ
え
二
三
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

二
二
、
六
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割

別
表
第
三
の
八
（
第
二
条
の
六
関
係
）

別
表
第
一
の
八
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

一
二
五
、
六
三
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

一
一
五
、
五
三
〇
円
を
こ
え
一
二
五
、
六
三
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

一
一
〇
、
四
四
〇
円
を
こ
え
一
一
五
、
五
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

一
〇
六
、
四
一
〇
円
を
こ
え
一
一
〇
、
四
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

七
四
、
四
六
〇
円
を
こ
え
一
〇
六
、
四
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

七
〇
、
九
三
〇
円
を
こ
え
七
四
、
四
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

六
三
、
八
〇
〇
円
を
こ
え
七
〇
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

五
一
、
八
七
〇
円
を
こ
え
六
三
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

四
九
、
八
四
〇
円
を
こ
え
五
一
、
八
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

四
六
、
四
九
〇
円
を
こ
え
四
九
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

四
五
、
一
八
〇
円
を
こ
え
四
六
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

四
三
、
八
一
〇
円
を
こ
え
四
五
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

三
八
、
四
三
〇
円
を
こ
え
四
三
、
八
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

三
三
、
九
四
〇
円
を
こ
え
三
八
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

三
二
、
七
一
〇
円
を
こ
え
三
三
、
九
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

三
一
、
八
三
〇
円
を
こ
え
三
二
、
七
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

三
一
、
〇
八
〇
円
を
こ
え
三
一
、
八
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割
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三
〇
、
三
三
〇
円
を
こ
え
三
一
、
〇
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

二
九
、
一
三
〇
円
を
こ
え
三
〇
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

二
七
、
九
六
〇
円
を
こ
え
二
九
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

二
七
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割

別
表
第
三
の
九
（
第
二
条
の
七
関
係
）

別
表
第
一
の
九
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

一
五
五
、
五
三
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

一
四
三
、
〇
二
〇
円
を
超
え
一
五
五
、
五
三
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

一
三
六
、
七
三
〇
円
を
超
え
一
四
三
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

一
三
一
、
七
三
〇
円
を
超
え
一
三
六
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

九
二
、
一
八
〇
円
を
超
え
一
三
一
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

八
七
、
八
一
〇
円
を
超
え
九
二
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

七
八
、
九
八
〇
円
を
超
え
八
七
、
八
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

六
四
、
二
一
〇
円
を
超
え
七
八
、
九
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

六
一
、
七
〇
〇
円
を
超
え
六
四
、
二
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

五
七
、
五
六
〇
円
を
超
え
六
一
、
七
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

五
五
、
九
三
〇
円
を
超
え
五
七
、
五
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

五
四
、
二
三
〇
円
を
超
え
五
五
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

四
七
、
五
七
〇
円
を
超
え
五
四
、
二
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

四
二
、
〇
二
〇
円
を
超
え
四
七
、
五
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

四
〇
、
四
九
〇
円
を
超
え
四
二
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

三
九
、
四
一
〇
円
を
超
え
四
〇
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

三
八
、
四
八
〇
円
を
超
え
三
九
、
四
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

三
七
、
五
五
〇
円
を
超
え
三
八
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

三
六
、
〇
七
〇
円
を
超
え
三
七
、
五
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

三
四
、
六
一
〇
円
を
超
え
三
六
、
〇
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

三
四
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
五
・
一
割

別
表
第
三
の
十
（
第
二
条
の
八
関
係
）

別
表
第
一
の
十
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
〇
一
、
〇
九
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

一
八
四
、
九
二
〇
円
を
超
え
二
〇
一
、
〇
九
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

一
七
六
、
七
八
〇
円
を
超
え
一
八
四
、
九
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

一
七
〇
、
三
三
〇
円
を
超
え
一
七
六
、
七
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
一
九
、
一
九
〇
円
を
超
え
一
七
〇
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
一
三
、
五
三
〇
円
を
超
え
一
一
九
、
一
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
〇
二
、
一
三
〇
円
を
超
え
一
一
三
、
五
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

八
三
、
〇
三
〇
円
を
超
え
一
〇
二
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

七
九
、
七
八
〇
円
を
超
え
八
三
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

七
四
、
四
三
〇
円
を
超
え
七
九
、
七
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

七
二
、
三
一
〇
円
を
超
え
七
四
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

七
〇
、
一
三
〇
円
を
超
え
七
二
、
三
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

六
一
、
五
〇
〇
円
を
超
え
七
〇
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

五
四
、
三
三
〇
円
を
超
え
六
一
、
五
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

五
二
、
三
六
〇
円
を
超
え
五
四
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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五
〇
、
九
六
〇
円
を
超
え
五
二
、
三
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

四
九
、
七
六
〇
円
を
超
え
五
〇
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

四
八
、
五
五
〇
円
を
超
え
四
九
、
七
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

四
六
、
六
三
〇
円
を
超
え
四
八
、
五
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

四
六
、
六
三
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
一
（
第
二
条
の
八
関
係
）

別
表
第
一
の
十
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
一
四
、
七
八
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

一
九
七
、
五
一
〇
円
を
超
え
二
一
四
、
七
八
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

一
八
八
、
八
二
〇
円
を
超
え
一
九
七
、
五
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

一
八
一
、
九
三
〇
円
を
超
え
一
八
八
、
八
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
二
七
、
三
一
〇
円
を
超
え
一
八
一
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
二
一
、
二
七
〇
円
を
超
え
一
二
七
、
三
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
〇
九
、
〇
八
〇
円
を
超
え
一
二
一
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

八
八
、
六
八
〇
円
を
超
え
一
〇
九
、
〇
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

八
五
、
二
一
〇
円
を
超
え
八
八
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

七
九
、
四
九
〇
円
を
超
え
八
五
、
二
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

七
七
、
二
三
〇
円
を
超
え
七
九
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

七
四
、
九
〇
〇
円
を
超
え
七
七
、
二
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

六
五
、
六
九
〇
円
を
超
え
七
四
、
九
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

五
八
、
〇
三
〇
円
を
超
え
六
五
、
六
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

五
五
、
九
二
〇
円
を
超
え
五
八
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

五
四
、
四
三
〇
円
を
超
え
五
五
、
九
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

五
三
、
一
四
〇
円
を
超
え
五
四
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

五
一
、
八
六
〇
円
を
超
え
五
三
、
一
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

四
九
、
八
一
〇
円
を
超
え
五
一
、
八
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

四
九
、
八
一
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
二
（
第
二
条
の
九
関
係
）

別
表
第
一
の
十
二
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
三
五
、
七
一
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
一
七
、
三
六
〇
円
を
超
え
二
三
五
、
七
一
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
〇
八
、
一
三
〇
円
を
超
え
二
一
七
、
三
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
〇
〇
、
八
二
〇
円
を
超
え
二
〇
八
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
四
〇
、
八
五
〇
円
を
超
え
二
〇
〇
、
八
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
三
四
、
一
八
〇
円
を
超
え
一
四
〇
、
八
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
二
〇
、
七
三
〇
円
を
超
え
一
三
四
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

九
八
、
二
三
〇
円
を
超
え
一
二
〇
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

九
四
、
四
一
〇
円
を
超
え
九
八
、
二
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

八
八
、
一
一
〇
円
を
超
え
九
四
、
四
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

八
五
、
六
二
〇
円
を
超
え
八
八
、
一
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

八
三
、
〇
四
〇
円
を
超
え
八
五
、
六
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

七
二
、
九
六
〇
円
を
超
え
八
三
、
〇
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

六
四
、
六
一
〇
円
を
超
え
七
二
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

六
二
、
三
一
〇
円
を
超
え
六
四
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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六
〇
、
六
八
〇
円
を
超
え
六
二
、
三
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

五
九
、
二
五
〇
円
を
超
え
六
〇
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

五
七
、
八
三
〇
円
を
超
え
五
九
、
二
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

五
五
、
五
三
〇
円
を
超
え
五
七
、
八
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

五
五
、
五
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
三
（
第
二
条
の
十
、
第
二
条
の
十
の
二
関
係
）

別
表
第
一
の
十
三
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
五
一
、
六
九
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
三
二
、
一
二
〇
円
を
超
え
二
五
一
、
六
九
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
二
二
、
二
七
〇
円
を
超
え
二
三
二
、
一
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
一
四
、
四
七
〇
円
を
超
え
二
二
二
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
五
〇
、
四
八
〇
円
を
超
え
二
一
四
、
四
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
四
三
、
三
七
〇
円
を
超
え
一
五
〇
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
二
九
、
〇
二
〇
円
を
超
え
一
四
三
、
三
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
〇
五
、
〇
一
〇
円
を
超
え
一
二
九
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
〇
〇
、
九
三
〇
円
を
超
え
一
〇
五
、
〇
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

九
四
、
二
〇
〇
円
を
超
え
一
〇
〇
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

九
一
、
五
四
〇
円
を
超
え
九
四
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

八
八
、
八
〇
〇
円
を
超
え
九
一
、
五
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

七
八
、
〇
四
〇
円
を
超
え
八
八
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

六
九
、
一
三
〇
円
を
超
え
七
八
、
〇
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

六
六
、
六
八
〇
円
を
超
え
六
九
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

六
四
、
九
四
〇
円
を
超
え
六
六
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

六
三
、
四
一
〇
円
を
超
え
六
四
、
九
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

六
一
、
八
九
〇
円
を
超
え
六
三
、
四
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

五
九
、
四
四
〇
円
を
超
え
六
一
、
八
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

五
九
、
四
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
四
（
第
二
条
の
十
一
関
係
）

別
表
第
一
の
十
四
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
六
九
、
四
二
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
四
八
、
四
八
〇
円
を
超
え
二
六
九
、
四
二
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
三
七
、
九
三
〇
円
を
超
え
二
四
八
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
二
九
、
五
九
〇
円
を
超
え
二
三
七
、
九
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
六
一
、
一
二
〇
円
を
超
え
二
二
九
、
五
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
五
三
、
五
一
〇
円
を
超
え
一
六
一
、
一
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
三
八
、
一
六
〇
円
を
超
え
一
五
三
、
五
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
一
二
、
四
七
〇
円
を
超
え
一
三
八
、
一
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
〇
八
、
一
〇
〇
円
を
超
え
一
一
二
、
四
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
〇
〇
、
九
〇
〇
円
を
超
え
一
〇
八
、
一
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

九
八
、
〇
六
〇
円
を
超
え
一
〇
〇
、
九
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

九
五
、
一
三
〇
円
を
超
え
九
八
、
〇
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

八
三
、
六
二
〇
円
を
超
え
九
五
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

七
四
、
〇
八
〇
円
を
超
え
八
三
、
六
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

七
一
、
四
五
〇
円
を
超
え
七
四
、
〇
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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六
九
、
六
〇
〇
円
を
超
え
七
一
、
四
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

六
七
、
九
六
〇
円
を
超
え
六
九
、
六
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

六
六
、
三
三
〇
円
を
超
え
六
七
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

六
三
、
七
一
〇
円
を
超
え
六
六
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

六
三
、
七
一
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
五
（
第
二
条
の
十
二
関
係
）

別
表
第
一
の
十
五
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
七
八
、
七
二
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
五
七
、
二
八
〇
円
を
超
え
二
七
八
、
七
二
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
四
六
、
四
八
〇
円
を
超
え
二
五
七
、
二
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
三
七
、
九
一
〇
円
を
超
え
二
四
六
、
四
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
六
七
、
一
八
〇
円
を
超
え
二
三
七
、
九
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
五
九
、
三
二
〇
円
を
超
え
一
六
七
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
四
三
、
四
三
〇
円
を
超
え
一
五
九
、
三
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
一
六
、
七
九
〇
円
を
超
え
一
四
三
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
一
二
、
二
七
〇
円
を
超
え
一
一
六
、
七
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
〇
四
、
八
〇
〇
円
を
超
え
一
一
二
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
〇
一
、
八
五
〇
円
を
超
え
一
〇
四
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

九
八
、
八
一
〇
円
を
超
え
一
〇
一
、
八
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

八
六
、
八
八
〇
円
を
超
え
九
八
、
八
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

七
六
、
九
八
〇
円
を
超
え
八
六
、
八
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

七
四
、
二
六
〇
円
を
超
え
七
六
、
九
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

七
二
、
三
四
〇
円
を
超
え
七
四
、
二
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

七
〇
、
六
四
〇
円
を
超
え
七
二
、
三
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

六
八
、
九
六
〇
円
を
超
え
七
〇
、
六
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

六
六
、
二
三
〇
円
を
超
え
六
八
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

六
六
、
二
三
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
六
（
第
二
条
の
十
三
関
係
）

別
表
第
一
の
十
六
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

二
八
八
、
四
六
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
六
六
、
二
九
〇
円
を
超
え
二
八
八
、
四
六
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
五
五
、
一
三
〇
円
を
超
え
二
六
六
、
二
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
四
六
、
二
七
〇
円
を
超
え
二
五
五
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
七
三
、
一
三
〇
円
を
超
え
二
四
六
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
六
五
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
一
七
三
、
一
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
四
八
、
五
八
〇
円
を
超
え
一
六
五
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
二
一
、
〇
三
〇
円
を
超
え
一
四
八
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
一
六
、
三
五
〇
円
を
超
え
一
二
一
、
〇
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
〇
八
、
六
三
〇
円
を
超
え
一
一
六
、
三
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
〇
五
、
五
八
〇
円
を
超
え
一
〇
八
、
六
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
〇
二
、
四
三
〇
円
を
超
え
一
〇
五
、
五
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

九
〇
、
〇
九
〇
円
を
超
え
一
〇
二
、
四
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

七
九
、
八
七
〇
円
を
超
え
九
〇
、
〇
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

七
七
、
〇
五
〇
円
を
超
え
七
九
、
八
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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七
五
、
〇
七
〇
円
を
超
え
七
七
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

七
三
、
三
一
〇
円
を
超
え
七
五
、
〇
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

七
一
、
五
七
〇
円
を
超
え
七
三
、
三
一
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

六
八
、
七
五
〇
円
を
超
え
七
一
、
五
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

六
八
、
七
五
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
七
（
第
二
条
の
十
四
関
係
）

別
表
第
一
の
十
七
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

三
〇
一
、
〇
二
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
七
七
、
九
二
〇
円
を
超
え
三
〇
一
、
〇
二
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
六
六
、
二
八
〇
円
を
超
え
二
七
七
、
九
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
五
七
、
〇
五
〇
円
を
超
え
二
六
六
、
二
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
八
〇
、
八
四
〇
円
を
超
え
二
五
七
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
七
二
、
三
八
〇
円
を
超
え
一
八
〇
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
五
五
、
二
六
〇
円
を
超
え
一
七
二
、
三
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
二
六
、
五
六
〇
円
を
超
え
一
五
五
、
二
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
二
一
、
六
八
〇
円
を
超
え
一
二
六
、
五
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
一
三
、
六
四
〇
円
を
超
え
一
二
一
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
一
〇
、
四
六
〇
円
を
超
え
一
一
三
、
六
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
〇
七
、
一
八
〇
円
を
超
え
一
一
〇
、
四
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

九
四
、
三
二
〇
円
を
超
え
一
〇
七
、
一
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

八
三
、
六
七
〇
円
を
超
え
九
四
、
三
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

八
〇
、
七
三
〇
円
を
超
え
八
三
、
六
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

七
八
、
六
六
〇
円
を
超
え
八
〇
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

七
六
、
八
三
〇
円
を
超
え
七
八
、
六
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

七
五
、
〇
二
〇
円
を
超
え
七
六
、
八
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

七
二
、
〇
八
〇
円
を
超
え
七
五
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

七
二
、
〇
八
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
八
（
第
二
条
の
十
五
関
係
）

別
表
第
一
の
十
八
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

三
一
五
、
六
三
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
九
一
、
四
九
〇
円
を
超
え
三
一
五
、
六
三
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
七
九
、
三
三
〇
円
を
超
え
二
九
一
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
六
九
、
六
八
〇
円
を
超
え
二
七
九
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
九
〇
、
〇
五
〇
円
を
超
え
二
六
九
、
六
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
八
一
、
二
〇
〇
円
を
超
え
一
九
〇
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
六
三
、
三
一
〇
円
を
超
え
一
八
一
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
三
三
、
三
二
〇
円
を
超
え
一
六
三
、
三
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
二
八
、
二
二
〇
円
を
超
え
一
三
三
、
三
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
一
九
、
八
三
〇
円
を
超
え
一
二
八
、
二
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
一
六
、
四
九
〇
円
を
超
え
一
一
九
、
八
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
一
三
、
〇
七
〇
円
を
超
え
一
一
六
、
四
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

九
九
、
五
〇
〇
円
を
超
え
一
一
三
、
〇
七
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

八
八
、
二
七
〇
円
を
超
え
九
九
、
五
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

八
五
、
一
七
〇
円
を
超
え
八
八
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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八
二
、
九
八
〇
円
を
超
え
八
五
、
一
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

八
一
、
〇
五
〇
円
を
超
え
八
二
、
九
八
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

七
九
、
一
四
〇
円
を
超
え
八
一
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

七
六
、
〇
五
〇
円
を
超
え
七
九
、
一
四
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

七
六
、
〇
五
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
十
九
（
第
二
条
の
十
六
関
係
）

別
表
第
一
の
十
九
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

三
二
一
、
八
三
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

二
九
七
、
二
三
〇
円
を
超
え
三
二
一
、
八
三
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
八
四
、
八
四
〇
円
を
超
え
二
九
七
、
二
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
七
五
、
〇
一
〇
円
を
超
え
二
八
四
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

一
九
三
、
八
六
〇
円
を
超
え
二
七
五
、
〇
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
八
四
、
八
四
〇
円
を
超
え
一
九
三
、
八
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
六
六
、
六
一
〇
円
を
超
え
一
八
四
、
八
四
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
三
六
、
〇
五
〇
円
を
超
え
一
六
六
、
六
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
三
〇
、
八
五
〇
円
を
超
え
一
三
六
、
〇
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
二
二
、
三
〇
〇
円
を
超
え
一
三
〇
、
八
五
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
一
八
、
九
一
〇
円
を
超
え
一
二
二
、
三
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
一
五
、
四
二
〇
円
を
超
え
一
一
八
、
九
一
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

一
〇
一
、
五
九
〇
円
を
超
え
一
一
五
、
四
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

九
〇
、
一
二
〇
円
を
超
え
一
〇
一
、
五
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

八
六
、
九
六
〇
円
を
超
え
九
〇
、
一
二
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割

八
四
、
七
三
〇
円
を
超
え
八
六
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

八
二
、
七
五
〇
円
を
超
え
八
四
、
七
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

八
〇
、
八
〇
〇
円
を
超
え
八
二
、
七
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

七
七
、
六
五
〇
円
を
超
え
八
〇
、
八
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

七
七
、
六
五
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
三
の
二
十
（
第
二
条
の
十
七
関
係
）

別
表
第
一
の
二
十
の
下
欄
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給

率

三
三
二
、
二
三
〇
円
以
上
の
も
の

二
三
・
〇
割

三
〇
六
、
八
八
〇
円
を
超
え
三
三
二
、
二
三
〇
円
未
満
の
も
の

二
三
・
八
割

二
九
四
、
一
〇
〇
円
を
超
え
三
〇
六
、
八
八
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
五
割

二
八
三
、
九
六
〇
円
を
超
え
二
九
四
、
一
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
四
・
八
割

二
〇
〇
、
二
九
〇
円
を
超
え
二
八
三
、
九
六
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
〇
割

一
九
一
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
二
〇
〇
、
二
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
五
・
五
割

一
七
二
、
二
〇
〇
円
を
超
え
一
九
一
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
一
割

一
四
〇
、
六
九
〇
円
を
超
え
一
七
二
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の

二
六
・
九
割

一
三
五
、
三
三
〇
円
を
超
え
一
四
〇
、
六
九
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
四
割

一
二
六
、
五
二
〇
円
を
超
え
一
三
五
、
三
三
〇
円
以
下
の
も
の

二
七
・
八
割

一
二
三
、
〇
二
〇
円
を
超
え
一
二
六
、
五
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
〇
割

一
一
九
、
四
二
〇
円
を
超
え
一
二
三
、
〇
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
三
割

一
〇
五
、
一
五
〇
円
を
超
え
一
一
九
、
四
二
〇
円
以
下
の
も
の

二
九
・
八
割

九
三
、
二
七
〇
円
を
超
え
一
〇
五
、
一
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
二
割

九
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
九
三
、
二
七
〇
円
以
下
の
も
の

三
〇
・
九
割
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八
七
、
六
九
〇
円
を
超
え
九
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
も
の

三
一
・
九
割

八
五
、
六
五
〇
円
を
超
え
八
七
、
六
九
〇
円
以
下
の
も
の

三
二
・
七
割

八
三
、
六
三
〇
円
を
超
え
八
五
、
六
五
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
〇
割

八
〇
、
三
七
〇
円
を
超
え
八
三
、
六
三
〇
円
以
下
の
も
の

三
三
・
四
割

八
〇
、
三
七
〇
円
の
も
の

三
四
・
五
割

別
表
第
四
（
第
二
条
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
八
七
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
一
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
五
二
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
九
〇
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
四
七
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
一
二
、
〇
〇
〇
円

備
考

一
　
障
害
の
等
級
の
区
分
は
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
以
前
に
給
付
事
由
の
生
じ
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
等
の
規
定
に
よ
る
年
金
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
別
表
第
二
に
基
づ
い

て
大
蔵
大
臣
の
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

二
　
こ
の
表
の
四
級
、
五
級
又
は
六
級
に
該
当
す
る
障
害
で
、
そ
れ
ぞ
れ
恩
給
法
別
表
第
一
号
表
の
二
に
定
め
る
第
三
項
症
、
第
四
項
症
又
は
第
五
項
症
以
上
に
相
当
す
る
も
の
に
係
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
大
臣
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
四
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
五
級
又
は
六
級
に
該
当
す
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
級
上
位
の
等
級
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
四
の
二
（
第
二
条
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
〇
六
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
二
九
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
六
四
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
九
九
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
五
四
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
一
八
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
九
九
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二

三
一
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
三
（
第
二
条
の
二
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
三
六
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
五
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
八
三
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
一
四
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
六
六
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
二
六
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二

四
八
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
四
（
第
二
条
の
三
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

五
〇
六
、
〇
〇
〇
円
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二
級

四
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
級

三
二
九
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
四
八
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
九
二
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
四
七
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
四
八
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二

八
八
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
五
（
第
二
条
の
四
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

五
一
六
、
〇
〇
〇
円

二
級

四
一
八
、
〇
〇
〇
円

三
級

三
三
五
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
五
三
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
九
六
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二

九
四
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
六
（
第
二
条
の
四
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

五
五
九
、
〇
〇
〇
円

二
級

四
五
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

三
六
三
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
七
四
、
〇
〇
〇
円

五
級

二
一
二
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
六
二
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
七
四
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
三

一
八
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
七
（
第
二
条
の
五
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

一
、
〇
四
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

八
四
二
、
〇
〇
〇
円

三
級

六
七
六
、
〇
〇
〇
円

四
級

五
一
〇
、
〇
〇
〇
円

五
級

三
九
五
、
〇
〇
〇
円

六
級

三
〇
二
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
五

九
三
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
八
（
第
二
条
の
六
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

一
、
二
八
三
、
〇
〇
〇
円
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二
級

一
、
〇
三
九
、
〇
〇
〇
円

三
級

八
三
四
、
〇
〇
〇
円

四
級

六
二
九
、
〇
〇
〇
円

五
級

四
八
八
、
〇
〇
〇
円

六
級

三
七
二
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
二
九
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
七

三
一
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
九
（
第
二
条
の
七
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

一
、
五
八
八
、
〇
〇
〇
円

二
級

一
、
二
八
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
〇
三
二
、
〇
〇
〇
円

四
級

七
七
八
、
〇
〇
〇
円

五
級

六
〇
三
、
〇
〇
〇
円

六
級

四
六
一
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
七
七
八
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
九

〇
五
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
（
第
二
条
の
八
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
〇
五
三
、
〇
〇
〇
円

二
級

一
、
六
六
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
三
三
四
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
〇
〇
六
、
〇
〇
〇
円

五
級

七
八
〇
、
〇
〇
〇
円

六
級

五
九
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
〇
〇
六
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
一
七
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
一
（
第
二
条
の
八
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
一
九
三
、
〇
〇
〇
円

二
級

一
、
七
七
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
四
二
五
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
〇
七
五
、
〇
〇
〇
円

五
級

八
三
三
、
〇
〇
〇
円

六
級

六
三
六
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
〇
七
五
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
二
（
第
二
条
の
九
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
四
四
五
、
〇
〇
〇
円
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二
級

一
、
九
八
〇
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
五
八
九
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
一
九
八
、
〇
〇
〇
円

五
級

九
二
九
、
〇
〇
〇
円

六
級

七
〇
九
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
一
九
八
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
三
九
三
、
五
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
三
（
第
二
条
の
十
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
六
一
六
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
一
一
九
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
二
八
二
、
〇
〇
〇
円

五
級

九
九
四
、
〇
〇
〇
円

六
級

七
五
九
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
二
八
二
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
四
九
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
四
（
第
二
条
の
十
の
二
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
七
三
六
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
二
三
九
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
三
八
二
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
〇
七
四
、
〇
〇
〇
円

六
級

八
三
九
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
三
八
二
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
五
九
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
五
（
第
二
条
の
十
一
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
九
三
二
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
九
二
九
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
四
八
一
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
一
五
一
、
〇
〇
〇
円

六
級

八
九
九
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
四
八
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
七
〇
五
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
六
（
第
二
条
の
十
一
の
二
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

二
、
九
九
二
、
〇
〇
〇
円
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二
級

二
、
四
六
〇
、
〇
〇
〇
円

三
級

一
、
九
八
九
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
五
三
一
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
二
〇
一
、
〇
〇
〇
円

六
級

九
四
九
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
五
三
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
七
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
七
（
第
二
条
の
十
二
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
五
五
七
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
〇
六
八
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
五
九
二
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
二
四
九
、
〇
〇
〇
円

六
級

九
八
七
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
第
四
の
備
考
二
中
「
一
九
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
、
五
九
二
、
〇
〇
〇
円
」
と
、
「
二
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
、
八
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
の
十
八
（
第
二
条
の
十
二
の
二
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
二
三
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
六
五
七
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
一
六
八
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
六
八
二
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
三
三
九
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
〇
六
七
、
〇
〇
〇
円

備
考

一
　
別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二
　
こ
の
表
の
四
級
、
五
級
又
は
六
級
に
該
当
す
る
障
害
で
、
そ
れ
ぞ
れ
恩
給
法
別
表
第
一
号
表
の
二
に
定
め
る
第
三
項
症
、
第
四
項
症
又
は
第
五
項
症
以
上
に
相
当
す
る
も
の
に
係
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
大
臣
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
級
上
位
の
等
級
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
四
の
十
九
（
第
二
条
の
十
三
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
三
五
三
、
〇
〇
〇
円

二
級

二
、
七
五
八
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
七
四
六
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
三
九
〇
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
一
〇
八
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
（
第
二
条
の
十
三
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
四
七
三
、
〇
〇
〇
円
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二
級

二
、
八
七
八
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
八
四
六
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
四
八
〇
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
一
八
八
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
一
（
第
二
条
の
十
四
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
六
四
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
〇
一
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
四
六
三
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
九
三
五
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
五
五
一
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
二
四
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
二
（
第
二
条
の
十
四
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
七
二
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
〇
八
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
五
三
三
、
〇
〇
〇
円

四
級

一
、
九
九
五
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
六
一
一
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
二
九
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
三
（
第
二
条
の
十
五
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
九
二
五
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
二
五
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
六
七
二
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
一
〇
五
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
三
六
六
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
四
（
第
二
条
の
十
五
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

三
、
九
五
五
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
二
八
六
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
六
九
七
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
七
二
〇
、
〇
〇
〇
円
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六
級

一
、
三
八
六
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
五
（
第
二
条
の
十
六
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
、
〇
三
八
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
三
五
五
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
七
五
四
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
一
七
五
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
七
五
六
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
四
一
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
六
（
第
二
条
の
十
六
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
、
〇
六
八
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
三
八
五
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
七
八
四
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
七
七
六
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
四
三
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
七
（
第
二
条
の
十
七
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
、
二
一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
五
〇
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
八
八
一
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
二
七
七
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
八
三
八
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
四
八
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
四
の
二
十
八
（
第
二
条
の
十
七
関
係
）

障
害
の
等
級

年
金
額

一
級

四
、
二
四
〇
、
〇
〇
〇
円

二
級

三
、
五
三
三
、
〇
〇
〇
円

三
級

二
、
九
一
一
、
〇
〇
〇
円

四
級

二
、
三
〇
二
、
〇
〇
〇
円

五
級

一
、
八
六
三
、
〇
〇
〇
円

六
級

一
、
五
〇
五
、
〇
〇
〇
円

備
考

別
表
第
四
の
備
考
一
の
規
定
及
び
別
表
第
四
の
十
八
の
備
考
二
の
規
定
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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別
表
第
五
（
第
五
条
の
五
関
係
）

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
・
〇
三
七

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
八
九
七

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
七
五
六

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
六
四
〇

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
五
二
八

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
四
二
七

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
五
〇

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
二
七
一

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
九
三

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
〇
一

別
表
第
六
（
第
五
条
の
七
、
第
五
条
の
八
、
第
十
一
条
の
三
関
係
）

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
二
〇
六

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
二
〇
二

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
九
七

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
九
五

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
八
六

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
八
八

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
八
三

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
七
五

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
七
〇

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
一
六
三

別
表
第
七
（
第
五
条
の
八
、
第
十
一
条
の
三
関
係
）

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
五
〇

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
四
五

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
四
一

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
三
八

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
二
九

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
三
〇

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
二
五

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
一
八

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
一
二

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

一
・
三
〇
三

別
表
第
八
（
第
四
条
の
九
、
第
五
条
の
九
、
第
六
条
の
四
、
第
七
条
の
三
、
第
八
条
の
二
、
第
九
条
、
第
十
一
条
の
四
、
第
十
二
条
の
三
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
四
条
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

六
五
二
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
一
一
五

六
五
二
、
〇
〇
〇
円
以
上
八
六
一
、
五
三
八
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
九
〇

一
六
、
三
〇
〇
円

八
六
一
、
五
三
八
円
以
上
二
、
一
〇
二
、
四
三
九
円
未
満
の
も
の

一
・
一
〇
三

五
、
一
〇
〇
円

二
、
一
〇
二
、
四
三
九
円
以
上
三
、
〇
四
五
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
六
二

九
一
、
三
〇
〇
円

三
、
〇
四
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
三
、
三
二
八
、
五
七
一
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
四
二

一
五
二
、
二
〇
〇
円

三
、
三
二
八
、
五
七
一
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

二
九
二
、
〇
〇
〇
円

別
表
第
九
（
第
十
条
の
三
、
第
十
五
条
の
三
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

一
、
七
二
五
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
三
七

二
、
〇
〇
〇
円
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一
、
七
二
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
二
、
七
八
八
、
八
八
八
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
三
三

八
、
九
〇
〇
円

二
、
七
八
八
、
八
八
八
円
以
上
四
、
四
三
三
、
三
三
三
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
二
四

三
四
、
〇
〇
〇
円

四
、
四
三
三
、
三
三
三
円
以
上
四
、
五
一
八
、
三
一
九
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

一
四
〇
、
四
〇
〇
円

四
、
五
一
八
、
三
一
九
円
以
上
四
、
七
五
四
、
二
八
五
円
未
満
の
も
の

〇
・
四
〇
五

二
、
八
二
八
、
八
〇
〇
円

別
表
第
十
（
第
十
条
の
四
、
第
十
五
条
の
四
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

四
、
〇
三
五
、
二
九
四
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
三
四

三
、
二
〇
〇
円

四
、
〇
三
五
、
二
九
四
円
以
上
四
、
七
三
一
、
六
〇
一
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

一
四
〇
、
四
〇
〇
円

四
、
七
三
一
、
六
〇
一
円
以
上
一
三
、
五
〇
六
、
五
六
二
円
未
満
の
も
の

〇
・
九
八
四

二
一
六
、
一
〇
五
円

一
三
、
五
〇
六
、
五
六
二
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

〇
円

別
表
第
十
一
（
第
十
条
の
五
、
第
十
五
条
の
五
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

四
、
三
五
九
、
五
二
四
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
四
二

五
、
三
〇
〇
円

四
、
三
五
九
、
五
二
四
円
以
上
四
、
八
七
二
、
七
二
八
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

一
八
八
、
四
〇
〇
円

四
、
八
七
二
、
七
二
八
円
以
上
一
三
、
四
三
六
、
三
六
四
円
未
満
の
も
の

〇
・
九
七
八

二
九
五
、
六
〇
〇
円

一
三
、
四
三
六
、
三
六
四
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

〇
円

別
表
第
十
二
（
第
十
条
の
六
、
第
十
五
条
の
六
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

一
、
二
八
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
五
五

〇
円

一
、
二
八
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
四
、
六
二
二
、
二
二
三
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
四
五

一
二
、
八
〇
〇
円

四
、
六
二
二
、
二
二
三
円
以
上
五
、
〇
六
一
、
五
三
九
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

二
二
〇
、
八
〇
〇
円

五
、
〇
六
一
、
五
三
九
円
以
上
一
三
、
五
五
三
、
八
四
七
円
未
満
の
も
の

〇
・
九
七
四

三
五
二
、
四
〇
〇
円

一
三
、
五
五
三
、
八
四
七
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

〇
円

別
表
第
十
三
（
第
十
条
の
七
、
第
十
条
の
八
、
第
十
五
条
の
七
、
第
十
五
条
の
八
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
二
一

〇
円

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
五
、
〇
五
二
、
六
三
二
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
一
九

二
、
四
〇
〇
円

五
、
〇
五
二
、
六
三
二
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

九
八
、
四
〇
〇
円

別
表
第
十
四
（
第
十
条
の
九
、
第
十
条
の
十
、
第
十
五
条
の
九
、
第
十
五
条
の
十
関
係
）

俸
給
年
額

率

金
額

一
、
二
七
五
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
三
五

〇
円

一
、
二
七
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
五
、
二
一
六
、
一
三
〇
円
未
満
の
も
の

一
・
〇
三
一

五
、
一
〇
〇
円

五
、
二
一
六
、
一
三
〇
円
以
上
の
も
の

一
・
〇
〇
〇

一
六
六
、
八
〇
〇
円
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